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　花が咲いている。

　冗じよう談だんのように花が咲いている。

　今は真冬なのに、ギガンスティという国の三分の一が凍とう土どであるというのに、王宮の地下の床ゆか一面に、春の花が咲いている。

　おまけに花畑の中央には、漆しつ黒こくの〈扉とびら〉が無む造ぞう作さに開け放たれている。〈扉〉の向こうには──この世界にはあり得ない、真なる暗くら闇やみが広がっていた。

「ごめんね。せっかくきれいに、私の願い通りに咲いてくれたのに」

　夢のような花畑を踏ふみしめ、銀ぎん髪ぱつの青年が小さくつぶやいた。

　枯かれ木のごとく瘦やせた肩かたには、防寒のための分ぶ厚あつい外がい套とうがひどく重そうだ。実際彼は、今にも潰つぶされてしまいそうだった。服の重みにも、罪の重みにも。

　それでも彼は、進まなければならないのだった。幼おさない日に夢見た花畑を踏みつけて、悪夢の入り口のように開いた〈扉〉へと近づいていく。

「ごめんね、私を信じて死んでくれたみんな。本当にごめん。私は愚おろかな王だった。やはり、マジェスクが王になるべきだったんだろうね……」

　病弱で優ゆう柔じゆう不ふ断だんなお前などではなく、自分こそが王に相応ふさわしい。そう熱弁していた従い兄と弟この顔を思い出し、淡あわい微笑ほほえみを口元に刻んだ。

「私はただ、この眼で降りしきる花はな吹雪ふぶきを見たかっただけなんだ。ただ、それだけだったんだ……」

　震ふるえる手が、開け放たれた〈扉〉に触ふれた。その奥に覗のぞく暗闇を愛いとしむように、哀あわれむように見つめながら、ゆっくりと力を込めていく。

〈扉〉が閉まる。

〈扉〉が消える。

〈扉〉から供給されていた力により維い持じされていた花畑も消える。

　同じ力に支えられていたひ弱な体がよろけ、冷たい床に倒れ込んだ。ごめんね、という形に唇くちびるだけが動く。

　図ずう体たいだけは一人前と揶や揄ゆされてきたギガンスティを、一大帝国にまで押し上げた帝王。

　アスラム・ギガンスティはひとり王宮の床に横たわり、もう永遠に起き上がることはなかった。
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　夏か季き休きゆう暇かも終わってしばらく経たった、とてもよく晴れた秋の夜だった。空巡めぐる三つの月が、穏おだやかな草原の国であるレドレリカ全体を煌こう々こうと照らし出している。

　美しい、静かな夜だった。月明かりに白く輝かがやく一枚岩の上で、無ぶ粋すいな特訓に明け暮くれる少数の人間を除いては。

「どうした小こ娘むすめ、お前の〈煌キラ〉はそんなものか!!」

　艶つややかな黒くろ髪かみを月光にきらめかせ、長身の派手な男がこれみよがしに挑ちよう発はつした。その瞳ひとみに満ちた強い金は、現在中天の位置にある第二の月・至し純じゆんの闇あんよりなお鮮あざやかに輝いている。

「ああーもう、だからぁ！　何度も言わせないで下さいディガンさん、私は〈星〉としては劣れつ等とう生せいなんですってば!!　これ以上は無理です、私の〈煌〉は限界です!!」

　肩かた先さきで切り揃そろえた淡あわい金きん髪ぱつを乱し、叫さけぶのはエリッセ・リトラーユ。〈星〉の学舎であるここ〈導みちびきの灯ひ〉にて、ディガン・マキナウスに師事する少女だ。

　三つの月、そして三つの太陽が放つ光を己おのれの望む奇き跡せきとして跳はね返す力を〈煌〉と呼び、〈煌〉の保持者を〈星〉と呼ぶ。といってもエリッセは本人が卑ひ屈くつに認めている通り、〈星〉の中でも最下位である六等星だ。六つの等とう星せい石せきが並んだ首元のチョーカーも、それを示している。

「〈煌〉が尽つきた？　甘いな。戦場で、〈煌〉が尽きたが通用すると思うか」

　対するディガンの首元では、〈星〉の位くらいを示す二つの等星石付きのチョーカーが揺ゆれていた。

　二等星でも十分強い〈星〉だが、実際のディガンは全世界に二十一人しかいない一等星のひとり。二百年前の南北大戦時、自作の禁きん呪じゆ『暗黒星』ごと封ふう印いんされた一等星・ベテルギウスの称しよう号ごうを持つ〈星〉だ。

　自じ負ふ心しんが非常に強いディガンは、当初は実際より低い等星を表明することを嫌いやがった。彼が妥だ協きようしてくれていることは事情を知る者たちにも分かっているので、生徒なら黒地に一部白のライン、教師なら白地に一部黒のラインという〈導きの灯〉の制服を着用せず、全身黒ずくめの服でいることを許されているのである。

「まあ今は、一等星は半分名めい誉よ職しよくみたいなものだけど……ディガンさんが二等星だと、あの人が弱い〈星〉に負けたってことになっちゃうものね」

　我知らず、ぽつりとつぶやいたエリッセを尻しり目めに、ディガンが構えを取った。自他共に認める華はなやかな美び貌ぼうには、好戦的な表情がよく似合う。

「さあ、ここからは拳こぶしと拳の勝負だ。かかってこい、小娘」

「いやいや、肉にく弾だん戦せんになったら、もうおとなしく命いのち乞ごいしますよ私は!?」

　こんな夜よ更ふけにわざわざ時間を割さいて、自分のために実じつ践せん的てきな訓練を行ってくれていることは分かっている。だが無茶を言うな、と慌あわてて拒きよ否ひするエリッセに、銀髪の小こ柄がらな少年が助け船を出してくれた。

「やめろよディガン、これ以上やったらエリッセがかわいそうだろう？」

　大人びた口調で抗こう議ぎするのは、ハーシエル・ディファリア・トールズ。その座に相応ふさわしい者なしとして、長きに渡り空位の状態だった一等星中の一等星・シリウスの称号を射い止とめた弱じやつ冠かん十一歳の天才少年だ。

「お前みたいな戦争経験者と違って、彼女は平和な世界で生まれ育った女の子なんだぞ。無茶を強しいて、貴重な〈太陽〉に何かあったらどうするんだ」

　あたりに人がいないとはいえ、ハーシエルはいろいろな意味で際きわどい台詞せりふを口にした。

〈星〉としては完全に劣等生であり、長年馬ば鹿かにされてきたエリッセの持つ能力は〈太陽〉。〈星〉たちに輝きを提供する、奇跡の力の持ち主だ。

　とはいえ、今やそのことは大々的に知れ渡っている。今さら隠かくすこともできないので、開き直って星団長に許可を取り夜間訓練など行っているのだが、ディガンの能力と来歴についてはあまり知られていない。

「あー、えーと、まあでも、私が平和な世界で生まれ育ってこれたのはディガンさん……たちの、おかげですけど」

　ディガンがかすかに眉まゆ根ねを寄せたことを悟さとったエリッセは、急いでフォローを始めた。

　二百年前の南北大戦。それは開戦後しばらく、北部大陸バザルトーンを統一し、一大帝国になったギガンスティの圧倒的優位で進んでいた。南部大陸アレンディの最さい北ほく端たんであり、最前線に立つことを余よ儀ぎなくされたレドレリカは、やむなくまだ卒団していない生徒たちを前線に送り込む準備を始めたほどだ。

　しかし戦局は、ギガンスティの帝王アスラム崩ほう御ぎよのニュースにより呆あつ気けなく反転した。

　青天の霹へき靂れきとしか言いようのない停戦命令。南部同盟諸国も驚おどろいたが、遠く祖国を離れ、海を隔へだてた大陸にまで侵しん攻こうしていたギガンスティの兵士たちはもっと驚いた。

　勝利は目前。豊かな南の国がもうすぐ我わが手に。そう信じていた兵士たちは勢いを止められず、生徒を出兵させずに済んだと安あん堵どしていた〈導きの灯〉を襲おそい……「学徒虐ぎやく殺さつ」と呼ばれる悲劇を引き起こしたのだ。

　けれど当時、〈導きの灯〉の生徒だったディガンは「学徒虐殺」に巻き込まれることはなかった。

　それより前に、彼の能力を妬ねたむ少女の手によって封印されていたからだ。

　そこまで考えた瞬しゆん間かん、胸の奥に鈍にぶい痛みを感じた。

「エリッセ？」

　黙だまり込んでしまったエリッセを、ハーシエルが不ふ審しんそうに見上げている。

　だが、いつもなら案外細かいことに気が回る性格のディガンは、エリッセの変化に気づいていない様子だ。なぜなら、輝く月たちのほうへと意味もなく眼を向けているからである。

「……ふん、そんな当たり前のことについて、今さら礼を言うとは……さてはこの間の演技のことを、まだ思い違ちがいしているな？」

　わずかな間を置いて、エリッセはうっすらと頰ほおを赤らめた。

「えっ……あっ」

　忘れもしない、あれは夏の初めのこと。政治ショーの一面も持つ、各国の一等星がぶつかり合う『星せい合ごう』が、数々のアクシデントを巻き起こしつつもなんとか終わった後の話だ。

　夜の草原で二人きり、抱だき返してあげることもままならないほどに強く抱き締しめられて。

　──私はずっと、ディガンさんといますよ。

　──きっとだぞ。

「きゃ、きゃきゃああああっ!?」

　真っ赤になった頰を両手で覆おおったエリッセは、特とく徴ちよう的てきな悲鳴を上げた。

「わ、分かってますよ！　弱ってるディガンさんなんて、演技でしかあり得ないですもの!!　それに、前にも言ったでしょう？　人を見る眼には自信があるんですから！　ディ、ディガンさんが私を……そういう風に好きじゃないってことぐらい、ちゃんと分かってますって!!」

「あ、あ、当たり前だ小娘、本当に当たり前のことしかしゃべらん奴だな！」

　ディガンもディガンで、鼻の頭を押さえながら大声でわめいた。互いに眼を合わせずにわめく二人を、ハーシエルは無言で見上げている。

　ひとしきり騒さわいだ後、エリッセは呼吸を整えながら仕切り直した。

「ま、まあ、この話は置いておいて！　とにかく、ディガンさんといきなり拳を合わせるのは難しいかなって……体術なんて、本当に初歩の初歩の、護身用のものしか習ってないですし……」

　もごもごと言い訳を並べれば、ディガンは仕方なさそうに譲じよう歩ほしてくれた。

「分かった分かった、オレ様は左手しか使わないから」

「違います、ハンデが欲しいって言ってるんじゃないです!!」

　話が通じていない。次の手に詰つまったエリッセに、ハーシエルがまた助け船を出してくれる。

「だめだよ、エリッセ、遠えん慮りよしてちゃ。こいつにははっきり言わないと分からないんだ」

「……あー、うん、だけど」

　曖あい昧まいな相あい槌づちを打てば、ハーシエルの青い眼がディガンを冷ややかに撫なでる。

「言いにくいなら、僕が代わりに言ってあげるよ。エリッセは僕が守るんだから、押し売り教師との特訓なんて必要ない。僕との絆きずなを深める特訓だけでいいんだって」

　静かな夜の空気に、びきりとひびが入る音が聞こえた気がした。

　おそるおそるディガンのほうを見やれば、彼は握にぎった右手を静かに掲かかげてみせる。その口元には『暗黒星』に相応しい、邪じや悪あくな笑みが浮かんでいた。

「……小こ僧ぞう、ひとつオレ様と拳を合わせてみるか？　もちろんいっさいのハンデなしでな」

　対するハーシエルの表情も、天才少年という美しい響ひびきとは遠い。

「ああ、構わない。ただ僕も、おかげでだいぶ実戦の経験を積んだ。僕の大好きなエリッセに、無ぶ様ざまな負け方を見せるなよ？」

「ううう、やっぱりこうなったぁぁ!!」

　たちまち一いつ触しよく即そく発はつ状態となった二人の狭はざ間まで、エリッセは頭を抱かかえる。

　このまま一いつ騎き打うちが始まるかと思いきや、教師用の白い制服に身を包んだ青年が近づいてきた。

　爽さわやかな容姿とひとつに縛しばった長い黒髪が印象的な彼は、エリッセの担当教師その一であるグラシカル・アミテージアだ。一等星・カノープスの称号を持つ強力な〈星〉である。

「あ、先生！」

　大好きな恩師の存在を認めた瞬間、エリッセの顔がぱっと明るくなった。ディガンとハーシエルの間で張り詰めていた空気も霧む散さんしたが、それは共通の敵を見つけたからに過ぎない。

「……そう怖こわい顔をしないでほしいな、二人とも。君たちのご希望通り、ちゃんと監かん督とく役やくとしておとなしくしていただろう？」

　仲良く自分を睨にらみつけてくるディガンたちと、助かった、という眼をしているエリッセとを交こう互ごに見やりながら、グラシカルは肩を竦すくめた。

「とりあえず、いったん休きゆう憩けいにしないかって言いに来ただけだよ。ハーシエルくんの言う通り、エリッセも疲つかれてるようだし」

「ええ、精神的にも肉体的にも、だいぶ疲れましたね……」

　ひっそりとつぶやくエリッセを見上げ、ハーシエルが心配そうな眼をする。小さな手がそっと彼女の手を引いた。

「本当に疲れた顔してるよ、エリッセ。そうだ、僕の部屋に行こう？　あそこなら広いし、ゆっくりできるよ」

「ゆっくり何をする気だマセガキ」

　ディガンが半はん眼がんでハーシエルを睨む。そしてまた、意味もなく月に向かって視線を投げながら、

「……その……、なんなら、オレ様の部屋に来るか、小娘」

「えっ？」

「言っておくが妙みような期待はするなよ、オレ様にも選ぶ権利はあるはずだ」

「い、いやいや、私にも選ぶ権利はあると思いますけど!?」

　失礼な、とまくし立てるエリッセの肩に、グラシカルがそっと手を置く。

「じゃあ僕の部屋で休むかい？　エリッセ」

「え……、あ、あれ？」

　答える暇ひまもなく、両手首をがっちりと摑つかまれた。

「行くぞ小娘」

「行くよエリッセ」

　ディガンとハーシエルに左右から拘こう束そくされたエリッセは、問答無用でグラシカルから引き離されてしまった。仲良しだね、というグラシカルの呆あきれたような声が、遠く聞こえた。







〈導きの灯〉の外はずれ、『星合』の際には試合会場としても使われた岩の隅すみに、三つの人影がぴったりくっついて座っている。

「……えーと、月がきれいですね」

　他に何を言えばいいか分からず、真ん中のエリッセが適当なことを口にすれば、その左側に寄り添そったハーシエルがすかさず首を振った。

「君のほうがきれいだよ」

　十人並みの容姿という自覚のある身としては、反応に困る。やむなくエリッセは、引きつり笑いを浮かべながら右隣のディガンに話を振った。

「ディ、ディガンさんは、オレ様のほうがきれいだって言いたいんでしょう？」

「ようやくものが分かってきたようだな、小娘」

「皮肉で言ったのに!!」

　対照的な二人に挟まれて、エリッセはげっそりした顔をした。
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『星合』が終わって以来、ずっとこの調子なのだ。ハーシエルは熱心にエリッセにつきまとい、「〈太陽〉として育ったら喰くう」とうそぶいているディガンと角つの突つき合う。エリッセが敬愛するグラシカルに対する時だけは結けつ託たくするが、それ以外は万事この調子だ。

　恋愛話が大好きな親友その一、リゼインはこの状況を「エリッセサンド」と呼んで楽しんでいるようだが、冗じよう談だんではない。二人が本気ならまだしも、それぞれ本命が別にいることぐらい分かっているのだから。

　いいかげん、状況を変えなければ。……成長を促そく進しんさせる術とやらを、ハーシエルが完成させる前に。

「……あのね、ハーシエルくん」

「なに？　僕の大好きなエリッセ」

　すかさず、ハーシエルがそう言ってのける。長年劣等生と馬ば鹿かにされ続けてきた身には、ストレートな好意はちょっぴりくすぐったくもあるけれど、だからといって決定的な間違いが起こっては困る。

　深く息を吸い、呼吸を整えたエリッセは、意を決して切り出した。

「えー、えーとね、私もハーシエルくんのこと、好きだよ」

「本当!?　分かったエリッセ、今すぐ僕の部屋に行こう!!」

「おい何を言っている小娘、早まるな!!　オレ様もついて行くからな!!」

　切り出した途と端たんにこれだ。危うくくじけそうになったが、とりあえずディガンのことは無視して話を進める。

「いや、だからね！　……ハ、ハーシエルくんのことが好きだからこそ、素直になってほしいの」

　まっすぐにハーシエルを見つめ、エリッセはできるだけ落ち着いた声で言った。

「私じゃないでしょ？　それぐらいは、万年六等星でも分かるよ」

　ハーシエルの想い人、今なお彼の担当教師であるティリス・エーデのように。

「……違う、僕は」

　年相応に惑まどう瞳を見ていると少し胸が痛んだけれど、ここで手を緩ゆるめてはだめだ。誰だれのためにもならない。

「噓うそ。ハーシエルくん、今でもティリス先生が側に来ると、一瞬息を止めるんだもの」

　びくりと身を震ふるわせたハーシエルに、エリッセはしゃんと背筋を伸ばして宣言した。

「……はっきり言うね。私のことを好きでもないのに、私のことを好きなふりされるのは、迷めい惑わく」

「……！」

　また大きく、ハーシエルが身を震わせた。

　反対側のディガンもかすかに身じろいだが、ハーシエルのほうを向いているエリッセには分からない。

「おまけにハーシエルくんてば、私に近づく人を全員追い払っちゃうんだもの。まあ、まだしばらくは、追い払ってくれるほうがありがたいけど」

〈太陽〉として有名になって以来、エリッセには気の休まる暇がない。今まで万年六等星、と馬鹿にしてきた教師も生徒も、こぞってお近づきになろうと迫せまってくるのだ。空に輝く三つの太陽とは違い、地上に光お臨りた四つめの〈太陽〉の光は、彼女と親しい〈星〉にしか使えないから。

　悲しいかな、現金にも自分を追いかけ回し始めた側の気持ちも分かるのだ。国の機関である〈導きの灯〉では、一定以上の力量を示せない〈星〉は追い出されてしまう運命にある。

　けれどエリッセだって、意志持つひとりの少女。重い期待を背負っていることは理解しているが、義務だけに生きることはできない。

「わ、私にだって、いつかすてきな人と結ばれて幸せになりたいって夢ぐらいはあるんだからね！　もちろん〈星〉としても〈太陽〉としても発展途上なのは理解してるけど、それぐらいの夢は見ても」

「──例えば、グラシカル先生、とか？」

　ティリスを追いかけ回していた時から露ろ骨こつに敵視している男の名を、ハーシエルは思いつめた口調でつぶやいた。

「エリッセも、やっぱり……やっぱりグラシカル先生とかのほうが、好き？」

　物もの腰ごし穏やか、誰にでも優しいけれど、ぎりぎりのところで他人を懐ふところに入れないミステリアスさを併あわせ持つ美青年。そんなグラシカルは、〈導きの灯〉の女性たちの憧あこがれの的である。

　ハーシエルの想いには全く気づいていなかったティリスも、グラシカルが側に来るとどぎまぎと眼を逸そらしたりするのだ。思えばハーシエルが自分より年上で背が高くいい男が嫌きらいなのは、グラシカルの存在に端たんを発しているのだろう。

　エリッセにとっても、グラシカルはずっと一番身近な異性だった。淡い恋心を、抱いていなかったと言えば噓になる。

「違うよ」

　だが、思った以上に力みなく、首を振ることができた。

「グラシカル先生は、お兄さんとかお父さんみたいなもの。それにあの人も……私じゃないもの」

　グラシカルの情熱が、忠誠が、誰に向かっているのか。

　去年の冬、それは分かった。少し寂さびしいけれど、もうエリッセの中で決着はついている。

　すみれ色の瞳をかすかに伏ふせ、淡たん々たんと語るエリッセは少し大人びて見えた。禁呪『不幸の星』に取り憑つかれながらも、〈太陽〉として目覚め、苦労を乗り越えた経験が、決して飛び抜けた美少女ではない彼女を成長させたのだ。

「……じゃあ、ディガン？」

「へっ？」

　唐とう突とつな質問に、エリッセはたちまちいつもの調子に戻もどって間抜けな声を上げた。じっと二人の会話に耳を傾かたむけていたディガンも、無言でわたわたしている。

「い、いやいやいや、なんでそうなるの!?」

「だって、僕じゃなくて、グラシカル先生でもなければ……そいつしか残らないじゃないか」

　言われてみればそうだ。動どう揺ようしすぎだよエリッセ、と自分に言い聞かせながら、努つとめてハーシエルだけを見て答える。

「ディガンさんも……、私じゃない、もの」

　ディガンの胸の奥に住んでいる、ひとりの少女の名前をエリッセは知っている。ショナエル・アルケイシア。ディガンの能力を妬み、彼を〈夜の底そこ闇やみ〉に封印した張本人。

　彼女を想い、半なかば自主的に封印を受け入れたディガンは、「学徒虐殺」にてショナエルの死を見せつけられることになったのだ。

　思い出した一連の出来事が小さな棘とげになり、ちくりと胸に突き刺ささるのが分かった。思わず拳を握り締めながら、しっかりしてエリッセ、と己に語りかける。

　ディガンには出会い頭がしらにまず〈煌〉の小ささを馬鹿にされ、十人並みと罵ののしられ、〈太陽〉の能力が判明してからは「育てて喰らう」と脅おどされ続けていたことを忘れたのか。挙あげ句くに「このオレ様が側にいながら他の男によろめくとは言語道断なので惚ほれろ、だがオレ様は貴様など相手にしない！」という謎なぞの理り屈くつを押しつけられたのだ。

　最近はあまり「惚れろ」発言は聞かないが、偉えらそうで無神経なところに変わりはない。ハーシエルの熱ねつ烈れつなアタックから身を守る手段として、性せい転てん換かんを言い出すような無茶苦茶ぶりも相変わらずだ。

　──うん、大丈夫。かっこいいし能力もあるのは分かってるけど、人間としてはとにかく、男性としてはどこにも好きになる要素がない。

　改めてそれを確認し終えたエリッセは、へらっと笑ってディガンを振り向いた。

「あ、もちろん分かってますよぉ、ディガンさんの言いたいことは！　オレ様のような世界一かっこいい男が、お前みたいな十人並み小娘を相手にするはずがないって……」

　何十回と聞かされてきた言葉を先読みしてみせる。また、「ようやくものが分かってきたようだな」との相槌が来るものと思っていた。

　しかし、ディガンは無言だ。

　黙ったまま、だが妙に物言いたげな眼で、こちらを見つめている。

「……ディガンさん？」

　ハーシエルに対たい抗こうするためか、びたっとくっついていたはずの体もいつの間にか離れていた。でもなんだか、視線が……熱い。

「あ、あの……違いました？　百人並み……でしたっけ？」

　胸騒ぎにも似た何かを感じながら、エリッセがそっと尋たずね返した時だった。

「盛り上がってるところ、失礼」

　月明かりを遮さえぎるようにして、グラシカルが眼の前に立った。

「エリッセと二人で話がしたいから、ちょっと彼女を貸してくれるかな」

　穏やかに、だが有無を言わせぬ口ぶりでそう言う彼と相あい対たいした瞬間、ハーシエルとディガンの態度ががらりと変わる。

「盗ぬすみ聞きしてたんですか？　相変わらず人が悪いですね、先生」

「貴様は外そと面づらはいいが案外腹が黒いよな」

「ははは、君たちは僕が相手だといきなり仲良くなるね」

　気にした風なく笑ったグラシカルは、冷静に反論を始めた。

「盗み聞きって言われても、大して離れていないところに僕がいたことぐらい君たちも知っていただろう？　そして僕の腹が黒いことは、君たちよりもエリッセのほうがよく分かっているだろうけどね」

「……先生……」

　自じ虐ぎやく的てきな言葉に、エリッセは思わず眉根を寄せた。

　国王ルトエのために、グラシカルはエリッセに『不幸の星』を負おわせ、生いけ贄にえとしてきたのだ。

「……ごめんね、そんな顔しないで、エリッセ」

　やはり穏やかな声で謝られると、さすがにディガンたちも茶々を入れてこない。

「ディガンさん、ハーシエルくん、ごめんなさい。私たち、ちょっと話してきますから」

　そう言い置いてエリッセが立ち上がっても、不満そうな眼をするだけだった。







　案あんの定じよう、今二人きりになるのは避さけたかったのか、シリウスと『暗黒星』はどちらからともなく離れた場所に移動した。

　ショナエルが渇かつ望ぼうしていたのもシリウスの座だったことをなんとなく思い出しながら、エリッセはグラシカルに導かれるまま歩き、小さなベンチに腰掛ける。

「ハーシエルに、はっきり言ったみたいだね」

「……ええ、まあ」

　盗み聞き云うん々ぬんは、あながち濡ぬれ衣ぎぬでもなかったようだ。内心冷や汗をかいているエリッセの心中など知らぬげに、グラシカルは微笑ほほえんだ。

「そろそろ僕が助け船を出そうかと思っていたけど、必要なかったか。成長したね、エリッセ」

「そ、そうでしょうか……」

「ま、ディガンがああして側に貼はりついていたから、はじめから僕の出る幕はなかったかな」

　意味深長なつぶやきに、鼓こ動どうが速くなる。

　なんだかグラシカルを見るのが怖くて、エリッセは思わずうつむいた。けれどグラシカルのほうが、彼女の顔を覗のぞき込むように軽く身を屈かがめてくる。

「ディガンもアレはアレで、君のことを心配してるんだよ」

　だから僕も、この夜間訓練について許可を得るために奔ほん走そうしたんだ、と彼は笑った。二百年前の常識に生きるディガンは、平和なこの世界の事務手続きには疎うといのだ。

「〈煌〉を使い果たしたら、君にほとんど戦せん闘とう能力がないのは事実だしね。しかもその〈煌〉は、決して大きいとは言えないし」

「……分かってます。いろいろと……気をつけなきゃならない相手がいるのは、私も理解していますから」

　エリッセの脳裏に、第二次南北大戦を目指して蠢しゆん動どうするギガンスティ帝国の面々が過よぎる。

　レドレリカに教師として潜せん伏ぷくしていたランゼ・リトリス。

　寿じゆ命みようを削けずる生体実験と引き替えに莫ばく大だいな〈煌〉を得た、「マッド・キャンディ」ジャノン・グラス。

　そして彼らの親玉である、ギガンスティ帝王、リューナー・ギガンスティ。

「ねえ、ところで君とディガンって、実際のところどうなの？」

「ふぎゃっ!?」

　いきなりリゼインあたりが好みそうな質問が飛び出し、エリッセは仰ぎよう天てんした。

「い、いえ、ただの劣等生と担当教師その二で」

「あれ、そうなの？　なんか最近、君たちの間にこう、ちょっと以前と違う空気が流れている気がするんだけど」

　からかうような、少々品のない笑い方をするグラシカルを見ていると、癒いえたはずの傷口がわずかにうずく。

「……先生は……、ルトエ陛へい下かのことがお好きなんですよね？」

　レドレリカ国王、ルトエ・メーセル・ラ・レドレリカ。グラシカルは元々王宮に仕つかえる〈綺き羅ら星ぼし〉であり、病弱な王女の家庭教師を務つとめていたと聞く。

「そうだね。そうだった」

　品のない笑みを引っ込め、グラシカルは首しゆ肯こうした。懐なつかしい過去を眺ながめる優しい眼で。

「でも陛下も、僕じゃないんだ」

　腹違いの弟との王位継けい承しよう権けん争いに疲れ果て、癒いやしを求めていたルトエ。

　けれど彼女の心は厳しく自分を追い立てる、不器用な宰さい相しようにこそ向けられていた。グラシカルは、一時の休息所に過ぎなかった。

「そう、ですか……」

　それ以上、何が言えるだろう。

　ルトエがグラシカルを好いていない訳がない。エリッセがハーシエルを嫌うはずがないのと同じように。

　大切な人は、いくらいたっていいのだ。けれどただひとりを選ぶのは、選ばれるのは、こんなにも難しい。

「あまり君を独ひとり占じめしていると、怒られそうだね」

　気まずい沈ちん黙もくをしばらく続けてから、グラシカルが話を変えた。

「そろそろ戻ろうか」

　悲しいほどに優しく笑って、立ち上がろうとしたグラシカルの顔がぎくりと強こわ張ばった。エリッセもはっと息を吞のむ。

「ディガンもハーシエルもグラシカルもだめなら、俺ではどうかな、レディ？」

　輝く月たちにも負けない、華のある笑顔。

　ダークグレイの長髪を夜風に遊ばせながら、不ふ遜そんな美貌の男がすぐ側に立っていた。







「──帝王陛下！」

　中途半はん端ぱに腰を浮かせた状態だったグラシカルが、慌てて頭を下げる。〈煌〉を消して接近していたギガンスティ帝王に、まるで気づいていなかったようだ。

「ようやく俺の登場に驚いてくれたな、グラシカル」

　この季節としては薄うす手での上着姿の襟えり元もとに一つ星を抱いたチョーカーをきらめかせながら、リューナー・ギガンスティは満足そうに笑う。〈煌〉を消して動き回るのは彼の得意技だが、グラシカルにはなかなか通用しなかったのだ。

「そこのレディやルトエ陛下や、美女の話にずいぶん気を取られていたようだ。かくいう俺も、美女には眼がなくてね。話に交まぜてもらえないか？」

　抜け目ないウインクを飛ばしながら、リューナーが笑う。そのままベンチに腰を下おろした彼と、無言で座り直したグラシカルに、エリッセは挟まれてしまった。

『星合』で怪け我がを負ったリューナーは、少数の部下と共にいまだ〈導きの灯〉で静養を続けている。そしてその合間に、こうしてちょこちょことエリッセたちにちょっかいをかけてくるのだ。

　走って逃にげ出したいところだが、レドレリカの複雑な外交事情を思うとうかつな行動はできない。これまでの騒ぎの裏に野心家と噂うわさの帝王がいるのは明白だが、リューナーの背後には南部大陸の二大強国、ステッセルとヴェストラントが常に控ひかえているのである。

　戦勝国として戦犯国を監かん視しする役目を担になう二つの国は、「学徒虐殺」の悲劇に見舞われたレドレリカのことも「かわいそうな小国」として扱あつかう。その実レドレリカの持つ一等星の称号や、〈太陽〉や『暗黒星』といった貴重な能力を欲している彼らに、介かい入にゆうの機会を与えるわけにはいかない。分かってはいるのだが。

「だ、第二次エリッセサンド……」

「レディ、可愛かわいい声で何か言ったか？」

　どうでもいいつぶやきを拾おうと、リューナーが顔を近づけてくる。ひゃあ、と仰のけ反ぞるエリッセをさり気なく抱き寄せて、グラシカルが冷ややかな声を発した。

「レドレリカに美女が多いのは認めますし、今さらあなたのお忍しのびを咎とがめようとは思いませんが……ですが陛下、そろそろあなたの国の美女が寂しがっておいででは？」

「おや、つまりは早く国に帰れと言いたいのかな、グラシカルは」

　遠回しな嫌いや味みをはっきり口にし、リューナーはにこやかに微笑んだ。グラシカルも黙って微笑み返すが、眼は全く笑っていない。

　ある意味、ディガンとハーシエルにサンドされているより怖い。

「うう、サンドされてる身にもなってよう……」

　だらだらと脂あぶら汗あせを流すエリッセだったが、ふっとリューナーが息を吐はくのが聞こえた。

「……帰らなければいけないことは分かっているんだ。『贖しよく罪ざいの王』である身に、それほどすべき仕事もないんだが、さすがに多少は溜たまっているだろうからな」

　南北大戦で敗れ、敗戦国となったギガンスティ。その王は代々『贖罪の王』と呼ばれ、聖職者めいた白い長ちよう衣いに身を包み、一生を贖あがないで費ついやすと決まっている。

　だが、母国から遠く離れたレドレリカにいるからだろう。『星合』で国を代表して戦い、協定通りに破れた時以外、リューナーは白い服を着ていない。

「これから寒くなる一方なのに、ギガンスティに戻るのは気が重い。……レドレリカは、暖かくて困る」

　ぽつりとそう独りごちたリューナーが、甘えるようにわずかにもたれかかってきた。

「ひっ!?」

　ぎょっとして身を引こうとしたエリッセだが、リューナーはそれ以上おかしな真ま似ねはしてこない。ただ、彼女の体温を求めるように身を寄せて、

「レディも、暖かくて、困る」

　いつものように華やかではあるが、その言葉通りどこか困ったような、彼らしくない笑みだった。

「もしかして、怪我……まだ、痛むんですか？　寒いと痛むらしいですよね」

　思わず、そんなことを聞いてしまう。

　バトルマニアが高じた挙げ句に人体実験を受け入れたジャノンは、得た力でリューナーの脇わき腹ばらを抉えぐり取り、いずこかに去っていった。自じ業ごう自じ得とくではあろうが、珍めずらしい態度につい心を動かされてしまう。

「あまり〈煌〉で治さないほうがいいとは思いますけど……痛みが長引いているようなら、手をお貸ししましょうか？　私、治ち癒ゆ術じゆつだけは結構得意なんで」

　一年前まで禁呪『不幸の星』に憑かれていたエリッセは、生傷が絶たえない生活を送っていた。おかげで治癒術だけは、昔から得意なのだ。

「ありがとう、レディは優しいな……だがどうせ貸してくれるなら、レディの膝ひざか胸を」

　そっとエリッセの手に重なりかけていたリューナーの手が、横合いから摑み取られる。

「ひゃっ、えっ、先生!?」

　じっと状況を見守っていたグラシカルだった。

「ええ、エリッセはとっても優しいでしょう？　僕が育てた可愛い生徒ですから。若干だまされやすいのが、玉に瑕きずですけどね」

　そう育てたのも僕ですが、と微び苦く笑しようしてみせたグラシカルは、凄せい絶ぜつな笑顔を作る。

「だからエリッセよりもっと優しい僕が、あなたを暖めてあげましょうか、陛下？　腹部の傷は、もう治ち療りようの必要はないはずですしね」

　なんだかんだと理由をつけて、滞たい在ざい期間を延ばしているのはお見通しだ。言外にそう語ったグラシカルは、笑いながら視線だけを動かした。

「ああ、他にもあなたに優しくしたい者がいるようです。ね？　ディガン、ハーシエル」

「えっ？」

　まだ状況が摑めていなかったエリッセがはっと周囲を見回すと、いつの間にかベンチの後ろにディガンとハーシエルが立っていた。二人の眼は、グラシカルと相対する時以上に冷たい。

「それほどまでに寒い国に帰りたくないなら、このオレ様が暖めてやろう。骨まで残さず焼き尽くしてやるぞ、負け犬が」

「なんなら転移の術で一気に送って差し上げますよ、陛下。距離が長いと、失敗の可能性も格段に上がりますけど、いいですよね？」

　声を合わせて脅されたリューナーは、苦笑いして立ち上がった。

「怖い怖い。レディの〈太陽〉の力を使える一等星三人に凄すごまれては、おとなしく退散するしかないな」

　おどけてみせたリューナーが、ふと〈導きの灯〉内にはたくさんある講こう義ぎ棟とうのほうを向く。

「それに、別の客人も来たようだ。ではみな、そしてレディ、また今度」

　ちゃっかりエリッセにだけ別に挨あい拶さつしてから、リューナーは軽快な足取りで歩き出した。







「……すいません、冷静に考えれば、あれは怪我が痛む人の動きじゃないですね……」

　脱だつ力りよくしたエリッセは、はあっと大きな息を吐いてベンチにもたれかかる。その横に、不ふ機き嫌げんそうな顔でディガンが腰を下ろしてきた。

「まただまされたのか、小娘。全くお前は、やはりオレ様がついていないとだめだな」

「ああ、第三次エリッセサンド……じゃなくて！　グ、グラシカル先生はちゃんと気づいていらっしゃいましたからね！」

　またしても挟まれてしまったエリッセは、ひと言付け加えたところで違い和わ感かんに気づいた。

　ここ最近の様子から見れば、「左右に空あきがないから」と膝にでも乗ってきそうなハーシエルはいまだに背後で棒立ち状態なのだ。小さく、息を詰める音が聞こえた。

　そういえば先ほど、リューナーが「別の客人も来た」と言っていたような。

　彼が見ていた、そして今ハーシエルが見ている方向に眼を向ければ、同時に覚えのある〈煌〉が感かん知ち網もうに引っかかった。

　さっきまでエリッセを代わる代わるサンドしていった一等星たちとは、その〈煌〉は比べ物にならないほど小さい。だからこそ、〈星〉としては実質五等星レベルであるエリッセにはすぐに接近が分からなかったのである。

「え……、ティリス先生と、セス……だよね？」

　おまけに、この組み合わせはどういうことだろう。

　エリッセがいぶかしんでいる間にも、見る間に二人は近づいてくる。程なくして一見エリッセと同年代にしか見えない教師ティリス・エーデと、かつてエリッセの心身に大きな傷を負わせた生徒セス・レデリーがベンチの前に並んだ。

「こ、こんばんは、みなさん」

　どこかぎこちないしぐさで眼鏡めがねを直しながら、ティリスが短く挨拶を述べた。長い黒髪と眼鏡以外地味で特徴のない容姿だが、その内にはハーシエルの閉ざされた心を溶とかしたほどの熱い教師魂だましいが燃えている。

　溶かしすぎたんだよね、とは言えないまま、エリッセもおずおずと挨拶をした。

「えっと、こんばんは、ティリス先生……と、セス」

「……よう」

　セスはちょっとだけ片手を上げ、非常に短く応じてくれた。ひょろりと伸びた背は高く、小太りだった昔の面おも影かげなど微み塵じんもないが、どこか世をすねたような雰ふん囲い気きだけは同じだ。

　もう、後が続かない。ハーシエルはじっとうつむいているし、さすがのディガンとグラシカルも状況を計はかりかねている様子だ。

『星合』の際、ジャノンにさらわれたエリッセを助けようと駆かけつけてくれたセス。だが四等星である彼がジャノンに敵かなうはずもなく、果か敢かんに戦ってはくれたものの、幕切れは呆気なかった。

　エリッセとしては、正直ジャノンがセスを見み逃のがしてくれただけで僥ぎよう倖こうだったと思う。しかしセスは彼に情けをかけられたショックを引きずっているらしく、あれ以来ずっとまともに顔を合わせていなかったのだ。

「あの、セス、どうしたの、こんな時間に、何か用……？」

　このまま黙っていても始まらないので、エリッセのほうから質問してみる。

「……しかもなんで、ティリス先生と一緒なんだよ」

　背後のハーシエルが、ぼそりとつぶやくのが聞こえた。そうだ、まずこの組み合わせの意味が気になる。

　一瞬、ティリスが唇くちびるを開きかけた。だがためらいが強いらしく、実際には言葉が出てこない。

「ティリス先生、やっぱり言いにくいなら、俺が言いましょうか」

　しかし、乾いた声でセスが促うながすと、決意した表情になった。ゆっくりとみなの顔を見回し、おもむろに切り出す。

「……あのね、どうしようかと思ったけど、せっかくの機会だから話しておくわ。私、セスくんの担当教師になったの」

「えっ!?」

　驚いたエリッセは、すみれ色の瞳をまん丸く見開いてしまった。

「え、でも、ハーシエルくん……、いえその」

　衝しよう撃げきのあまりぼろぼろと余計なことを言いかけて、必死になって口をつぐむ。

〈導きの灯〉入団時は、家庭の事情からひどく冷さめた眼をして、誰からも心を閉ざしていたハーシエル。ティリスの熱心な指導により花開いた天才少年は、ちょっぴり余計な方向にも花開きすぎた。

　実じつ年ねん齢れいは三十代のティリスを本気で手に入れようと画かく策さくし、あらぬ方向に暴走。ジャノン襲しゆう撃げきの際、とうとうエリッセの命を危険にさらすような真似をした彼の頰を、ティリスは泣きながら打ったのだ。

　あれ以来、ハーシエルはまるでエリッセに心変わりしたような態度を取り続けている。ティリスもあまり積極的には、彼と関わろうとはしなかった。

　それでもハーシエルの担当教師は、ずっとティリスだった。いや、今も、それは変わらないのだけれど。

「あの、ティリス先生は、今までずっとハーシエルくん専属の……」

「……ええ、今までは、私の受け持ちはハーシエルくんだけだったけど……元々担当生徒は、複数持つのが当たり前だから」

　心の整理ができたのか、ティリスの声も表情もすでに落ち着いている。

「……まあ、僕やあなたが、特とく殊しゆだったのは間違いないですがね」

　いまだエリッセ以外の担当生徒を持たない、たぶんこれからも持つつもりのないグラシカルが、なんとも言えない笑みを浮かべた。内心ティリスも自分と同じだろうと、思っていたのだろう。

　ずっと息を詰めてティリスを凝ぎよう視ししているハーシエルも、そう思っていたに違いない。

　彼女の担当生徒の座は自分だけのものだと、無意識に信じていたのだろう。ハーシエルが手を回すまでもなく、ティリスは彼と出会って以来、ずっと他の生徒を担当してこなかったのだから。

「……ティリス先生は、やっぱり優しいよ。バルガス先生に見限られて、他の先生にも嫌がられてた俺の面めん倒どうを見てくれるってさ」

　肩を竦めて、セスが言い添える。

　確かにセスが以前はハーシエル、現在はエリッセを自分の生徒にしようとやかましいロージナウ・バルガスに見捨てられたことは聞いていた。ロージナウの次の担当教師と、あまりうまくいっていないことも。

「特訓中なんだろう？　邪じや魔ましてごめんな。でも、早めに伝えておいたほうがいいと思ったからさ。昼間だとエリッセ目当ての連中がいっぱいで、なかなか近づけないし」

　その「エリッセ目当て」の中にロージナウが含ふくまれていることも考えれば、確かにセスの判断は正しい。彼の前で今の話をされたら、居い心ごこ地ちが悪いことこの上ない。

「じゃ、行きましょう、ティリス先生」

「……ええ……」

　伝えるべきことは伝えたとばかりに、ティリスとセスが揃って踵きびすを返す。

　何も言えないまま、エリッセはそれぞれの寮りようの方角へと去っていく二人を見送った。







　ベンチに集つどった面々の間を、冷たい風が吹き抜けていく。

　ひとりだけベンチの背後に立っているハーシエルは、身じろぐこともせずにティリスが去っていった方向を見つめていた。

「……小僧、まあ……人生には、こういうこともある」

　凍こおりついたその姿を見かねてか、ディガンでさえ気を遣つかう始末だ。

「あ……あのさ、ハーシエルくん」

　エリッセも、思いきってハーシエルを振り向いた。彼は眼を合わせようとしないが、それには触ふれずに続ける。

「今からでも遅おそくないよ。ちょっとだけ、素直になったほうが……後こう悔かいせずに済むと思う」

　今のように追い回される以前から、エリッセとハーシエルは互いに数少ない友人だった。

　かたや万年六等星、かたや一等星中の一等星。どちらも〈星〉の集団から浮き上がっていた結果、逆に遠慮しないでいられたのだ。エリッセとティリスが元々仲がいい、というのも大きかったが。

「あまり僕に口出しされたくないだろうけど、僕もエリッセの意見に賛成だよ、ハーシエル」

　自分がハーシエルに嫌われていることを知っているグラシカルも、同意を示した。

「君は昔から、エリッセと友達でいてくれたんだ。勝手を言うけど、君にも幸せでいてほしいと思っているよ」

　天敵の発言に、ハーシエルは何も答えなかった。ただかすかに、うなずいた。







　翌日以降、ハーシエルがエリッセにつきまとうことはなくなった。隙すきを見れば自分の部屋へ引きずり込もうとするか、もしくはエリッセの部屋に押しかけようとしていたことなど噓のように、姿を見ない日々はあっという間に過ぎていった。

「ふん、小娘に迷惑をかけるだけかけておいて、全く」

　夜間訓練の後、エリッセを女子寮まで送ってきたディガンは、ハーシエルの態度が急変したことにまだ怒っている。

「ま、まあまあ、いいじゃないですか。とりあえずひとつ、心配事が減りましたし」

　エリッセも若干腑ふに落ちない気分ではあるが、一応ひとつ、問題は解決したのだ。あくまでひとつだけだが。

「だがあいつめ、あの地味眼鏡と仲直りした訳でもなさそうだぞ」

「……えーと、そのあだ名についてはとりあえず保留しますね？　そうなんですよね。それは正直、引っかかってて……」

　ハーシエルは、エリッセの前に現れなくなった。だが、以前のようにティリスにべたべたしている訳でもないらしいのだ。

　最初はエリッセも勘かん違ちがいしていて、ティリスにも元の鞘さやに収まったことを前提に話しかけてしまった。しかし彼女はいかにも申し訳なさそうに「ごめんなさい、ハーシエルくんとはずっと顔を合わせていないの」と答えたのだ。

　ではハーシエルは、どこでどうしているのだろう？　答えは意外なところにあった。

「あの、知ってます？　ディガンさん。ハーシエルくん、この間セスと話し込んでたんですけど」

「なに？」

　ひどく意外そうに、ディガンが眉根を寄せる。

「あ、やっぱりご存じないですか。そうですよね、なんだか人目を避けている様子だったし」

〈太陽〉目当てに群むらがってくる〈星〉たちを避けるため、建物の陰かげをこそこそ移動していた時だ。講義棟と講義棟の隙間に隠れるようにして、ハーシエルとセスが立っていた。

　最初は、血の気が引いた。もしやハーシエルが、セスを逆さか恨うらみして強きよう硬こう手段に出たのでは、と疑ったのだ。

　しかし、それは杞き憂ゆうだった。二人はただ真ま面じ目めな顔で、延々と話し込んでいるだけだった。

「……逆恨みして襲いかかるでもなく、校舎の陰でこそこそ二人きり、か」

　ディガンもエリッセと同じ誤解をしかけたようである。これまでのハーシエルの態度を鑑かんがみれば、無理からぬことだろうが。

「そうなんですよね。やけにシリアスな雰囲気でしたし……」

　でも、険悪という訳ではなかった。そこがずっと、胸に引っかかっている。

「……あのガキは、自分より年上で背が高くて顔のいい男は嫌いだったよな」

「ええ、まあ、ディガンさんとかグラシカル先生とかは嫌いのようですね」

　それはつまり、子供としてしか見られない自分が嫌だということの裏返しなのだろう。ティリスに恋するハーシエルは、彼女に恋される大人の男ではない事実が嫌でたまらないのだ。

「その点セスは、年上だし背も高いし、昔と比べれば瘦やせてかっこよくはなりましたけど、〈星〉としては四等星ですから……だから、もしかして」

　エリッセの推理に、ディガンも重々しく同調する。

「……年上の女から、乗り換えた。そういう訳か？」

「いや、それはさすがに違うと思いますけど!?」

　断固否定してから、エリッセは改めて持論を展開し始めた。

「友達に……なったんじゃないかと、思うんですよね」

「友達？　腐くさってもシリウスと、万年四等星がか」

「そ、そういう言い方は私も傷つくのでやめて下さい!!　言っておきますけどね、下へ手たに争わないで済むぐらい差があるほうが、かえって波風が立たないってこともあるんですからね!?　私とハーシエルくんとか、ディガンさんみたいに!!」

　自分の言葉にさらなるダメージを受けながら、話を戻す。

「きっと最初は、ハーシエルくんがセスに突っかかったんですよ。でも二人とも、なんだかんだで根は優しいし。だからきっと、仲良くなれたんですよ、たぶん」

　我われながら説得力に欠ける、とは思ったが、そうでなければ二人があんな風に話し込んでいた説明がつかないのだ。

「……まあ、な。人の心は分からんものだ。お前にもオレ様にも他の人間にも害のない話なら、ひとまず放っておけばいい」

　ディガンも、下手にハーシエルたちの仲を探さぐって寝た子を起こすことになっても困ると思ったのだろう。いったん静観の構えを見せた。

「それに、例の負け犬帝王も帰国したしな」

「ええ……そうみたいですね」

　リューナー・ギガンスティも、つい先日ひっそりとギガンスティに帰国した。

　元々の怪我の原因が、何度もエリッセを狙ねらってやって来たジャノンである。公おおやけにすれば国際問題に、それもギガンスティとレドレリカではなく、ステッセル・ヴェストラントとレドレリカの問題に発展することにもなりかねない。

　だから怪我さえ治れば、波風を立てないように即そく帰国するのも当然だ。

　しかし、グラシカルが指し摘てきしたように明らかに滞在期間を長引かせていたくせに、リューナーはエリッセたちに何も言わずに去っていった。

「……私たちにちょっかいをかけすぎたことが、二大強国側にばれて、さっさと帰れって言われちゃったのかもしれないですね」

　そう考えれば、別れの挨拶さえなかったこともうなずける。

　でもなんとなく、これも胸に引っかかる。

　奇き妙みような違和感を消せないでいるエリッセに、ディガンが大おお仰ぎようなため息をついた。

「尻軽小娘は、自分の信しん奉ぽう者しやが減ってしまって寂しいようだな」

「しっ……、もう、だからその単語を使うのはやめて下さいって言ってるでしょう!?」

　真っ赤になって叫ぶエリッセだが、ディガンは彼女の抗議などどこ吹く風だ。

「お前は本当に、何度だまされても懲こりない小娘だ。この間リューナーが口にした弱音は全部演技だぞ、勘違いするな。あの男が、そんなに可愛いタマか」

「ま、まあ、傷が痛むのは演技だったでしょうけど……」

　けれど、二百年前の南北大戦の時だって、ギガンスティは温暖な気候に恵まれた南部大陸を求めていたというではないか。

　寒いところに帰りたくない。暖かいところにいたい。あれは、リューナーの本ほん音ねではないかという気がしていた。

「……おい、小娘、いいかげんにしておけよ。ただでさえお前に群がる連中を追い払うのが面倒なのに、これ以上手間をかけさせるな」

　ハーシエルがべたべたしてこなくなったので、ディガンが本格的にエリッセの護衛を務める羽は目めになっているのだ。無論申し訳ないとは思っているので、エリッセは大丈夫です、と力説した。

「分かってますって、帝王陛下は他の人と同じく〈太陽〉目当てに決まってるじゃないですか!!　ハーシエルくんは完全に、ティリス先生への当てつけでしたし!!」

　力いっぱい自己否定したら、さすがに悲しくなってきた。はあっと大きなため息をついて、

「まったく……ディガンさんに一々指摘されなくても、私は自分が〈太陽〉としての能力以外取とり柄えのない、十人並みの小娘だってことぐらいちゃんと自覚してるんです。でもちょっとは傷つくんですから、毎回言わせるのはやめて下さい!!」

「──そうか？」

　真顔で、ディガンが聞き返してきた。

　なんということだろう。エリッセは膝から崩くずれ落ちそうになる。

「……こ、これだけ取り柄がないない言わせておいて、まだ自覚が足りないっていうんですか……？」

　どこまで人の尊厳を奪うばえば気が済むのか。これが『暗黒星』、とエリッセがおののいていると、ディガンははっとしたように鼻先を押さえた。

「いや……いや、違わない。そうだ、お前は自覚が足りない！」

　声こわ高だかに断言したディガンは、片手で鼻を押さえたまま嘲あざ笑わらう。

「いいか小娘、とにかくお前は余計なことを考えず、〈太陽〉としてもっと成長することだ！　そうすればすべてはお前の思うがまま!!　世界中の人間を足元に跪ひざまずかせて、この世の栄えい華がを極きわめられるぞ!!」

「いや、いいです、栄華を極めるところまでは望んでいないですから!!　私の夢はもっとこぢんまりした、ささやかなものですから!!」

　一々規き模ぼが大きすぎる、と否定すれば、ディガンの瞳が細くなる。

「……ああ、そうだったな。『いつかすてきな人と結ばれて幸せになりたい』だったか」

　それは先日、何気なく口にした願いだった。ディガンがそれを覚えていたことにまず驚いていると、彼はゆっくりと鼻を押さえていた手を下ろし、口元に皮肉な笑みを刻む。

「それはある意味、お前にとってはこの世の栄華を極めるよりも難しい夢だぞ」

〈夜の底闇〉を覗き込んだ者の証である、金の瞳が甘い願いを突き放すように光っていた。

「エリッセ、お前はもう〈太陽〉なんだ。そんな甘っちょろい夢を、周囲が叶かなえさせてくれると思うな」

　たとえエリッセが絶世の美少女であっても、どこぞのお姫様であってもだ。ひとたび〈太陽〉として認識された彼女が、もうそれ抜きに接してもらえることはない。

　等星石で厳密にランク付けされ、戦闘時のルールを徹てつ底ていされていても、この世界を支配するのはやはり〈星〉たちなのだから。彼らに奇跡を提供できる貴重な存在として、死ぬまで特別視され続けるだろう。

「……それは……分かって、ます」

　ディガンもまた、恋した少女に消しよう滅めつを願われるほどの〈煌〉の持ち主だ。〈太陽〉とは少し立場が違うが、王者の孤こ独どくは痛いほど身に染みているはず。

「優しいですね、ディガンさんは。私のことを心配して下さって……ありがとうございます」

　ほんのりと微笑んでみせれば、一いつ拍ぱくの間を置いてディガンが慌ててまた鼻先を覆った。

「ば、違う、勘違いするな！　オレ様はただ、お前が自覚していないからだな」

「ええ、自覚してないと、傷つくのは私ですものね。肝きもに銘めいじておきます」

　可愛いな、という感想は、口に出したら怒られるので胸の中でつぶやくに留とどめておく。いずれにしろ、少し心が軽くなった。

「……大丈夫です。別に今、特定の好きな人がいる訳でもないし……ディガンさんがおっしゃる通り、まずは〈太陽〉として独り立ちできるようにがんばります。そのためにも、もうちょっと肉弾戦の能力を上げないといけないですね！」

〈太陽〉は他の〈星〉を輝かせることしかできないのだ。エリッセ自身の〈煌〉はどうがんばっても大して育ちそうにない以上、他に自衛手段を身に着けておかないと、いつまでもディガンたちに護衛を頼む羽目になってしまう。

　自じ戒かいの意味も込めてそう言ったのだが、ディガンは形良い眉を寄せた。

「……おい、勘違いするなよ、小娘。希望の相手のところに嫁よめには行けないかもしれないが、だからといってお前はひとりじゃないんだ」

「え？」

　きょとんとしたエリッセから眼を逸らし、ディガンは妙に事務的な口調で言う。

「心配するな。お前が好きな相手と結ばれなくても、オレ様は側にいて、ずっと守ってやる」

　ぱちぱちと、エリッセは数度まばたきをした。そして小さな声で、こう尋ねた。

「……それは……〈太陽〉として完成した私を喰らうため、ですか？」

「……もちろんだ」

　分かっていた答えだった。やっぱりですかと、突っ込むことは簡単なはずだった。

　けれどどうしてか、言葉が出ない。

　月明かりを浴あびて佇たたずむディガンから、眼が離せない。

　……いや、きっと、冬が近づくにつれて冴さえ冴ざえと澄すみ渡る空の向こう、浮かぶ月がやけに美しいからだ。ディガンはやたらと月が似合うし、自分は元々、月とは相性がいいのだし。

「あの、ええと……おやすみ、なさい」

「……ああ。明日も早いぞ、さっさと寝ろよ」

「はい、ディガンさんもお疲れでしょうし、お気をつけて……」

　互いにぎこちない言葉を交かわし、眼を合わせないまま背を向ける。去っていくディガンの足音が、やがて聞こえなくなった。

「……ずっと一緒、かあ」

　教師と生徒として、あるいは捕食者と被食者として、距きよ離りを保たもったまま、でも、ずっと。

　甘苦い感覚が身を震わせる。もう冬が来てるものね、と自分に言い聞かせて、エリッセは自室に戻っていった。







　それから数日は、相変わらずの平へい穏おんな日常が過ぎていった。

　ハーシエルは相変わらずエリッセの前には現れず、かといってティリスのところに行っている様子もない。セスと話していた姿を見たのも、結局一度だけだった。

「ハーシエルは、最近授業にも全く出ていないようだね」

　食堂でエリッセやディガンと一緒に昼食を摂とっていたグラシカルが、ふと思い出したようにそんな情報をくれた。

「でも、以前から、ティリス先生の授業にしか出ていませんでしたよね？　もう一等星だし、座学は必要ないってことで」

　具だくさんのシチューをすくいながらエリッセが尋ねると、グラシカルは「あの人の授業も欠席なんだ」と苦笑いする。

「あの……もしかしてハーシエルくん、私たちに黙って退団しちゃったとか、そういうことはありませんよね……？」

　突然帰国したリューナーのことを思い出しながら問えば、グラシカルは首を振った。

「それはないよ。食事なんかは部屋で摂っているようだけど、時々目もく撃げきされてはいるし……今〈導きの灯〉を出てしまったら、彼には行き場がないしね」

　そもそもハーシエルは、妻の浮気によりできた子ではないかと疑った父の手によって〈導きの灯〉に送り込まれたのだ。不ふ貞ていを詮せん索さくされたくない母も、特に反対はしなかったという。

　そんな彼が、すんなりトールズ侯こう爵しやく家けに戻るとは思えない。長期休暇の際もほとんど家に寄りつかず、幼おさない頃に父母を亡なくしているエリッセなどと一緒に寮に残っているぐらいなのだから。

「無計画に出しゆつ奔ぽんなどすればどうなるか分からないほど、あのガキは馬鹿じゃない」

　あぶった鶏とり肉くにを嚙かみ裂さいて、ディガンがつぶやく。

「今の平和な世界では、〈煌〉が大きいだけの〈星〉はせいぜい〈流れ星〉にでもなるしかないんだからな」

〈流れ星〉とは、等星石をつけていない〈星〉の総称だ。ひと目で等星が分かるようにすべし、という戦後世界のルールを破る彼らは、犯罪者の代名詞でもある。

「そうですよね……ハーシエルくんも、時間を置けば、きっと素直にティリス先生のところに……まあ、だからって、以前みたいに素直に部屋に誘さそわれても先生も困るでしょうけど……」

　よく煮に込こまれた芋いもを嚙みながら相槌を打ったエリッセの前で、グラシカルが立ち上がった。

「先生？」

「ごめん、なんだか急に呼ばれたみたいなんだ」

〈煌〉による通信が行われたらしい。慌ただしく食堂を出て行ったグラシカルは、やがてひどく緊きん張ちようした顔で戻ってきた。

「先生？　あの」

「……いいから、まずは食べて。終わったら二人とも、目立たないように僕について来てくれ」

　小声で出された指示に従い、エリッセは急いでシチューをかき込んだ。この手の緊きん急きゆう呼び出しには慣れているのか、あっという間に食事を終えたディガンに「早く食え小娘」と急せかされながら胃に詰め込み、平静を装いながら三人で食堂を後にする。

　まだ、昼食の時間は半分以上残っている。食堂の中は人でいっぱいだが、廊ろう下かに出ている人間は少ない。そこからさらに人ひと気けのない、食堂の裏手に出てきたグラシカルは、緊張した表情で口を開いた。

「驚かずに聞いてくれ。……レドレリカ王宮で、クーデターが起きたという情報が入ってきた」

「ふぐっ!?」

　かろうじて大声を出さずには済んだものの、エリッセは危うく食べたばかりのシチューを噴ふき出しかけた。

「ク、クーデターって……え、まさか、ギガンスティ……？」

　口に出した瞬間、それは違うと悟る。他国が攻めてきたのなら、侵しん略りやくという言葉が使われるだろう。

　不慣れな状況に慌てるエリッセとは対照的に、ディガンの態度はひどく落ち着いていた。ただし決して平静ではないのは、金の瞳が炎のように激しく揺らめいていることで一目瞭りよう然ぜんだ。

「首しゆ謀ぼう者しやは誰だ」

「……アリエーズ大公。ルトエ陛下の、腹違いの弟君だよ」

　ひどく疲れた声で、グラシカルはその名を口にした。
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　毛皮で縁ふち取どりされた豪ごう華かな衣装に身を包んだ青年が、くすんだ赤毛を振り乱して叫さけんでいるのが聞こえる。

『我わが姉ルトエは生来体が弱く、現在も何かあると発熱を繰くり返す脆ぜい弱じやくな身であり、国王の重責に堪たえられる人間ではなかった!!』

〈導みちびきの灯ひ〉の外はずれにある、現在はほとんど使われていない建物の奥に陣じん取どったエリッセたちは、調子に乗ってわめく青年を実際に眼の前にしている訳ではない。授業の始まりや終わりを告げる鐘かねの音ねと同じく、彼の声は〈煌キラ〉に乗って〈導きの灯〉中に響ひびき渡っているのである。

『そんな人間を国王として押し戴いただいた結果が、先日の『星せい合ごう』だ。ステッセル・ヴェストラントの怒いかりを買い、貴重な才能を国外に放出させられるところだった!!　やはりルトエに、王の座は相応ふさわしくない!!』

　加えて、グラシカルの術により、赤毛の青年の幻げん影えいが中空に映うつし出されている。──〈導きの灯〉の中央にある中庭にて、我が物顔で仁に王おう立だちしているその足元、〈煌〉による拘こう束そくを受けた国王ルトエの青白い顔も一緒に。

『その点俺様は、確かに昔はちょっぴり体も弱かったが、今は違う！　この時期になっても風か邪ぜひとつひかない健康体だ!!　〈煌〉も姉上よりは高い!!　よってこのアリエーズ・メーセル・ラ・レドレリカ様こそが、国王になるべきなんだ!!』

　ルトエの腹違いの弟であり、数年前まで彼女と激しく王位を争っていたアリエーズは熱意を込めて叫ぶ。その横で、白いものが交まじり始めた濃こい茶の髪かみの教師ロージナウ・バルガスが、うんうんと熱心にうなずいていた。

「……バルガス先生がアリエーズ王子派で、あの方を王位に就つけようとしていたっていうのは聞いていたけどね……」

　呆あきれたようにつぶやくグラシカルは、元〈綺き羅ら星ぼし〉であるだけに王宮内の権力争いについても詳くわしい。

「つい先日まで小こ娘むすめ〈太陽〉にご執しゆう心しんだったくせに、ご立派な風かざ見み鶏どりぶりだな」

　ディガンはせせら笑うが、エリッセにはとてもそんな余裕はない。幻影の隅すみ、黙だまって瞳ひとみを伏ふせている宰さい相しようイライアス・ルードラも同じ気持ちだろう。

『そして俺様が王になった暁あかつきには、もう傲ごう慢まんな二大国になどぺこぺこしたりはしないぞ!!　なぜなら我が国には、やつらが涎よだれを垂たらして欲しがる希け有うな能力者が大勢いるんだからな!!』

　難しい立場に置かれている国を守るため、姉が重ねてきた外交努力などどこ吹く風といった調子で、アリエーズが吠ほえる。

『さあ──シリウス、『暗黒星』、そして〈太陽〉!!　グラシカルもだ!!　正しき王の下もとに集つどい、忠誠を誓ちかえ!!』

　不意を突いてルトエを拘束し王城を占せん拠きよ、その勢いで〈導きの灯〉に押しかけてきた彼の要求が、強大な〈煌〉に乗って〈導きの灯〉中に響き渡った。







「……とまあ、こういう訳なんだけど」

　アリエーズたちの映像を消して、グラシカルが室内に集った一同を眺ながめ回す。そこには「正しき王」が求めるすべての人材、すなわちエリッセ、ディガン、それにハーシエルが揃そろっていた。

　クーデターの報を受けたのは本日の昼、現在は第三の太陽・終しゆう焉えんの夕ゆうがそろそろ中天にかかろうかというおやつ時だ。一応テーブルの上にクッキーなども用意されていたが、さすがに誰だれも手をつけていない。

「……どうでもいいが、王弟かつ一等星のくせに、貧ひん弱じやくな〈煌〉しか持たんやつだな」

　黒髪をぐしゃりとかき上げ、ディガンが鼻を鳴らす。

　映像は見えなくても、アリエーズの一方的な要求は今も全員の鼓こ膜まくを叩たたき続けている。しかしそれを実現しているのは、国王であり妻でもある女性を人ひと質じちに取られたイライアスの〈煌〉だ。

「……王城付近は、あまり等星の高い〈星〉が出ないんだ。陛へい下かご自身も、〈煌〉をほとんどお持ちではないし」

　多少は遠えん慮りよした口調ながらも、相あい槌づちを打つグラシカルはアリエーズの〈煌〉の小ささについては否定しなかった。

「ふん、だろうな。だから昔は、王族は養子を取ることも多かったが……」

　根深い誤解はあるのだが、〈煌〉は遺伝する能力ではなく、生まれた場所により大きさが決まる。〈星〉の産出国であるレドレリカであるが、等星の高い〈星〉が生まれる地域はごく一部なのだ。

「……そうだよね」

　根深い誤解に振り回されてきたハーシエルが、乾いた声を漏もらす。

「〈煌〉は子に伝わるっていう誤解が消えないからこそ、父様は僕が自分の子じゃないって思ったんだ。母様がどこかの〈星〉と浮気してたのは、紛まぎれもない事実だったし」

　無表情に淡たん々たんと語るその顔を、エリッセはいたたまれない気持ちで見つめることしかできなかった。

「呼ばれているみたいだから」と、自みずからエリッセたちの前に姿を現したハーシエル。しかし、今までどうしていたのか、本当にセスに乗り換えたのか、こちらがどれだけ話しかけてもほとんど反応してくれないのである。

　だが、とにかくハーシエルは自分の意志で合流してくれたのだ。これは彼なりの譲じよう歩ほなのだろうと、エリッセはグラシカルやディガンとこっそり話し合っていた。

　ならば、余計なことを言わずに眼の前の問題に集中するのみ。

　強大な敵を力を合わせて叩きのめしたことにより、絆きずなを取り戻す。よくある展開ではないか。

「……どうしましょう、グラシカル先生」

「そうだね、避ひ難なんもあらかた済んだようだし」

　以前ジャノンが〈導きの灯〉を襲しゆう撃げきしてきた時と同じように、他の生徒や教師には近きん隣りんに避難してもらっていた。以前と違って事前情報が全くなかったこと、何より今さらアリエーズが騒さわぎ始めた事実に対する動どう揺ようは大きく、混乱は続いているようだが。

　だが早く事態を収拾しないと、二大強国がそれ見たことかとばかりに乗り込んでくるだろう。最悪、彼らが裏で糸を引いている可能性さえあるのだ。

「とりあえず僕、それにハーシエルにも、ご指名に従ってもらおうかな。君とディガンは、ひとまずここに残りなさい」

「先生、そんな、二人だけじゃ……」

　しかも、まだ無言で会話を拒こばんでいるハーシエルと二人でなど、嫌いやな予感しかしない。

「危険は承知だよ。けれど大だい胆たんにも、総勢五人という寡か兵へいを伴ともなってのおでましだからね。選び抜かれた選抜兵、という訳でもなさそうだし」

　王位継けい承しよう権けん争いに敗れたアリエーズは、実質的な権限をほとんど失っている。だからといって人望がある訳でもないため、こういう状況になったようだ。

「それにアリエーズ閣かつ下かとバルガス先生は、失礼ながらそれほど警けい戒かいしなくてもいいと思ってる」

　そう言いながら、グラシカルはなぜかちらっとディガンを見た。

　アリエーズは一等星ではあるが、それは王族の権力で買い取ったものである。ロージナウは二等星であり、それなりに強力な〈星〉ではあるが、グラシカルやハーシエルの敵ではない。

「だけど、宰相閣下は強い。国王陛下の身に危険が迫せまっているとなれば、なおさらね」

　一方、イライアスの持つベガの称しよう号ごうは彼の実力に沿そったものだ。

『星合』ではリューナーのようにはうまく負けられなかった彼だが、それは性格の問題である。ルトエのためだと思えば、彼女自身までも傷つけてしまうような不器用な男なのだ。

「それに、いくらアリエーズ閣下がちょっぴり考えなしでも、行動が唐とう突とつすぎる。そのくせ、妙みような計画性も感じられる。たぶん裏に誰かいるんだ。まずはそれを、探さぐらないと」

　そんな違い和わ感かんは、エリッセも感じていた。

「そうですよね、だって正直、おっしゃることがあまりにも子供っぽすぎるというか、楽観的すぎるっていうか……」

　こんな真ま似ねをしでかして、自分たちが素直に従うと本気で思っているのだろうか。苦笑するエリッセの耳にまた、アリエーズの声が響き渡る。

『おい、聞いているのか、〈太陽〉たち！　特に〈太陽〉!!　お前さえいれば、レドレリカは全世界の頂点に立てる!!　世界中の人間を足元に跪ひざまずかせて、この世の栄えい華がを極きわめられるんだ!!』

　──つい最近どこかで聞いた言い回しに、ひどい既き視し感かんを覚えた。

「……アリエーズ閣下ってもしかして、ちょっとディガンさんに似てます……？」

　派手好きで、偉えらそうで、言葉が一々大おお袈げ裟さ。実力が伴わないのが気の毒だが、表面だけ見れば結構共通点があるかもしれない。

「……いや……どうだろう。じゃあ、話は決まりでいいね。さあ行くよ、ハーシエル」

　妙に慌あわてた顔をして、グラシカルがハーシエルを急せき立てる。きょとんとしたエリッセの耳に、またしてもアリエーズの傲慢な叫びが響き渡った。

『このアリエーズ様は、王弟であり、あとすごく健康になったし、それに一等星・ベテルギウスの称号を持つ〈星〉なんだぞ!!　さあ早く出てこい、俺様に従え!!』

「……あっ」

　一発で、グラシカルがハーシエルと出しゆつ撃げきしたがる理由が分かった。

　しかし時すでに遅おそし。ディガンの表情は消えており、その唇くちびるから虚うつろな声が漏れた。

「あいつが、現在の、ベテルギウスの、称号の、持ち主……？」

「え、えーと、まあ、仕方ないじゃないかディガン。君は二百年間、それも禁きん呪じゆの制作者として封ふう印いんされていたんだ。他の人間に称号が渡るのは、当然だろう？」

　そう、ディガンは常に一等星・ベテルギウスの称号を持つと自じ慢まんしていたが、それは二百年前のこと。彼が持っていた称号は、現在アリエーズが保持しているのである。

「……そうだな。オレ様レベルとは言わんが、せめて貴様程度の〈星〉になら渡っても仕方ない……」

「いや、ディガンさん、グラシカル先生も相当レベルが高もが」

　恩師の話になると黙っていられないエリッセが口を挟はさみかけたが、グラシカル本人に口をふさがれてしまった。アリエーズはまだ何かぎゃあぎゃあ言っているが、ディガンは皮肉に笑うだけだ。

「──平和とは、つくづく恐おそろしいものだ。オレ様が持っていた称号を、あんな〈煌〉しか持っていない野郎が継ついでいるとは」

「学徒虐ぎやく殺さつ」と引き替えにもたらされた平和による、様々な弊へい害がい。それらを眼にするたびに、ディガンの表情は怒りに軋きしむ。

「……ディガンさん……」

　分かりやすい怒りよりも、その胸に渦うず巻まいているであろう悲しみと後こう悔かいを思って、エリッセは切なく眉まゆ根ねを寄せた。

「オレ様も行くぞ、グラシカル。あの馬鹿赤毛とは、じっくり話したいことがある」

「……まあ、僕も薄うす々うす分かっていたけどね、この展開は」

　最早ごまかせないと悟さとったらしく、グラシカルは肩かたを竦すくめた。だが、開き直って一緒に肉にく弾だん説教をかます気かと思いきや、彼はディガンに頼みごとを始めた。

「……あのさ、勝手なことを言っているのは分かっているけど……アリエーズ閣下を、あまりいじめないでやってほしいんだ」

「ふん？　いくら弟だからといって、お前の大事な女を悪あし様ざまに罵ののしるようなやつに、ずいぶん優しいじゃないか」

　エリッセも内心不思議に思ったことを、ディガンは直ちよく裁さいに指し摘てきした。グラシカルは困ったように微笑ほほえんで、

「本音を言えば、尻しりでも叩いてやりたいところだけどね。でも昔から、陛下は弟君に甘くていらっしゃるから」

　アリエーズのためでなく、彼を愛するルトエのため。そう前置きしてから、グラシカルは遠くを見るような眼をした。

「アリエーズ閣下は、昔二大国のどちらかに人質として差し出されかけたことがあってね。元々妾しよう腹ふくであることを気にしていらした上にそんな話が出たものだから、姉上をひどく恨うらんでいるのさ。病弱な姉ではなく、自分が次代の王とされていれば、追い払われることもないはずだとね。ま、あの方も、昔は体が弱かったんだけど」

　やたらと「もう健康になった」発言をするのは、そのせいなのだろう。

「だから、どこぞの帝王陛下にそそのかされてしまったんじゃないかな」

　一応言葉をぼかしたグラシカルだが、この世界に「帝王」と呼ばれる人間は先日ひっそり帰国した男ひとりしかいない。自分たちが敗北した戦争のやり直しを狙ねらっているという、北の大陸の支配者。

「え、先生、アリエーズ閣下の背後には帝王陛下がいると考えてるんですか？」

　つい口を挟んでしまったエリッセに、グラシカルはにっこり微笑んだ。

「あの人が滞たい在ざい中ちゆう、国内をちょこまか動き回っていたことは小耳に挟んでいるからね。……何より、ルトエ陛下に最愛の弟君をぶつけようというやり方が、『不幸の星』を使った時と同じなんだよ。進歩のない」

　冷え冷えとした独り言が怖こわすぎる。エリッセはソウデスネ、と空くう虚きよな相槌を打つに留めた。

「……ふん。オレ様が生きた時代であれば、確かに多少でも〈煌〉が強いほうが王になっていたかもしれんがな」

　そんな風にうそぶいたディガンであるが、表情からは幾いく分ぶん険が取れていた。ちょっと今のグラシカルが怖かったのかもしれない。

「だが、向こうの出方が分からないなら、ばらばらに動くとかえって危ない可能性もある。そういう訳だからお前も来い、小娘。すぐにでも〈太陽〉の力を使えるようにしておけよ」

「わ、分かりました」

　慌てて返事をするエリッセの頭ず上じようで、グラシカルが念押しした。

「ディガン、頼むからあまりやりすぎないでくれよ。向こうにはルトエ陛下がいるんだ。あとアリエーズ閣下は、体はだいぶ丈夫になったけど、心と頭はまだまだか弱くていらっしゃるんだから」

　さり気なくひどい発言を彼が後悔するのは、すぐ後のことだった。







　爆ばく音おんと白はく煙えんが、無人となった〈導きの灯〉内に流れていく。

「なんでなんでなんでぇぇぇぇ!?」

　半泣きのエリッセの絶ぜつ叫きようは、その爆音と白煙に紛れて消えていった。

「暴れるな小娘、オレ様の後ろにいろよ!!」

　戦場と化した中庭を小走りに駆かけながら、ディガンが緊きん張ちようした声を発した。

　そのかたわらでは、爆煙に顔をしかめながらグラシカルが構えを取っている。カノープスの色である、白を宿した〈煌〉がその全身から放たれた。

「天空の覇は者しや、太陽が三、終焉の夕よ！　風よ友を呼べ、渦巻き逆さか巻まけ!!」

　たちまち生じた大渦巻きが、漂ただよう煙けむりを切り裂さいていく。しかし、

「天空の覇者、三つ子の太陽たちよ！　火の山よ来たれ、火の海を生め!!」

　片手でルトエを拘束したまま、アリエーズが唱えた術により生み出された熱の高波が、大渦巻きごとグラシカルを押し流していく。

　無論、それでやられてしまうグラシカルではない。だが元々威い力りよくの大きな術に三つの恒こう星せいを織り込んで、しかも莫ばく大だいな〈煌〉を遠慮なくつぎ込んで行われた効果は絶大だ。おまけに人質の存在が、グラシカルの反はん撃げきに制限をかけている。

「アリエーズ、もうやめろ……!!」

　悲痛なルトエの声は、苦しげな咳せきに飲み込まれてしまった。防ぼう御ぎよの術で防ぎきれず、体のあちこちに火傷やけどを負おったグラシカルをアリエーズは嘲あざ笑わらう。

「ふん、いいざまだな、グラシカル」

　くすんだ赤毛をかき上げるしぐさも、どことなくディガンを彷ほう彿ふつとさせた。

　だからって、あそこまで似なくても──と、エリッセは唇を嚙かむ。……心ここ地ち良さそうに細められたアリエーズの茶色の瞳には、ディガンと同じ金がちらちらと踊おどっていた。

　今までの経験に照らせば、それは〈夜の底そこ闇やみ〉を覗のぞいた者の証あかし。

　他者の〈煌〉を奪うばう禁呪『暗黒星』すら効きかない、凶きよう悪あくな力を手に入れた証しよう拠こだ。

　ある意味、これは予測されてしかるべき事態ではあった。アリエーズを操あやつるのがリューナーなら、ジャノンにしたのと同じ改造を彼に施ほどこしていてもおかしくない。

　道理で寡兵しか連れていないのに、自信満々に乗り込んでこられた訳だ。納なつ得とくする一方で、やりきれない思いがした。

「でも……帝王陛下にしろ、アリエーズ閣下にしろ、ここまでするなんて……」

　禁呪『暗黒星』に手を出しかけていた自分が言えた義理ではないだろうが、金の瞳を受け入れた人間たちが払う代だい償しようを思うと、ずしりと胸が重くなる。

〈太陽〉を使う間合いを計はかりながら考え込んでいるエリッセを尻目に、アリエーズはグラシカルを嘲あざけることに夢中だ。

「いつもいつも、俺様のことを見下しやがって。ちょっと強くて顔がいいからっていい気になるなよ？　俺のほうが百倍いい男だし、体も丈夫になったし、お前なんかちょちょいとひねれるような〈煌〉だって手に入れたんだからな!!」

　両手を広げ、楽しげに笑うアリエーズから漂う〈煌〉は呆れるほどに強大だ。金で買ったベテルギウスの称号に恥はじない。

「……宰相閣下を拡声器代わりにしたのは、嫌がらせと僕らを油断させるためですか。小こ賢ざかしい真似を……あなたらしくもない」

　火傷の痛みを治ち癒ゆ術じゆつで抑おさえながら、グラシカルは苦々しくつぶやいた。

「愚おろかな方だ。せっかく手に入れた健康体を、こんなことで消費するとは」

　今までのアリエーズからは考えられない巨大な〈煌〉は、人体実験の結果〈超新星〉となったジャノンと同じだ。

　おそらくは彼と同じく、寿じゆ命みようという代償を支払っているのだろう。

　ディガンもまた忌いま々いましそうな表情になっているが、感傷に浸ひたっている暇ひまはなかった。指向性のある雷かみなりの一いち撃げきが、彼を突き刺さそうと襲おそいかかる。

「ディガンさん!!」

　血相を変えるエリッセだが、術の速度が速い。ディガンの防御が間に合わない！

「エリッセ！」

　反射的に駆け出しそうになったエリッセの手を、後ろからぐいっとハーシエルが引っ張った。

「……チッ」

　舌打ちし、ぎりぎりで避よけ飛んだディガンの後を追うようにして、石いし畳だたみに雷の槍やりが突き刺さる。上着の裾すそを犠ぎ牲せいに、ディガンは反撃もできないまま手近の宿舎の陰かげに入った。

　エリッセはほっと息を吐はいたが、ディガンを狙っていたロージナウは高々と哄こう笑しようする。

「ははははは、思い知ったかマキナウス!!　私のほうが、貴様などより一等星に相応しいんだ!!」

　金色の瞳を光らせ、声高に言い立てるロージナウを、ディガンは憐あわれみの眼まな差ざしで見ていた。

「性根まで腐くさって剝はげ落ちたか、哀あわれな中年め。……決して弱い〈星〉ではなかったというのに、馬ば鹿かめが」

　二等星であるロージナウは日頃、一等星の称号が限られているだけのことで、純粋な〈煌〉の大きさなら自分も一等星になれると豪ごう語ごしていた。実際金で称号を買ったアリエーズに代表されるように、現在の一等星は名めい誉よ職しよくの意味合いが強く、純じゆん粋すいな実力だけで手に入れることは難しいのだ。

　だからこそロージナウはハーシエルやエリッセといった、能力のある生徒を育てようと躍やつ起きになっていた。その功績で一等星に成り上がろうとしていたのだ。

「でも、だからって、こんな真似をしてまで……」

　ハーシエルに手を引かれるまま、別の建物の陰に入ったエリッセは苦く独りごちる。

　だが、これ以上迷っていられない。

　今はまだ、アリエーズはグラシカルを、ロージナウはディガンを痛めつける楽しみに酔よっている。手に入れた力により、これまで劣等感を抱いていた相手をいたぶるのが嬉うれしくてたまらない様子だ。

　しかし戦況が膠こう着ちやくすれば、ルトエを人質に予備兵力として無理やり連れてこられ、じっと状況を見守っているイライアスも戦線に投入されるだろう。

「ハーシエルくんに行ってもらう訳にはいかないし……せめて私が四等星レベル……いや、それじゃ意味ないよね……」

　一等星レベルの〈星〉から自分の身を守れないエリッセの側には、護衛が必要なのだ。情けなくてならないが、アリエーズのお目当てのうち、自分の能力が一番貴重なものであることぐらいは自覚がある。

「……私にできることをしなきゃ。まずは、〈太陽〉を使わないと」

　緒しよ戦せんはアリエーズたちの思わぬ能力に驚おどろき、分断されてしまったエリッセたちだが、混乱は収まってきた。自分とハーシエルがディガンたちとうまく連れん携けいを取れれば、必ずチャンスはあるはずだ。

「ハーシエルくん、とりあえず私たちは少し離れて」

　打ち合わせをしようとしたエリッセの耳に、聞き慣れた少年の声が聞こえた。

「エリッセ！」

「えっ？」

　少年といっても、ハーシエルではない。おまけに、別の女性の声までした。

「エリッセちゃん!!」

〈煌〉を消して駆け寄ってきたのは、なんとセスとティリスだった。

「ティリス先生、セス……ど、どうしたんですか、こんなところに……!!」

　緊急事態発生の報は、二人の耳にも入っていたはず。アリエーズの図ずう々ずうしい要求だって聞こえていただろう。彼は別に、エリッセたちだけに的を絞しぼって叫んでいた訳ではない。

「ごめんなさい、逃にげ遅おくれちゃったの！　それにセスくんが、あなたに何かあったらって心配していて……私も」

　ちらりとハーシエルを見たティリスは、すぐにエリッセ、次ついで中庭で戦い続けるグラシカルたちへと視線を移した。

「ああ、でも、これは一体、どういうこと……？　バルガス先生、あんなに強かったかしら……？」

「話は後です、お二人も私たちと一緒にいったん逃げましょう!!」

　ここでのんきに説明している時間はないと、エリッセはティリスとセスをせっついた。その上でハーシエルに、中断していた打ち合わせの続きをしようと話しかける。

「ハーシエルくん、行こう。〈太陽〉の力は、目視できるぐらいの距きよ離りなら届くはずなの」

　先日の対ジャノン戦を思えば、少なくともこの中庭を出ても大丈夫だろう。

「まあ、転移して来られたらどうしようもないけど……もう少し落ち着ける場所に行かないと、私も〈太陽〉のイメージをちゃんと練れないから。……ねえ、聞いてる、ハーシエルくん？」

　この期ごに及んで無反応のハーシエルにさすがに焦じれ、問いかけた時だった。

　突然その唇から、見知らぬ詠えい唱しようが聞こえてきた。

「始まりの星。終わりの星。過去を知る隠いん者じや。未来を識しる賢けん者じや」

　詠唱の形式からして、これは使用者が限定される大きな術。

　しかも、せめて勉学だけでも一人前でいようと参考書を読み漁あさったエリッセにも全く聞き覚えのないものだ。『暗黒星』ですら、その存在ぐらいは知っていたのに。

「ハーシエルくん……!?」

　とっさに、エリッセはハーシエルの瞳の色を確かめた。しかし大きなその瞳に満ちるのは、これまでと同じ青だ。

　でも、知らない色に見えた。

　いびつにふくらんだ想いを反映した眼に、数少ない友人の面おも影かげは見当たらない。

「未いまだ来ぬ日よ急げ、汝なんじの鈍間のろまを我われは呪のろう」

　強い白を宿したシリウスの〈煌〉が、薄暗い建物の陰に隠かくれた四人を強きよう烈れつに照らした。光に気け圧おされ、思わず一歩下がったエリッセを嘲笑うように、詠唱が完成する。

「始し原げんの黎れい、至し高こうの陽よう、終焉の夕、起き源げんの陰いん、至し純じゆんの闇あん、終末の影えい。一等星シリウスのハーシエル・ディファリア・トールズの望みに従い、時よ走れ!!」

　眼まな裏うらまで貫つらぬき通すような輝かがやきを浴び、思わず眼を閉じたエリッセの背筋が冷たくなった。

　狭せまくて鈍にぶい感かん知ち網もうの中に、身み震ぶるいするような異質な感覚が生まれ、広がっていく。

「ハーシエル、くん……？」

　おそるおそる開いた瞳はまだ光に焼かれており、ひどく開けづらい。

　そのせいだろうか。ハーシエルらしき、小こ柄がらな姿を見つけられない。

　見えるのは尻しり餅もちをついたティリス、壁かべ際ぎわのセス、そしてセスの喉のど元もとに手をかけている銀ぎん髪ぱつの青年だけだ。

〈導きの灯〉の生徒用の制服に身を包んだ彼は、エリッセに背を向けている。引き締しまった肉体と高い鼻び梁りようしか、この位置からは窺うかがえない。

　だが、〈煌〉のパターンは噓うそをつかない。

「え、えっ？　ハーシエル……くん、……だよね……？」

　ぱくぱくと口を動かしてつぶやいたエリッセは、苦く悶もんの表情を浮かべたセスが中庭方面に向かって投げ出されるのを見た。

　その拍ひよう子しに、銀髪の青年の横顔も見えた。切れ長の青い瞳と薄い唇には、寒気のするような笑みが浮かんでいる。

「セスっ!?」

「セスくん!!」

　驚きよう愕がくしながらも、エリッセ、そしてティリスは慌ててセスを追いかけた。アリエーズたちが派手に暴れたため、瓦が礫れきの山と化した中庭に投げ出されたセスは、苦しげにうめいている。

「ど、どういうこと……セスと友達になったんじゃなかったの……!?」

「僕の先生を盗とろうとするようなやつは、放っておきなよ、エリッセ」

　セスに治癒術を施そうと屈かがみ込んだエリッセは、頭上から降ってきた冷たい響きにその場で固まる。

　とっくに声変わりした、低い大人の男の声。

　聞き覚えのない声だけど、振り向かないでも分かる──二は十た歳ちほどの、凍こおりつきそうに美しい青年の姿に成長したハーシエルが、背後に立っていた。







「ハーシエルくん……」

　固まったエリッセの横で、ティリスは呆ぼう然ぜんとハーシエルを見上げている。

「……やっと僕をちゃんと見てくれましたね、先生」

　ずれた眼鏡めがねを戻もどすのも忘れ、ただただ自分を見つめるティリスにハーシエルは満足そうに微笑んだ。

　彼の手が、ティリスに伸びる。怯おびえたティリスが後ずされば、微笑みを浮かべたまま静かに彼女に歩み寄っていく。

　途中、長い足がセスの腕うでを踏ふみつけそうになったので、エリッセは急いでセスを自分のほうに引き寄せた。ハーシエルはちらっとそれを見たが、何を言うこともなくティリスを追いかけていく。

　その身長は、ディガンよりは少し低いだろうか。それでも十分な長身であり、ついに壁かべ際ぎわに追い詰められたティリスと比べると、完全に大人と子供だ。

「……知らなかったな。先生って、こんなにちっちゃいんだ」

　嬉しそうに笑いかけるその顔は、紛れもなくハーシエルである。それだけに、ティリスとエリッセの鳥とり肌はだは収まらない。

　そこへ、異常事態に勘かんづいたディガンとグラシカルが走り寄ってきた。

「小こ僧ぞう、貴様、まさか本当に成長促そく進しん術じゆつを完成させたのか!?」

　一時はハーシエルに請こわれるまま、術創作の指南をしていたディガンである。エリッセのたっての頼みにより指南をやめていたのだが、ハーシエルは師も知らぬ間に独学で研究を進めていたらしい。

　だがハーシエルは、ディガンの問いに答えようとしなかった。ティリスを壁際に追い詰めたまま、短く吐はき捨てる。

「邪じや魔まするな」

　続いてその口から、巨大な威力を持つ詠唱が流れ出た。

「夜空の支配者、三つ子の月たちよ。永えい劫ごうの冬来たれ、時すら凍いてつかせよ!!」

　じりじりと東の空に姿を現しつつある月の力を強引に返し、発生した吹雪ふぶきはディガンたちを、そしてその後ろから追いかけてきていたアリエーズとロージナウまで吹き飛ばした。もんどりうって倒れた四人の体の一部は、地面に凍りづけにされてしまう。

「ティリス先生の前から、僕以外の男は全員消えろ」

「え、あ……あれ？」

　予想外のことに、エリッセはぱっちり眼を見開く。てっきりアリエーズたちと共きよう謀ぼうしているのかと思ったが、そうではないようだ。

　となると、ハーシエルの目的として考えられるのはただひとつ。

　以前から彼は、この平和な世界で得られる功績を重ね、ティリスの心を摑つかもうとしていた。そのための絶好の舞台を、うまく使おうとしているだけなのだ。

　当然不要な登場人物は、演出の都つ合ごうで排はい除じよされてしまうだろう。

「──ハ、ハーシエルくん、やめて、ディガンさんもグラシカル先生もセスも殺さないで!!」

　思わず「傷つけるな」ではなく、「殺すな」という言葉が口から飛び出してしまう。

　それほどまでに今のハーシエルの放つ雰ふん囲い気きは危険だった。ディガンたち及びアリエーズたちもまだ、命に関わるような重体ではなさそうだが、いまだ起き上がることもできないのだ。

「エリッセ、君もだ。怪け我がをしたくないなら、さっさと消えろ」

　ついこの間まで散々「僕の大好きなエリッセ」と繰くり返してきた唇から、冷れい酷こくな命令が放たれる。身を震わせながら、エリッセはセスの血がにじんだ制服を握にぎり締めた。

「わ……私はその、女の子、だよ？　ハーシエルくんと違って、まだ性せい転てん換かんの術なんて完成させてないけど……」

「冗じよう談だんを聞く気分じゃないんだ、エリッセ」

　会話の糸口を摑もうという努力は、呆あつ気けなく一いつ蹴しゆうされた。

「僕とティリス先生の邪魔をするなら、君でも容よう赦しやしない。……これでも君のことは友達だと思っているんだから、さっさと行ってくれ」

　青い眼に満ちる狂きよう気きに当てられて、何も言えない。

　これ以上逆らえば、どんな目に遭あわされるか分からない。

「……馬鹿、何やってんだ、逃げるぞ」

　逡しゆん巡じゆんするエリッセの足元で、小さな声がした。

「セス……!?」

　ぎょっとするエリッセに、セスはゆっくりと身を起こしながら小声でささやく。まだ痛みはあるようだが、しゃべり方はしっかりしていた。

「……悪いけど、お前の力があっても、〈星〉が俺ひとりじゃ今のあいつとは戦えない」

　自じ虐ぎやくの翳かげりはあるものの、判断は極めて冷静だった。

「ひとまず俺たちだけでも逃げよう、エリッセ。大丈夫だ、お前の担当教師たちを信じろ!!」

　だがその言葉は、いささか唐突に聞こえた。

「え、セス、そんなにグラシカル先生とかディガンさんのこと、信頼してたっけ……？」

　初めての昇しよう星せい試験にて扱あつかいの難しい転移の術に手を出し、エリッセを巻き込んで大事故を引き起こしたセス。その後は一度だけお見舞いに来てくれたものの、しつこくエリッセをからかい続けた結果、グラシカルにこっぴどく叱しかられたことがあったはず。

　ディガンとも、初対面から激しくぶつかっていたことはよく覚えている。互いに「こんな十人並みの小娘はどうでもいいが、お前のことは気に食わない」という態度での応おう酬しゆうに、心底うんざりさせられたものだ。

　とはいえ今、他に手があるだろうか。ここでエリッセまでやられてしまったら、切り札がなくなってしまう。

　第一、先日無む謀ぼうにもジャノンに突っ込んでいった態度と比べれば、格段に進歩している。

「……分かった、セス。逃げられる程度には治してあげるから、ひとまず逃げよう!!」

　素早く治癒術を口にしたエリッセは、セスに肩を貸しながら急いでその場を離れた。

　内心、後ろからハーシエルに攻こう撃げきされることも懸念していた。だが彼は最早ティリス以外どうでもいいのか、黙ってエリッセたちを見送った。







　瓦礫と静せい寂じやくに満ちた中庭に、動くものはティリスとハーシエルの二人だけ。

　エリッセとセスが逃げてくれたことに、ティリスはひとまずほっとしていた。

　しかし、ディガンたちの状況を考えれば、気は抜けない。ハーシエルはアリエーズたちと共犯関係にはないようだが、敵の数が減った訳でもないのだ。

「……きゃっ!?」

　倒れ伏した男性陣の様子を窺おうとしていたティリスは、伸びてきたハーシエルの手に悲鳴を上げた。

「これ以上抵てい抗こうしないで」

　思わず身をよじったティリスに、ハーシエルは静かに告げる。

「あなたが抵抗したら、あいつらをひとりずつ殺していくよ」

　想い人を見み下おろす眼に、いっさいのためらいはなかった。

「ハーシエルくん……」

　震えるティリスのずれた眼鏡を、ハーシエルはそっと直してやる。

　優しいしぐさだったが、その指先が頰ほおに触ふれてきた時、ティリスは悪お寒かんを感じずにはいられなかった。

「どうして……」

「決まってますよ。全部あなたのためだ、先生」

　怯えた彼女の問いかけに、ハーシエルは熱っぽくかすれた声で応じた。

「ティリス先生が、まっすぐ僕と向き合ってくれないから。……子供の僕じゃ、あなたと対等の立場に立てないから。だから急いで大人になることにしたんです、先生」

　対等どころか、自分を見下ろすまでに育ってしまった担当生徒を、ティリスは震えながら見つめ返す。

「治癒術だって、使いすぎれば反動が来るのよ……？　それをそんな、無理やり時を進める術を使うなんて……これから育っていくあなたの体に、どれだけの負担がかかるか」

「これからなんて、必要ないんです！　問題なのは今だ、先生!!」

　この期に及んで子供扱いされることにいら立ち、ハーシエルは声を張り上げた。

　大声に怯えたティリスは、反射的に逃げ場を探す。だが右に逃げた彼女を、ハーシエルは進行方向の壁に強く手を突くことで制した。

　では左に、と動けば、もう片方の手が派手な音を立てて壁を突く。ハーシエルの両りよう腕うでの中に封じ込められたティリスは、追い詰められた野の兎うさぎのようにか細い声を出した。

「や、やめて……ハーシエルくん……」

　いつだって姉のように、母のように、ハーシエルに接してきたティリスだ。実の家族からは得られなかった温ぬくもりに最初は惹ひかれたハーシエルだったが、次し第だいにそれでは物足りなくなった。

　彼女に「男」として認めてもらおうと一いつ生しよう懸けん命めいアピールもしてきたが、なにせ自分とティリスは二回り近く年が離れている。本気であることだけはようやく分かってもらえたようだが、「子供」扱いから抜け出すことはできなかった。

　しかし今のティリスの、この怯えよう。「大人」の「男」の自分を、明らかに意識してくれている。
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　こみ上げる暗い笑みを抑よく制せいできない。努力の甲か斐いはあったと、ハーシエルは端たん正せいな唇を歪ゆがませた。

「ほら、見て下さい。先生の好みでしょう？　背が高くて、かっこよくて、おまけにシリウスの称号まで持ってる男だ！　あなたが望むなら、がんばってトールズ侯こう爵しやく家けを継ついでもいい」

「違うわ、私……私は、そんなことを望んだ訳ではないの。……第一トールズ侯爵は、私にあなたの周りをうろつかないようにと、はっきりおっしゃったもの……」

『星合』をつつがなくやり遂とげるための条件として、ハーシエルはティリスとの婚こん約やくを望んだ。

　ルトエ王に懇こん願がんされ、渋しぶ々しぶながらその条件を吞のんだティリスに、ハーシエルの父はわざわざ言いに来たのだ。息子の将来を潰つぶす気か、と。

〈太陽〉エリッセにハーシエルが興味を示した際には、招しよう待たい状じようまで寄よ越こしたくせに。

「……あの時は、本当にごめんなさい。まさか父上が、ティリス先生にあんな失礼な真似をしているとは思わなくて」

　十一歳の少年の時と同じしぐさで、ハーシエルは悄しよう然ぜんとうなだれた。ハーシエル自身としても、どうせ跡あと継つぎは他に候補がいるのだし、厄やつ介かい払ばらいした息子の婚約話に父がここまで慌てるとは思っていなかったのだ。

「でも、大丈夫です。僕をここに放り込んでほったらかしにしておいたくせに、家に累るいが及びそうだとなるとやって来て、先生を傷つけたやつなんか……」

　憎にく々にくしげなつぶやきを聞いて、ティリスははっと首を振った。

「だめよ、ハーシエルくん」

　元々、ハーシエルとその父の仲が冷えきっていることはティリスも知っている。親子の溝みぞを容よう易いに埋うめられないことも分かっているが、今の彼の様子を見るに、よくないことを考えているのは明白だ。

「お父様のことを好きになれ、なんて言わないわ。だけど馬鹿なことを考えないで……あっ」

　必死に訴うつたえるティリスのあごを、ハーシエルが取った。優美な、だがしっかりとした大人の手で彼女の視線を固定し、自分のほうに向けさせる。

「先生こそ、あんなやつのことなんか考えないで……僕を見て」

　子供の頃から整った顔をしていたハーシエルだったが、劇的な成長を遂げた今、鋭するどさを増した美び貌ぼうは一種の凶きよう器きだ。

　煮に詰つめられた想いが凝こごった青い瞳が、ティリスの心を射い貫ぬく。──恐ろしくて、動けない。

「やめなさい、ハーシエル……」

　と、その耳にグラシカルの声が聞こえてきた。氷の欠片かけらを払い、ゆっくりと立ち上がる動作は安定しており、体の回復と声をかける間合いを計っていた様子だ。

「図ずう体たいだけ大きい子供なんて、本物の子供よりたちが悪い。これ以上ティリス先生を困らせるなら、僕も……ぐっ！」

　みなまで言うのを待たず、ハーシエルが放った攻撃術は容赦なくグラシカルを襲った。とっさに身をひねったグラシカルだったが、防御術が間に合わず左肩から血を流してうずくまる。

「グラシカル先生！」

　青くなるティリスに対し、ハーシエルは軽く鼻を鳴らすだけだ。

「僕も？　どうする気ですか、グラシカル先生、そんな状態で？」

　言いながら、いきなりティリスをたくましく成長した胸に抱き寄せる。先ほどの「あいつらをひとりずつ殺していくよ」宣言に加え、たった今の仕打ちを考えれば、ティリスはされるがままになるしかなかった。

「僕の女の前で、あまり無ぶ様ざまな姿をさらさないで下さい」

　冷たく微笑むハーシエルの前に、今度はディガンが立ち上がる。

「もう尻を叩くぐらいでは済まさんぞ、このガキ……」

　怒りに燃えるその口から、とある詠唱が漏れた。

「夜空の支配者、月が一、起源の陰よ。このものを距離より解き放て！」

　転移の術のアレンジバージョン。足元に転がる瓦礫の一つが、高速のつぶてと化してハーシエルに襲いかかる。他の術だと狙いが絞りにくく、ティリスに影えい響きようを及ぼすことを懸け念ねんしたのだろう。

　だがハーシエルは冷静に、同じ詠唱を繰り返した。

「夜空の支配者、月が一、起源の陰よ。このものを距離より解き放て」

　高速のつぶてが、ぶつかる寸前で反転する。

「がっ……!?」

　自らが放ったつぶてに二の腕の肉を削そぎ取られたディガンは、傷口を押さえて片かた膝ひざをついた。

「……あ、後から唱えた術の発動が、間に合う、なんて」

　顔面蒼そう白はくになったティリスは、うわごとのようにつぶやいた。一体今のハーシエルは、どれだけの〈星〉としての力を持っているのだろう。

「お前もそこに這はいつくばっていろ、ディガン。もう二度と、僕を見下ろしたりさせないからな」

　得意満面に笑ったハーシエルは、腕の中のティリスを促うながした。

「ほら、見て下さいよ、先生。子供だ子供だと僕を馬鹿にしてきた男たちの、みじめったらしい姿を」

　新たな傷を負って動きを止めたディガンたち、その向こうでひたすら様子を窺っているアリエーズたちの情けない姿を見つめ、ハーシエルは酔ったように笑う。

「ほら、僕がやっぱり、あなたに一番相応しい!!」

「ハーシエルくん……」

　ひと言その名を呼んだきり、わななくばかりのティリスのあごを、ハーシエルがまた取った。

　冷たく整った顔が、近づいてくる。

「やっ……嫌！　やめて、やめなさい、ハーシエルくん……!!」

　彼が何をしようとしているか悟り、ティリスは必死になって腕を突っ張った。しかし彼女を捕とらえたハーシエルの腕は強く、執しつ拗ようで、ささいな抵抗など物ともしない。

「嫌です、やめない。僕はずっと、こうしたかったんだ」

　熱を帯びた吐と息いきがティリスの睫まつ毛げをくすぐる。唇を庇かばうように上げた手の甲に、彼の唇が触れた。

「僕が一番、あなたに相応しくて……僕が一番、あなたを必要としているんです」

　手の甲に口づけをした状態のまま、ハーシエルが漏らす声は祈りに似ている。

「父様も母様も、僕をまるで透とう明めい人間みたいに扱ってきた。〈導きの灯〉の中でも、似たような状態だった。……僕もそれでいいと思っていた。けれどティリス先生だけは、ちゃんと僕を見て、笑いかけて、話しかけてくれた」

「……ハーシエル、くん……」

　一いつ瞬しゆん、ティリスの腕から力が抜けかけた。だがハーシエルの声は祈りから一転、呪いの色を帯びた。

「あなただけだ。あなた以外誰もいらない。だからあなたも、僕だけを求めて。僕以外の人は求めないで……!!」

　見た目だけは大人になっても、その精神は十一歳なのだ。子供っぽい独どく占せん欲よくを隠そうともしない姿を見て、ティリスは決意を新たにした。

　ハーシエルのことを嫌きらっている訳ではない。

　だが今の彼を、受け入れることはできない。絶対に。

「やめて、やめて！　お願い、眼を覚まして、ハーシエルくん!!」

「抵抗しても無む駄だです。あなたの〈煌〉で僕に勝てるものか。これ以上の流血を望まないなら、おとなしくして!!」

　本気の拒きよ絶ぜつを理解してもらえない上に、その唇から出たのはさらなる脅きよう迫はくだ。

『星合』の際、エリッセの命を脅おびやかしかねない真似をした彼の頰を打った痛みは、まだこの手の平に残っているのに。

　あまりの衝しよう撃げきに脱だつ力りよくしたティリスの腰こしが抱だかれ、さらに強く引き寄せられる。

「ああ、ティリス先生。あなたは今日から、僕だけのものだ……!!」

「──そうね」

　乾いた声でティリスは相槌を打った。

「私の〈煌〉じゃ、あなたには勝てないもの。……でも……夜空の支配者、月が一、起源の陰よ。我が力示す力となれ、我が力示す剣となれ」

　ティリスが小声で唱えたのは、攻撃力は最小だが、発動までの時間も最速である一番初歩の攻撃術だった。

「先生？」

　この至近距離であっても、それは今のハーシエルには傷ひとつつけることはできない。術者がディガンあたりならとにかく、ティリスは〈星〉としてはあくまで三等星。

「先生……？」

　しかし、ハーシエルの制服に血は飛び散った。

「……こういうやり方しかできない、無力な教師でごめんなさい……」

　ハーシエルが求めてやまない唇の端はしから、赤いものが零こぼれている。教師用の白い制服ににじんだ鮮せん血けつは、眼に痛いほどに鮮あざやかだ。

「シリウスの称号がなくても、トールズ侯爵家の人ではなくても、あなたは私の、大切な生徒」

　絶句しているハーシエルに、ティリスはひどく優しく微笑んだ。

「だから、あなたを惑まどわした者は消してあげるから……これで眼を覚ましてね、ハーシエルくん……」

　人に眼を覚ましてと言うくせに、彼女はそのまま眠るように眼を閉じた。壁を伝い、ずるずると崩くずれた体は、腹部から流れ出た血だまりの中に座り込んで動かなくなる。

「先生」

　為なす術すべもなく彼女を見下ろしていたハーシエルの手が上がる。

　美しい銀髪を、長い指先がぐしゃぐしゃとかきむしり始めた。見開かれた瞳からあふれた涙が零れ、ティリスの血の上で跳はねる。

「嫌だ。違う」

　うめきは、すぐに絶叫に変わった。

「こんなの違う、先生、せんせ、せんせいッ……!!」

　心の傷口から血を吐くようにして叫ぶハーシエルを、ディガンの怒ど号ごうが見舞う。

「こ、の──、クソ馬鹿ガキがぁぁぁぁっっっ!!」

　怒りに任まかせて転移してきたディガンは、血まみれのティリスからハーシエルを引き剝がそうとする。

　だがその背後に、別の〈煌〉が生じた。

「他人の心配をしている暇はないぞ、『暗黒星』!!」

　はっと振り向いたディガンを、意識のないルトエを抱かかえたアリエーズの攻撃が襲う。ハーシエルが戦意喪そう失しつしたことにより、目的を思い出した様子だ。

「どいつもこいつも、せっかくの平和の中で、身の丈たけにあった暮らしができんのか……!!」

　防御術を展開して直ちよく撃げきを避さけたディガンは、間合いを合わせて起き上がっていたグラシカルの側に転移した。負ふ荷かの大きい転移を立て続けに使ったことにより、負ったばかりの傷口がうずくが、治癒術で無理やり体をだます。

「小僧、貴様もシリウスなら、惚ほれた女ぐらい助けてやれ!!」

　ロージナウまでも戦線復帰しようとしていることを悟ったディガンは、早口にハーシエルに命じる。

「相手が生きていなければ、嫌われることすらできんのだ。貴様に任せるぞ、いいな!!」

　同じく治癒術で痛みを麻ま痺ひさせたグラシカルも、ちらりとハーシエルを一いち瞥べつする。

「……ディガンの言う通りだよ」

　無表情に告げるなり、彼らは戦場に戻っていった。







　激しい出血を続けているティリスと二人、取り残されたハーシエルは、まだ呆然とした顔をしながら彼女の側に屈かがみ込んだ。

「……先生……」

　迷っている暇はない。このままでは、出血性ショック死は目前だ。

　意を決したハーシエルは、ぽたぽたと涙を零しながら、刻一刻と冷たくなっていく彼女の手を取った。

　ただこの手を、ハーシエルくんと呼んでくれる声を、失いたくなかっただけだったのに。

「……嫌われても、いいよ」

　禁呪によって得た、理想の長身がぶれる。

「もう会えないより、ましだ」

　見る間に縮んだその体から、禁呪を維い持じするために使われていた巨大な〈煌〉があふれ出る。

「天空の覇者、三つ子の太陽たちよ。癒いやしの泉に彼女を浸せ」

　それをすべて癒しと温もりに変えて、冷えていくティリスの体に注そそぐ。気づけば夕刻が迫り、癒しの術と相性のいい太陽の輝きは弱まっているが、やるしかない。

〈太陽〉エリッセが側にいないことが悔くやまれてならないが、後の祭りだ。……第一ハーシエルは身勝手にエリッセに近づき、優しい彼女に散々わがままを言った上に、ついさっきだましたばかり。

「ごめん、エリッセ」

　祈るように眼を閉じたハーシエルは、共犯者の代わりに懺ざん悔げした。

「でも、セスもずっと、君を想っていたんだから……どうか、許してやって……」







　ティリスの治癒は始まったようだ。

　治癒術の気配を遠く感じながら、ディガンは残った〈煌〉をかき集めるようにして詠唱した。

「夜空の支配者、三つ子の月たちよ!!　熱よ炎と踊れ、すべてを焼き払え!!」

　ベテルギウスの〈煌〉を映したような、真っ赤な炎が檻おりと化してロージナウを取り巻く。怒りに任せた怒ど濤とうの攻撃に、ロージナウは金の瞳をたじろがせた。

「そ、そんな……まさかこれほど……!!」

「オレは二百年間〈夜の底闇〉にいたんだ。たかが昨日今日あそこに行ったぐらいのぽっと出中年が、敵かなうと思うな!!」

　叩きつけるような言葉と同時に、炎の檻が狭くなり、ロージナウを完全に閉じ込める。

　ぎゃあ、と絶叫した彼を包んだ檻が消しよう滅めつした時……全身にうっすら火傷を負ったロージナウは、白目を剝むいて倒れていた。

　ふと違和感を覚えたディガンは、その側に屈んで彼の瞳を確かめる。黒目の部分に踊っていたはずの金は、炎に焼き払われたようになくなっていた。

「……本当に付け焼き刃ばだったようだな。だが……これぐらいなら代償も小さいだろう」

　少々寿命は縮んだかもしれないが、三年後に死ぬ、ということはあるまい。小さな安あん堵どの息を吐いて、付け加える。

「今のこの時代になんの後ろ盾だてもない身で二等星、十分だろうが、阿あ呆ほう」

　駄だ目め押おしに半白の髪に包まれた頭をはたき、立ち上がる。グラシカルのほうも決着がつきそうだ。







「……く、来るな、来るなっ……!!」

　ルトエを抱えたまま、小刻みにアリエーズが繰り出す攻撃をうるさそうに払い除のけて、グラシカルは無む造ぞう作さに距離を詰めていく。穏おだやかに、あるいは困ったように微笑んでいるのが常の顔には、なんの表情も浮かんでいない。

「み、見えないのか、姉上が人質なんだぞ。ほら、もう気を失ってるし、熱も出してる……な？　ちょっと休きゆう憩けいしよう、ほら、俺様を倒しても姉上が死んでしまったら……」

　対するアリエーズの眼にはまだ金の光がまたたいているのだが、明らかに腰が引けている。この時代の〈星〉としては一般的なことだが、彼の実戦経験は少ないようだ。

「たとえルトエ陛下が助かっても、あなたが懲こりずに同じことを繰り返すなら無意味じゃないですかね、アリエーズ閣下。ああ、あなたはまだ王子気取りだから、殿でん下かと呼ばれたほうが嬉しいんでしたっけ？」

　いい年こいて。

　にこりともせず言いきったグラシカルは、躊ちゆう躇ちよなく歩を進めていく。

「ご心配なく。陛下はあなたと違って、とてもできた御方です。今後の災さい厄やくの種になりかねない愚かな弟を、始末する口実になれるなら──喜んで捨て駒ごまになって下さる。宰相閣下は、そのように陛下を教育したはずですよ。ね？」

　一歩、二歩、ためらいのない足取りで近づきながら、グラシカルは無言で状況を窺っていたイライアスに視線を流した。

　つられて、アリエーズも彼のほうを見る。それが、グラシカルの狙いだった。

「宰相閣下、ディガン!!」

　大声に驚いたアリエーズが、グラシカルに視線を戻す。

　その隙すきに動いたイライアスが、棒立ちの彼の手からルトエを奪い返した。

「陛下……!!」

　万感の想いを込めてつぶやくのを聞きながら、ディガンはすかさず〈煌〉の鎖くさりでアリエーズを縛しばり上げる。ルトエを拘束していたのと同じ術を使ったのは、ただの嫌いや味みだ。

「う、うわっ、この……!!」

　じたばたとアリエーズは暴れるが、ディガンが鎖による拘束を強めると、情けない悲鳴を上げてその場に倒れた。すっかり勢いを失った様子の彼の眼の色が戻る様を観察しながら、ディガンはグラシカルを睨にらむ。

「言葉責めだけやって後は他人任せとは、人使いの荒い野や郎ろうだな」

「ごめんね。でも今、僕がその方を痛めつけると、殺してしまいかねないから。それに君、ベテルギウスの称号の件で言いたいことがあるんだろう？」

　機会は公平にね、と笑う顔は、エリッセには見せない種類のものである。境きよう遇ぐうには幾いくばくかの同情を覚えているものの、想定外に愚かだったアリエーズを見ていると黒い一面が出てしまうらしい。

「……食えない野郎だ。オレ様だって、手加減できる気分じゃないんだぞ」

　肩を竦めたディガンは、転がったアリエーズの腹に軽く靴くつ先さきを載のせる。

「なるほど、健康そうじゃないか、このぼんくらベテルギウスが」

「ひぃ、ひっ……」

　アリエーズが誇こ示じする称号を皮肉っぽく口にすると、爪つま先さきにぐっと力を込めた。

「別に〈煌〉を使わずとも、人間をいたぶる方法なんぞいくらでもあるんだぞ、王子様」

「ひっ……!!」

「スマートなオレ様だが、鍛きたえている分それなりに体重はあるぞ。内臓が破は裂れつしたら、さぞかし苦しいだろうなぁ？　案ずるな、死なない程度にすぐ再生させてやる」

　邪じや悪あくな笑みを浮かべたディガンを見上げているアリエーズの喉が、笛のようにひゅうッと鳴った。

「が──げほ、ごほ、がっ」

　突然派手に咳せき込み始めたアリエーズを、ディガンは怪け訝げんな眼で見つめる。

「どうした？　まだ、全く体重などかけていないが」

「やめろディガン、アリエーズをそれ以上痛めつけないでやってくれ!!」

　叫んだのは、まだ発熱が続いているらしくうっすらと赤い顔をしたルトエだ。イライアスの治癒術で眼を覚ましたらしい。

「いや、オレ様はまだ何も……くそ、これだけでもだめなのか、何が健康だ!!」

　いら立ちも露あらわに叫んだディガンは、鎖の拘束を解くと、咳き込んでいるアリエーズの上体を乱暴に抱き起こした。胸むな倉ぐらを摑んで引き上げなかったのは、一応の気き遣づかいである。

「全く、なぜオレ様が貴様の治ち療りようなんぞを」

　愚ぐ痴ちるディガンの手の平から放たれた治癒術は、自称健康体の青年の全身を柔やわらかに包み込んだ。

　過呼吸に陥おちいりかけていたアリエーズは、やがて正常な呼吸を始めた。その瞳はただの茶で、憑つかれたような金色はどこかに行ってしまっている。

「……アリエーズ」

　イライアスにもたれるようにして立っているルトエは、言葉を選ぶ調子で切り出した。

「お前が、私が王位を継いだことに不満を抱いだいていることは知っていた。実際、『星合』での不始末は、お前を含ふくめた全ての臣しん民みんに対して申し訳ないと思っている」

　グラシカルとイライアスは同時に何か言いたそうな顔をしたが、彼女の意思を尊重して押し黙っている。

「だが、このような形で不満を表明されては困る。これでは余計に、二大強国に介かい入にゆうのきっかけを与えてしまうだろう。幸い今回の話は、今のところ〈導きの灯〉より外には出ていないはず。お前は当面謹きん慎しん」

「俺は姉上の、そういうところが大嫌いなんだ!!」

　穏おん便びんに対処しようとする姉の口上を、アリエーズはぴしゃりと遮さえぎった。その顔色は紙のように白いが、眼には自じ暴ぼう自じ棄きな光がある。

「いつもいつも、俺が問題を起こすたびに、年上面づらして庇かばってくれるけど……どうせ姉上だって、腹違いの上に出来の悪い、馬鹿な弟なんて人質に出すぐらいにしか役に立たないと思っているくせに!!」

　たった今自分が人質としていた姉に向かい、すねた子供のような口をきく。

「アリエーズ……それは」

「俺にだって分かってるんだ。俺を担かついだやつらが、俺が姉上より素す晴ばらしい国王になれるはずがないって思っていることぐらい……!!　ギガンスティの連中は、俺と姉上を争わせて不和の種をまこうとしていたんだろう……？」

　禁呪『不幸の星』を利用して、アリエーズとルトエを本格的に仲なか違たがいさせ、第二次南北大戦の引き金を引かせようとしていたギガンスティ。エリッセが『不幸の星』を肩代わりしたことで未然に防がれた事件について、彼も聞いているのだ。

「……貴様、それが分かっていて、みすみすギガンスティの連中の手に」

　思わず責める言葉を発しかけたディガンから、アリエーズは怯えたように眼を逸そらす。

「だって、王にもなれない俺に、なんの価値があるって言うんだ」

「無む明みよう」と呼ばれ、〈煌〉を持たない姉よりはいいけれど、しょせんは四等星。王宮付近では強い〈星〉は生まれにくいことなど分かっているはずなのに、王族や貴族の間では迷信が根深い。あの半はん端ぱさが妾腹の証だと、ずっと揶や揄ゆされてきたのだ。

「アリエーズ……そんなことを言うな。私は、私はお前の価値を」

　必死になってみじめな言葉を取り下げさせようとするルトエを、アリエーズは無視した。

「国と姉上の都合でいつ放り出されるか分からないまま、生きていくのは嫌なんだ!!　せめて王になれば、少しは……っ」

　ぱあんと高い音がして、卑ひ屈くつな言葉が止まった。

　いきなり身を屈めたイライアスが、アリエーズの頰を思いきり平手打ちしたのだ。

「イ、イライアス!?」

　危うくその肩からずり落ちそうになっているルトエを支え直し、イライアスは静かな眼でアリエーズを見み据すえた。

「ルトエ陛下が、あなたをそのような目に遭わせるはずがありません」

　なぜならと、事務的な口調で続ける。

「陛下は私の求婚をお受け下さる条件として、次代の王をあなたの血筋から出すことを要求されたのですから」

「……へ？」

　アリエーズが、馬鹿のようにまばたきをする。

　ディガンはもちろん、グラシカルも初めて聞く話であるらしく、三人揃って間抜けな顔になった。

　イライアス本人の表情は、全く変わっていない。だがほんの少しだけ、灰色の瞳に傷ついた気配が漂っていた。

　いつしか太陽は完全に西に傾かたむいている。茜あかね色いろの光を浴びながら、やがてルトエが口を開いた。

「──私はいまだに病弱で、子を産めない可能性が高かったからな。それに……今は無論そうではないが、イライアスから求婚された当時は、私はこの男の愛情を疑っていた。だからつい、条件めいたことを言ってしまったんだ」

　いつだって正しいイライアス。その正しさに疲つかれ、ルトエがグラシカルに癒しを求めたことを嗅かぎつけた彼は、グラシカルがルトエに『不幸の星』を憑けたと噓をついた。

　そうしてグラシカルが王宮を去った後、何食わぬ顔で彼女に求婚したのだ。下へ手たに他国の人間と結婚して国力バランスを変えるよりも、宰相である私と結婚していただくのがよろしいと思います、というのがその理由だった。

　それに対し、怒りと悲しみとみじめさに震えながら、ルトエは答えた。

　国のためにそれが一番いいとお前が判断したのなら、従う。

　けれど、それはあくまで公的な結婚であり、私的なものではない。

　お前の子は産まない。次の王は、アリエーズの子だ。

「……アリエーズ。私は王宮で唯ゆい一いつ、私に対して感情を剝き出しにしてきたお前のことを、本当に愛しているのだよ。なにせ私の周りには、感情が読み取りにくい男ばかりだったから」

　ルトエのために『不幸の星』を背負って去ったグラシカル、常に宰相としての顔しか見せてくれなかったイライアス。深い想いを持っていても、なかなかそれを見せてくれない男たちに比べると、アリエーズの底の浅さは可愛かわいくて仕方がない。

「だが、お前の性格では、レドレリカ王にはできない。それは私もよく分かっている。だからお前の子ならと、そう言ったんだ」

　いくら弟が可愛かろうが、私情を政治に持ち込まないのはイライアスが最も重視した教えだ。一番の弟で子しとして冷静な判断力を見せつつ、ルトエはほんのりと笑う。

「とにかく、お前をどこかにやったりしない。それだけは、分かってほしい」

「……姉上」

　くっきり頰に手形をつけた、情けない姿でアリエーズは姉を呼んだ。その声にはもう、敵意は残っていない。

「あと、その……イライアス。……私はもう、お前が私をあ、愛していないなどと、疑ったりは……していないからな」

　アリエーズの眼を覚まさせるためにと、かなり自尊心に響きそうな真実をさらしてくれた夫にも、ルトエは気遣いの言葉をかける。

「『星合』の終わり際に私が無様に倒れた時、お前はまず私の身を案じてくれた。今回アリエーズにさらわれた時も、じっと私を助ける機会を窺ってくれた。正直、できればもう少しだけ日常的に、愛情表現をしてくれればありがたいが……だから、その、結婚の条件については、今後は秘密にしておいていいからな……？」

　お前に傷ついた顔をされると、つらいんだ。だってお前は、私の初恋の男だから。

　そう言って、彼女ははにかんだ笑みを浮かべた。







　ひとまず、突発的なクーデターは終焉を迎むかえたようである。

　王宮からやって来た〈綺羅星〉たちが、壊こわれた建物の修復と被害の調査を始めた。案あんの定じよう高熱を出したルトエと、すっかりおとなしくなったアリエーズを連れて、イライアスは王宮に戻る準備をしている。

「全く、世話の焼ける……」

　自分の治癒、次いでぼろぼろになった衣服の修復を終えたディガンが、〈煌〉で作った鏡を覗き込みながら愚痴る。

「ティリス先生も……無事のようだね」

　ちらりと背後を振り向いたグラシカルは、弱々しくも安定したティリスの〈煌〉を感じ取ってため息をついた。

　と、ティリスを女性教師に任せたハーシエルが、二人に近づいてくる。その姿は、完全に十一歳の少年に戻っていた。

　騒そう動どうを起こしたハーシエルであるが、アリエーズたちに比べれば公おおやけへの影響は小さい。トールズ侯爵の息子であることも影響し、後日面談を行うことだけを伝えられ、解放されていた。

　しかし、当然ながらその表情は暗い。

「……ディガン、グラシカル先生、あの……いたっ!!」

「様をつけろと言っただろうが、ちゃんと名前の後にだぞ」

　うつむきがちに切り出したその額ひたいを指で弾はじくと、ディガンは話題を切り替えた。

「小僧、貴様の説教は後回しだ。小娘を呼び戻すぞ。あの小僧と一緒では、間違いが起こる可能性がある」

　ころころ変わる戦況の最中でも、エリッセとセスが戦場を離り脱だつしたことぐらいはディガンも、そしてグラシカルも摑んでいる。

「そうだね。間違いは大袈裟だけど、セスがエリッセに対していろいろ複雑な感情を抱いているのは事実だから」

　落ちこぼれ仲間がまぶしい輝きを放ち始めたことについて、セスは非常に過か敏びんな反応を示している。単純な劣れつ等とう感かんでは片づけられない青い想いの暴発を、グラシカルも懸念していた。

　真しん摯しな表情を浮かべる二人に、ハーシエルは気まずそうに謝った。

「あっ……、ええと、ごめん」

「なんだ？　説教は後でじっくりと」

「いや、そうじゃなくて、セスのこと……早く連れ戻さないと、本当に間違いが起こっているかも。あいつ、ずっとエリッセのことばっかり、言ってたから……」

　ディガンがはっと眼を見開き、グラシカルが乾いた声を出す。

「ハーシエル、君、まさか」

「ぼんくら王弟どもでなく、あの四等星小僧と結けつ託たくしていたのか？」

　ほぼ同時に発された質問に、ハーシエルは怖おじたように瞳を逸らした。

「セスが、アリエーズ閣下たちがクーデターを目論もくろんでるって教えてくれたんだ。あいつの元担当の、バルガス先生が話してるのを聞いたんだってさ。その機に乗じれば、ティリス先生を、手に入れることができるかもって。だからお互い、協力しようって……」

「……わざと、あの小僧と小娘が一緒に逃げるように仕向けたのか」

　静かな声で付け加えたディガンは、黙って右手を振り上げた。

「……二人きりで話したいことがあるけど、僕とかお前とかが絶対側にいるから、機会が作れないって言われて……でも、軽けい率そつだった。ごめん」

　打たれることを覚かく悟ごしたハーシエルが、身を固くする。しかしディガンは、無言でその手を下ろした。

「恋愛脳の馬鹿ガキどもめ。男と女がいればどうしてもそうなるのか、くそったれが……」

　そして、これ以上無駄なことに割さく時間はないとばかりに、気き忙ぜわしく己おのれの感知網の中を確認する。

「二人の〈煌〉が感じられない、くそ……一体どこに行った？　四等星と実質五等星でも、こっちが戦いをやめたことぐらいは〈煌〉の状態で分かるよな」

　ならば、帰ってきてもよさそうなものだ。しかしいまだエリッセたちが姿を現す様子はない。

　同じく捜そう索さく活動をしていたグラシカルの表情も、次第に深刻さを増してきていた。

「二人の〈煌〉の流れを追ってみよう。なんだか嫌な予感がする」

「ああ、あの小僧はあんな十人並みの小娘に執しゆう着ちやくしていたからな。何かあってからでは遅い！」

　しつこく「十人並み」を連呼するディガンを見上げ、ハーシエルがため息をつく。

「……お前、本当に素直じゃないんだな」

「ああ？」

「お前」呼ばわりに眼光を鋭くするディガンだが、ハーシエルはお構いなしだ。

「セスもさ、〈太陽〉の力を得たいだけだからって、何度も僕に言ったんだ。でも、僕には分かったよ。あいつはエリッセのことが好きなんだって」

「……なんだと？」

　固まるディガンに、さらに追い打ちをかける。

「お前と一緒だよ。自尊心が邪魔して、素直になれない」

「……オレ様は、別に……」

　鼻先を押さえ、視線を逸らすディガンを見るハーシエルの瞳はまるで不出来な弟を心配する兄だ。一方グラシカルは、沈ちん黙もくを守っている。

「お前がいろいろあって、恋愛に否定的なのは知ってる。でも人間同士の間に、感情が生まれるのは仕方がないだろう？　少なくとも僕は、いない者みたいに無視するより健全だと思う」

　不義の子と疑われ、長年父母に「いない者」扱いを受けていたハーシエルだ。しんみりとした言葉には、実感と説得力があった。

「早く捜さがしに行けよ。ついでに、素直になれよ。……僕みたいに、大切な人を傷つけてしまう前に」

　さらには犯おかしたばかりの罪まで引き合いに出されては、仕方がない。

「……ふん、分かったような口を……まあ、いろいろあったことだし、たまには優しくしてやってもいいけどな」

　渋じゆう面めんを作ったディガンは、そっぽを向いてうなずいた。

「うん、本当に急いだほうがいいと思う」

　ひたすらエリッセたちの〈煌〉を探さぐっていたグラシカルが硬かたい声を出した。

「二人きりで話すだけ、にしては様子がおかしい。転移の術で、かなり遠くまで移動した形けい跡せきがあるんだ」

「えっ」

「あいつらが転移の術だと!?」

　ハーシエルが息を吞み、ディガンは衝撃に眼を見開いた。
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　セスに導みちびかれるまま、エリッセは戦場と化した〈導きの灯ひ〉の中を駆かけていた。

　エリッセの狭せまくて弱い感かん知ち網もうを震ふるわせて、強大な〈煌キラ〉が放たれているのが分かる。ほとんどがハーシエルで、たぶんディガンとグラシカルが反はん撃げきしている。

「セス！」

　一いつ瞬しゆんティリスの〈煌〉が高まったことに気を取られながら、息を弾はずませて叫さけんだ。

「セス、あの、だめだよ、これ以上離れたら〈太陽〉が届かなくなっちゃうかも！」

　二人はとっくに中庭を抜け、いくつかの講こう義ぎ棟とうを横目に見ながら、ついには〈導きの灯〉の住人たちのために用意された商店街付近まで走り出ていた。すでに中庭の様子は全く目視できない。

「セス、待ってよ、ねえ、これ以上どこへ……、きゃあああッ!!」

　後ろを振り返りながら走っていたエリッセは、突然立ち止まったセスの背に思いきりぶつかってしまった。

『不幸の星』が憑ついていた頃であれば、毎日のように味わってきた痛みだ。一瞬懐なつかしさを覚えたところで、ある意味もっと懐かしい詠えい唱しようが聞こえてきた。

「夜空の支配者、月が一、起源の陰いんよ。我らを距離より」

　いや、詠唱自体は最近しょっちゅう耳にしている。優秀な術者が使用すれば、これは使い勝手のいい、便利な術だから。

　しかし同時に、三等星以下にはまともに使用できず、〈導きの灯〉内では使用が禁止された術である。

　八年前、セスが唱となえたこの術が、エリッセの心と体に巨大な傷を刻きざんだのだ。

「待って、待って、やめて、やだ、その術は……!!」

　冷や汗の浮いた手で腰こしの古傷を押さえながら、エリッセは必死になってセスを止めようとした。

　だがもう遅おそい。無表情にこちらを見ているセスの手が伸び、エリッセの手を摑つかんだ。そのまま結びの言葉を口にする。

「解き放て!!」

「きゃ、きゃきゃきゃああああああッ!!」

　甲かん高だかい悲鳴を上げたエリッセの全身が、巨大な〈煌〉に包まれ──










　特に何事もなく、夜の草原にぽんと放り出された。

「……あ、あ、あれぇ……？」

　呆ほうけているエリッセが使った気の早い治ち癒ゆ術じゆつが、冷たい風に吹き散らされていく。

「怯おびえるなよ、ちゃんと成功しただろう」

　まだ腰を押さえているエリッセに近づいてきたセスが、冷静な声で言うなり手を摑んだ。そのまま強く、引き上げてくれる。

「あ、ごめん、ありがとう、セス……」

　足に力が入らず、よろけたエリッセはセスにぶつかりそうになってしまう。とりあえず謝った瞬間、エリッセは中腰で硬こう直ちよくした。

「セス。その、眼……」

　最初は、三つの月か無数の星かが映うつり込んだのかと思った。

　だがまじまじとこの距離で見ているのだ、見み間ま違ちがえようがなかった。

　セスの茶色の瞳ひとみが、強い金に光っている。

「……ちゃんと立てよ、馬ば鹿か。また腰を痛めるぞ。ほら、寒くないようにはしてやるから」

　自じ嘲ちようを含ふくんだ言葉に促うながされ、とにかくエリッセが立つと、セスはさっと体感温度を制せい御ぎよする術をかけてくれた。そして、広々とした草原を静かに見回す。

「まだレドレリカの中か。さすがに一回じゃ無理だな」

　セスが言う通り、ここは国土の大半が草原であるレドレリカの中のようである。しかし、〈導きの灯〉は見当たらないし、知り合いらしき〈煌〉も感じられない。

　まだ、異常事態に頭が痺しびれているようだ。次の行動を決められないでいるエリッセの手首を、セスが再びぐっと摑んだ。

　彼の全身から強い〈煌〉が放たれ始める。パターンだけは同じだが、〈煌〉の大きさは以前とは比べ物にならない。

「今度は二つだ。夜空の支配者、月が一、起源の陰よ。月が二、至し純じゆんの闇あんよ。我らを距離より解き放て!!」

　より跳ちよう躍やくする距離を増した転移の術が、二人を包んで移動を始める。

「セス、だめだよ、国境を越える転移は許可を……、ひゃああああっ!!」

　優等生め、とディガンに小馬鹿にされそうな言葉も一緒に、エリッセの姿は草原から消えた。







　その後二度、セスは転移の術を使った。そのたびに眼の前の光景は、ますます見知ったものから離れていく。

　最終的に二人が辿たどり着いたのは、どこかの街の外はずれだった。〈導きの灯〉のような〈星〉の学舎とは無関係の街並みに、エリッセは見覚えがあった。

「え、ここ、もしかして、ステッセル……？」

　明るい色で飾られた洒しや落れた建物が、月明かりに輝かがやいている。スーツで決めた国王ラドラスの姿をどことなく彷ほう彿ふつとさせる、瀟しよう洒しやな光景だ。

「相変わらず、教科書に載のっているレベルのことはよく知ってるな、エリッセ」

　さすがに長距離の転移は疲つかれたのか、軽く息を弾ませながらセスがつぶやく。気づけば時刻は第二の月・至純の闇が中天に差しかかった頃であり、冬の夜の闇に金の瞳が鮮あざやかだ。

「ひぃ!?」

　仰のけ反ぞるようにして後ずさるエリッセだが、セスは落ち着いている。

「お前の力を使えれば、もっと楽ができたはずなんだけど、まあいいか。派手に力を使われると、居場所がばれちまうし」

「私は、ば、ばれて、いいんだけどね……？」

　遅まきながら恐きよう怖ふを感じ、もっと後ずさろうとしたエリッセの手をセスが摑む。

　そのまま強く引き寄せられ、強制的に向かい合わせの位置に立たされた。

「セス……」

　冷たい夜風以外の理由で、体が芯しんから冷えていく。身震いするエリッセを、金色に変じた瞳がじっと見つめていた。

「……どうして？」

　やっとのことでそれだけ聞くと、セスも端たん的てきに答えてくれた。

「俺はもう、誰だれにも見下されたくない」

　天才少年として〈導きの灯〉に入団したものの、期待されるような結果を出せなかったセス。その気持ちは、劣れつ等とう生せい仲間だったエリッセにはよく分かる。

　けれどセスは、もう自分のことを仲間だとは思っていないのだろう。

　エリッセは〈太陽〉。特別な人間に、なったのだから。

「私は、セスのこと、見下したことなんかないよ……？　あんまり側に来ないでほしいと思ったことならあるけど、それはセスがうひゃあっ!?」

「側に来ないでほしい」と口にしたあたりで、さらに強く引き寄せられた。以前ならふくよかな肉に覆おおわれていたはずの固い胸に、顔面から衝しよう突とつする。

「いひゃい!!　な、何するのっ!?」

　もしかするとセスは、『不幸の星』に憑かれ、万年六等星と蔑さげすまれていたあの日を思い出せとでも言いたいのだろうか。ぶつけた鼻を押さえて抗こう議ぎしても、エリッセを拘こう束そくした手は揺ゆるがない。

「言っただろう！　俺は誰にも見下されたくないんだ。だから……だから、そのために、そのためだけにお前の協力が必要なんだ!!」

　彼女を抱だきしめたまま、セスは大声で叫さけんだ。うっすらと赤く染まった顔は、その腕うでの中にいるエリッセには見えない。

「お前がほら、お、俺のことを、もうちょっと、好きに、なれば、さ。俺もお前の〈太陽〉の輝きを……返せるはず、だろ？」

　ぶっきらぼうに口にされた「好き」が、なぜか先日のディガンとの会話を呼び覚ます。

　そういえばあの時も、こんな風に月明かりの下で二人きり、いきなり抱きしめられて。

　思い出したらなんだか顔が赤くなってきた。しっかりしてエリッセ、と己おのれに言い聞かせる。

　あれは演技だと、ディガンは今でも執しつ拗ように繰くり返しているではないか。セスは〈太陽〉の力を手に入れるための、一番簡単な方法を使おうとしているだけだ。

「だ、大丈夫大丈夫、私は尻しり軽がるの上に面食いだから、ちょっとかっこいい人が近くに来ると都つ合ごうのいい誤解をしちゃうだけ……」

　ディガンが自分を評する最低の単語を持ち出し、心を落ち着かせていると、セスが怪け訝げんな顔をした。

「おい、何か言ったか？」

「う、ううん、なんでも！　でもあのね、私セスのこと、えーと、嫌きらいじゃないよ……？」

　若干余裕を取り戻もどしたエリッセが言うと、セスは不ふ機き嫌げんな眼をした。

「噓うそつけ、お前さっき『あんまり側に来ないでほしい』とか言ったじゃねえか」

　さっきのひと言を、かなり根に持っているらしい。妙みような細かさも、ディガンを思い出させる。

「なんだか今日は、ディガンさんみたいな人によく会うなあ……」

　我われ知らずそうつぶやいた瞬間、エリッセの肩かたに遠えん慮りよがちに回されていた手に力がこもった。ディガンと同じ金の瞳が燃えるような光を発している。

「セ、セス!?　痛い、ち、近い!!」

　いきなりセスの顔が近づいてきて、エリッセは仰ぎよう天てんした。だがセスの腕の中に逃にげ場はなく、せいぜい顔を背そむけるぐらいだ。

「……嫌いじゃないレベルじゃ、足りねえんだよ。アミテージア先生ならとにかく、あの偉えらそうなおっさんを好きになれるなら、俺のことだって好きになれるだろ」

　耳元をくすぐる声に背筋がぞわぞわするが、「おっさん」のひと言に気が逸それる。

「おっさ、いやおじいちゃ、あわわ、えーと、ディガンさんのことだよね……？」

　危ない、今のをディガンに聞かれていたらどんな目に遭あわされることか。ぎりぎりで危険な単語を飲み込んだエリッセは、間近にある金の瞳を改めて見つめた。

　ディガンと同じ色。この色の眼をした人間に出会ったのは、セスで五人目だ。

　最初はディガン。次はジャノン。アリエーズ、ロージナウと続いたが、ディガン以外にはある共通点がある。

「セスにその力をくれたのは、やっぱりギガンスティの、帝王陛へい下か……？」

「そう。あの人と、ランゼ先生だ」

　今さら隠かくせもしないと思ったのか、セスは迷いなく教えてくれた。付け足された天敵の名に、エリッセは眼を見開く。

「ランゼ先生も!?　ああ、でもそうだよね、あの人はギガンスティの間かん者じやだものね……!!」

〈導きの灯〉の教師、ランゼ・リトリス。グラシカルにつきまとい、エリッセに『暗黒星』を使わせた失格教師は、しばらく姿を見なかったが……ようやく『暗黒星』を受けたダメージから完全回復したのだろうか。

「らしいな。だから、逃げようなんて思うなよ。ランゼ先生とは、ここで落ち合う手はずなんだ。分かってると思うけど、あの人はおっさんレベルに強いぞ」

　周囲を警けい戒かいするように視線を走らせながら、セスは念押ししてきた。

「な、なんでステッセルで」

「馬鹿かお前。レドレリカで〈太陽〉の受け渡しなんかしたら、すぐにばれるに決まってるだろ。……名前が売れていない俺を仲間に入れてくれたのも、目くらましのためだしな」

　ばらばらだった点が繫つながり、ひとつの形を成していく。エリッセははっとして尋たずねた。

「じゃあ、アリエーズ閣下のクーデターも……!!」

「決まってら、ただの目くらましだ。レドレリカに注目を集めておいて、〈太陽〉の引き渡しは別場所でやろうっていうことさ」

　なんということだ。いや、クーデターに成功してもらっては困るのだが……アリエーズは、ついに好機が巡めぐってきたと無む邪じや気きに喜んでいたのに。

　つまりはハーシエルの起こした騒さわぎも、目くらましの一いつ環かんだったということだろう。

　なんとも言えない気分になりながら、エリッセはいったん逸れた話を元に戻す。

「セス。帝王陛下があなたに与えた、その力は……寿じゆ命みようを削けずる、危険な力だって、知ってる……？」

「……四等星として、地面に這はいつくばったまま、じじいになるよりましだろ。お前だって、おっさんを頼るために一か八ばちかの賭かけに出ただろうが」

『暗黒星』のことを引き合いに出されるとエリッセも弱いが、寿命を削るような術だと知っていればどうしたか分からない。

「まあ、『暗黒星』に相当神経は削られたけどね……」

　ランゼが正しい知識を与えてくれていれば、『暗黒星』ディガンを呼び出すこともなかっただろう。今はもう慣れたので、時には可愛かわいいと思うことすらあるが。

　ひとりで突っ込んでひとりで笑っていると、肩を抱く手が強くなる。痛いほど食い込む指にぎょっとすれば、金の瞳が思いつめたように光っていた。

「やめろ、あのおっさんのことを思い出すな！　今お前の眼の前にいるのは俺だし、俺との付き合いのほうがずっと長いだろう!!」

「あ、うん、それは分かってるけど……!!　ていうかセス、馬鹿なことはやめて、眼を覚まし、いたッ!!」

　遅おくればせながら説得を試みたエリッセだったが、セスはいら立ったように彼女を拘束する腕に力を込めた。

「──お前、俺がしょせんは四等星だって、何もできやしないって舐なめてるだろう」

　舐めているというか、実感が湧わかないというか、緊きん張ちようが高まりすぎて緊張を維い持じできなくなっているというか。どう説明しようかと考えている間に、体を強く押された。

「俺だって、あのおっさんにできるようなことはできるんだって、思い知らせてやる……」

　とてつもなくセスの顔が近いし、なんだかはあはあ言っているような気がする。

「へ、ちょ、やだ、セス、い、息が荒いけど何!?　ランゼ先生が来るんだよね!?」

　後ろに倒れそうになりながらも押し返すことができたのは、ディガンの訓練の賜たまものだろう。しかしこのままでは、いずれ力負けする。

「ちょ、待って、待って待って待って！　おおお落ち着いて、ディガンさんは私にこんなことしないよ!!　やめて、変なことしたら本当に嫌いになるから……きゃきゃきゃああああッ!?」

　膝ひざが砕くだけそうになる。しかしエリッセが裏返った悲鳴を上げたのは、セスの後ろに彼とは別の金の瞳を見つけたからだった。







「相変わらず若いっつーか、幼おさないねえ、ぼうや。レドレリカにはそういうのしかいないのかい？」

　癖くせのある金茶の髪かみをがりがりかきながら、呆あきれたようにぼやくのは金眼の男。

　全身真っ赤の派手派手しい服装の腰には、複数の銀色の缶がぶら下がっている。突然の転移により中に詰まった飴あめが揺れ、がらがらと騒がしく鳴っていた。

「なっ、お前、あの時の『マッド・キャンディ』……!?」

　異常事態に気づき、振り向いたセスは顔面蒼そう白はくだ。エリッセも一瞬助かったと思いきや、すぐに真まっ青さおになる。

「覚えててくれたか、ぼうや。そう、オレは『マッド・キャンディ』ジャノン・グラス」

　心躍おどる戦せん闘とうと飴が大好きな〈超新星〉ジャノンは、三年しかもたない体と引き替えに爆ばく発はつ的てきな〈煌〉を得たギガンスティの実験体。

　だが今や、ジャノンはギガンスティとリューナーの制御を離れていた。どこまでも純じゆん粋すいなバトルマニアである彼は、己の〈星〉をより大きく輝かせてくれる〈太陽〉を得ることにしか興味がない。

「くっ……!!」

　唇くちびるを嚙かんだセスが早口に唱えた詠唱により、収しゆう束そくした〈煌〉は光の矢となってジャノンの胸を狙ねらう。

　しかしジャノンは至近距離から放たれたそれを、全くのノーガードで受け止めた。光の矢はその右胸に刺ささり、鮮せん血けつが赤い服をより赤く染める。

「なっ」

「ひい!?」

　セスのみならず、エリッセも息を吞のむが、ジャノンは全く平気な顔をしていた。

「おー、いてて、すごいすごい。強くなったな、ぼうや」

　異常な打たれ強さを誇ほこるジャノンは、荒っぽいやり方でセスの能力を測った。素直に感心した顔をしているが、恐おそれている様子は全くない。

「ついでに〈太陽〉の嬢じようちゃんの運うん搬ぱんご苦労さん、ぼうや」

　だめ押しに、そんなことまで付け加える。たまりかねたようにセスは叫んだ。

「ふざけるな、ランゼ先生はどこだ!!」

「あー、ランゼ？　知らないなあ」

　とぼけた口調で笑うジャノンを、エリッセは愕がく然ぜんとして見た。

「ま、まさかあなた、ランゼ先生を……？」

　回りくどい陽動を重ね、ステッセルにまで自分を移動させたくせに、いまだ姿を見せないランゼ。二等星を自称していたが、彼女の実際の能力は複数の一等星相手に渡り合えるレベルだ。

「なんだ、ランゼのやつ、結構慕したわれていたんだな」

　またもとぼけた回答をしたジャノンだったが、セスにとってはそれで十分だったようだ。大きく顔を歪ゆがめ、片手を突き出す。

「よくもランゼ先生を!!　夜空の支配者、三つ子の月たちよ……!!」

　頰ほおがびりりと引きつれるほどの〈煌〉が、その全身から放たれた。金の瞳が燃え上がるような輝きを発している。

「セス、だめっ!!」

　エリッセの制止も虚むなしく、青ざめた唇から禁きん呪じゆに近いレベルの攻こう撃げき術じゆつが飛び出した。

「冷たい死の針を、五体に打ち込め!!」

　針状に凝ぎよう縮しゆくされた〈煌〉が、ジャノンの全身に打ち込まれる。一いち撃げき必殺のその術を受けた瞬間、確かにジャノンは口元を歪め、よろめいた。

　それだけだった。

「……じょ、丈夫!!」

　思わず見たままを突っ込んでしまうエリッセを尻目に、ジャノンはふうっと大きく息を吐はき、腰の缶から飴を取り出して口に放り込む。がりがりと好物を嚙み砕くしぐさはやや乱暴で、いら立ちと諦あきらめが同居していた。

「……人様からもらった〈煌〉をフルにぶっ込んで、ひたすらでかい術を撃うつだけか。つまんねえ戦い方をするようになったな、ぼうや」

　そうつぶやいて、最大の攻撃術をあっさりいなされて硬直しているセスの襟えり首くびを摑む。
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「うあっ……!?」

　中空に吊つり上げられたセスに、ジャノンは哀あわれむように言った。

「人より強い〈煌〉を得た。そう思った分、お前は弱くなった」

　ひと言宣言するなり、無む造ぞう作さにその体を投げ飛ばす。地面に軽くバウンドし、倒れたセスを見ながら砕いた飴を飲み込んで、

「本当に残念なぼうやだよ。この前の転移の術のアレンジなんかを見るに、お前には術の創作のほうが向いてそうなのにな」

　やれやれと肩をすくめた金の眼が、不吉な輝きを見せ始めた。

「いずれにしろ、一回は見み逃のがしてやったのに、また突っかかってきたのはそっちだ。二度目の慈じ悲ひをかけるほどオレは甘くない。悪いが」

「やめて!!」

　今にもセスに向けて術を放ちそうなジャノンを、エリッセは懸けん命めいに止めた。

「やめてジャノンさん、セスを殺さないで!!」

「……あ？」

　よほど今のセスの態度が腹に据すえかねているのか、ジャノンは剣けん吞のんな瞳で見返してきた。

　過去にもあっさり「殺す」と言われたことはあったが、ジャノンは基本的に陽気で明るく、いつも元気そうなのだ。もろに不機嫌な態度で接されたことはない。

　正直、ものすごく怖こわかった。しかしセスをここで殺させる訳にはいかないのだ。

「あ……、あなただって、私に好かれたいんでしょう!?」

　なんとかしなければ、という衝しよう動どうに突き動かされるまま、まるでディガンのような台詞せりふを口にする。

「……ま、そうなんだが」

　ジャノンも毒どく気けを抜かれたのか、「面と向かって言われると照れる」などとぶつぶつつぶやいた。

「セスを殺したりしたら……、私は絶対に、絶対にあなたのことなんか好きにならないから!!　〈太陽〉の力なんか、使わせないから……!!」

　拳こぶしを握にぎって力説すれば、ジャノンはあっさり両手を挙げて降参を示した。

「分かった分かった、オレの負けだ。このぼうやは殺さない。……だから嫌わないでくれよ嬢ちゃん、頼む」

　苦笑いしたジャノンが近づいてくる。ぎくりと身を固くしたエリッセの肩を、大きな手が抱いた。

「その代わり、オレと一緒に来てもらうぜ、嬢ちゃん。一応言っておくが、ぼうやの存在抜きでも嬢ちゃんがオレに敵かなう訳ないだろう？　おとなしくしていろよ」

　なだめるようにぽんぽんと肩を叩たたかれ、エリッセはうなだれた。悔くやしいがジャノンの言う通りだ。それに〈太陽〉を解放し、ステッセル内で下へ手たに援えん軍ぐんなど呼ぼうものなら、二度とこの国から出られなくなるかもしれない。

「ジ、ジークハートさんと反省会をやり続ける一生は嫌……!!」

　先日紹しよう介かいされたステッセルの一等星のことなど思い出して身震いしていると、セスが大声で叫ぶのが聞こえた。

「ふざけるなジャノン、エリッセを放せ！　そいつは俺の大事な……、〈太陽〉!!　俺を輝かせてくれる踏ふみ台なんだ!!」

　七割方戦意喪そう失しつしているらしく、明らかに腰が引けているが、まだジャノンに突っかかるあたり見上げた根性である。

「エリッセ、お前もだ！　あのおっさんの言う通りだな、この尻軽!!　ちょっと顔が良くて強い〈星〉なら誰でもいいのか!?」

「ステッセルまで来てそんな話をばらまくのやめてくれる!?」

　またそこだけ噂うわさがひとり歩きしては困る、と泡あわを食うエリッセの肩を抱いたまま、ジャノンはくすりと笑った。

「この期ごに及およんで素直じゃないぼうやだ。だがま、その辺にしておきな。嬢ちゃんが拾ってくれた命、無む駄だにすることはない」

　一瞬、ジャノンは射い貫ぬくような眼まな差ざしでセスを見た。迫はく力りよくに打たれ、動きを止めたセスにひらひらと手を振る。

「ぼうやはたぶんオレより長生きするだろう。がんばって自力で〈煌〉を磨みがいて、あと嬢ちゃん以外に可愛い子を見つけな。大丈夫、たぶん顔だけなら嬢ちゃんより可愛い子はいっぱいいるから」

「ちょっ……!?」

　非常に失礼な言葉に憤いきどおる暇ひまもなく、続く転移の術にてエリッセはその場から姿を消した。










　三回、いや四回か五回ほど、どこか知らない風景を見た。

　しかしここはどこかと尋ねる前に、ジャノンはすぐに転移を行い、次の場所に移動してしまう。

　分かるのは、転移のたびに周囲の景色が雪深くなっていくことだけだ。セスに代わって体感温度を維い持じする術を使ってくれているのか、あまり寒くはないが、暖かいレドレリカではおよそ見られない降雪量である。

「ほい、到とう着ちやく。まだ〈煌〉を消しておけよ、嬢ちゃん」

　最終的に辿り着いたのは、どこか巨大な建物の裏庭と思おぼしきところだった。すっかり夜である上に、ごく大おお雑ざつ把ぱにどけられた雪に埋うめ立てられているので広さが分かりにくいが、裏庭と言うのがもったいないぐらいの広さがある。

　おまけに、この場所になんとなく見覚えがある。

　装そう飾しよくは控ひかえめだが重厚で、威い圧あつ感かんにあふれた石造りの建物。少し向こうに見える、逆に装飾的な白い塔とう。月明かりに光る対照的な建築物は、教科書にも……

「ここからちょっと歩くぜ、嬢ちゃん」

　ぼんやりと周囲を見回していたら、ジャノンに手を引っ張られた。逆らう術すべもなく、きょろきょろしながら歩き出す。

「あの……ここ、ど」

「なあ嬢ちゃん、嬢ちゃんは尻軽なのか？」

「はあ!?」

　いきなり例の単語を蒸し返され、エリッセは眼を剝むいた。

「いや、ですから、面食い傾向があることは否定しませんよ!?　でも顔が良ければなんでも許されると思ったら大間違いですから!!　私は基本的に、かっこよくて優しくて賢かしこい男性が好きなんです!!」

「へえ、理想が高いんだな」

　オレは気に入った相手になら優しいんだけど、とジャノンは笑った。

「でもオレは尻軽、嫌いじゃないぜ。口く説どく手間が省はぶけて助かる」

「最低の理由!!」

　違う、そういう形で肯こう定ていしてほしい訳ではない。ぐったりするエリッセの手を引いて歩きながら、ジャノンはふと声の調子を落とした。

「時間がかからないってのは、最高だろ。なにせオレには時間がないんだ。──だから、ごめんな」

　今までにない口調に、改めてエリッセは怯えた。摑まれている手のあたりが、ぞっと鳥とり肌はだ立ったのが分かる。

「あの、ここ、どこですか……？」

　通用門と思しき小さな門をくぐりながら、エリッセはもう一度尋ねた。

「どこだと思う？　嬢ちゃんなら、分かるんじゃないか」

　からかうように言ったジャノンと連れ立って、気づけばさっきの建物の表側まで来ていた。

　見回せばそこかしこに、同じような建物が並んでいる。雪深き国の中央部、立ち並ぶ堅けん牢ろうな建物の一部は、罪人を閉じ込めるために使われていた歴史があり──

「え」

　大きく吐いた息が白い。

「あれ、ここ、ギガンスティの王宮……!?」

「お、すごいな、ノーヒントでよく分かった。さすが、地味な暗記は得意なオレの嬢ちゃん。正確にはちょっと離れたところにある離り宮きゆうだけどな」

　のんきにジャノンは褒ほめてくれるが、エリッセはそれどころではない。「オレの」発言も耳を素通りした。

「だって、教科書の写真と同じ……！　あれは贖しよく罪ざいの塔ですよね……!?」

　灰色や黒が多く使われた建物の中、色味も建築様式も明らかに違うほっそりとした塔。華きや奢しやなその塔は全体が吹き抜けになっており、最上階から降り注そそぐ光の中で『贖罪の王』はひたすら祈いのり続けるのだ。

　そこまで一気に考えたエリッセは、信じられない思いでいっぱいになりながらジャノンを見た。

「もしかして……ランゼ先生だけじゃなく、帝王陛下も、すでに……？」

『星合』の際、ジャノンはリューナーの脇わき腹ばらを抉えぐり取って決別を宣言したのだ。

　なのに転移の術を駆く使しして、わざわざギガンスティ王宮にまでエリッセを連れてきた、その意味は。

　悪い想像に支配され、凍りついているエリッセを呆れたような声が呼ぶ。

「勝手に殺さないでくれるか、レディ？」

　ぎょっとして声がしたほうを向けば、長いダークグレイの髪を夜風に遊ばせた帝王の笑顔がある。

「きゃきゃきゃあああああ幽ゆう霊れいッ!?」

　もっとぎょっとしたエリッセが特とく徴ちよう的てきな悲鳴を上げれば、リューナー・ギガンスティは微び苦く笑しようしてみせた。

「レディはどうしても俺を殺したいようだな。こんな美形の幽霊がいるかい？　それと、人払いはしてあるが、あまり大声で騒さわぐのはやめてくれ」

　華はなやかな容姿をひけらかすように、リューナーは大きく両手を広げてみせた。

　長身を包むのは、『贖罪の王』の正装である聖職者めいた白い長ちよう衣いではない。そのあたりの若者のような、気楽なシャツ姿でもない。

　黒をベースに真しん紅くが配された、華か美びな軍服だ。かつて南北大戦を引き起こしたアスラム・ギガンスティも教科書で同じような服を着ていたが、どこか線が細かった祖先よりもリューナーのほうが似合って見えた。

「い、いえ、美形かどうかはまた別の問題で……でも、あの、本当に帝王陛下……!?」

　一体どういうことだろう。茫ぼう然ぜん自失のエリッセをよそに、リューナーの隣となりの亜あ麻ま色いろの髪の若者が、ジャノンを見つめてうなずいた。

「ああ、ちゃんと〈太陽〉を連れて戻ったんですね、ジャノンさん。じゃ、私はこれで」

　ジャノンのお目付役のニコラ・セイドリックだ。しかし久しぶりに顔を見た彼は、必要事項を確認するが早いかさっさといずこかへ歩き出してしまった。

「ははは、ニコラのやつは、清すが々すがしいぐらい最低限しか仕事しねーなぁ」

　面おも白しろい戦いの匂においさえすれば、他の用事も投げ捨ててしまうジャノンと比べると対照的である。エリッセが一瞬ニコラに気を取られた隙すきに、リューナーは大おお股またに彼女に近づいてきた。

　さっきまでジャノンが握っていた手をリューナーが取る。いつかのように、手の甲に唇が触ふれた。

「改めて歓かん迎げいしよう、春の大陸のお嬢さん。我わが城へようこそ」

　気取ったしぐさが一々様になっている。だがそうされるのが二度目ということ、何よりすっかり混乱しているエリッセは、淑しゆく女じよとして扱あつかわれることに意識が回らなかった。

「こ、こここ、これ、一体、どういうこと……!?」

「簡単な話さ。オレの反はん抗こうは、狂きよう言げんだった」

　おろおろしているエリッセに、ジャノンがあっけらかんと答えてくれる。

　今のリューナーの反応からして、そうだろう。だがそれが分かっても、疑問は山積みだ。

「なんで、狂言なんか……？　あなたみたいに、ひたすら戦いたい人が……？」

　戦闘の悦よろこびがすべてにおいて優先されるバトルマニア。だからこそ、帝王に背いても〈太陽〉を得たいという彼の言葉を今まで疑ってこなかったのに。

「失礼だな、オレにだって一応人並みの情はあるんだぜ？　オレに力を下さった陛下の頼みであり、ギガンスティ二百年の悲願成じよう就じゆのためだと言われりゃ、多少は協力するさ」

　またしてもあっけらかんと、ジャノンは答える。彼については分かったが、リューナーがそんなことをさせた理由が分からない。

「ジャノンさんと帝王陛下の決別が、狂言として、どうしてそんなことを……？　二大強国にアピールするためですか……？」

　いったんステッセルに連れて行かれたことを思い出しながら聞けば、リューナーは首を振った。

「平たく言えば、可能な限りランゼに食いつかれるまでの時間を稼かせぐためさ」

「ランゼ先生？」

　めくるめく展開のため、意識の隅すみに置かれていた名前の意外さに驚おどろいてしまう。

「……え、じゃあ、ランゼ先生が、反抗した……？　だから私を奪うばうついでに、ジャノンさんがあの人を始末した……？」

　断片的な情報を使い、必死に筋道だったストーリーを組もうとしていると、頭ず上じようでジャノンとリューナーが顔を見合わせた。

「ずいぶんオレを買ってくれるな、嬢ちゃん。オレがあのランゼに勝てると思ってくれるとは」

「しかも反抗、な。嬉うれしいことだねレディ、あいつが俺の部下だと思ってくれているとは」

　珍しく、苦笑めいたものを覗のぞかせる二人を見上げてエリッセはきょとんとする。

「え、え、……違うんですか？」

　高い実力を備えた二人は、ディガンほどではないが相当自じ負ふ心しんも強いはず。なのにどうして、明らかにランゼを「上」として見た発言をするのだろう。

　彼女が強力な、おまけに性格的にも扱いづらい〈星〉であることは知っているが、帝王と〈超新星〉が揃そろって危険視するような相手なのか？

「詳くわしくは、もう少し暖かいところで話そう。ギガンスティの冬の夜は堪こたえるからな。悪いが転移の術を使うと居場所がばれるので、ちょっと歩いてもらう」

　場所を変えようと促され、ここで逆らうこともできないエリッセは、渋しぶ々しぶ二人に挟はさまれて歩き出した。第四次エリッセサンド怖すぎる、とぼやきながら。







　床ゆか一面に毛皮を敷しき詰められた、豪ごう華かな応接室に通されたエリッセに、リューナーが大きなカップに入ったホットチョコを渡してくれる。

　口を付けることにためらったが、考えてみればアリエーズのクーデターが発覚して以来、半日ほどまともに食事もしていないのだ。

「た、〈太陽〉を殺すなんて、もったいないことしないよね……？」

　おずおずとひと口飲むと、濃のう厚こうな甘さが全身を心ここ地ちよく満たしていくのが分かった。一口で止められず、ついカップを抱かかえてしまう。

「あー、これ飲むとギガンスティに帰ってきたって感じだよなあ」

　隣で同じくホットチョコをすすっているジャノンは、能天気な感想を漏もらしている。飴好きだけあって甘いものは好きらしい。

「喜んでいただけて光栄だよ、レディ」

　革張りのソファの向かい側に腰を下おろしたリューナーが、こくこくホットチョコを飲んでいるエリッセに微笑ほほえみかけてくる。そしていきなり、室内に漂ただよう甘い香りにはまるでそぐわない話を始めた。

「遙はるかな二百年の昔。時のギガンスティ国王アスラム・ギガンスティは、従い兄と弟このクーデターによりここの地ち下か牢ろうに幽ゆう閉へいされたんだ。このあたりは、レディも知っているかな？」

　口の中のチョコがいきなり苦くなったような気がしたエリッセだが、ためらいがちにうなずく。

「ええ、ギガンスティの歴史はまあ、ひと通り」

「じゃあこれは知ってるか？　地下牢の奥深くで、アスラム陛下が〈扉とびら〉を見つけたという話は」

「〈扉〉……？」

　何かの比ひ喩ゆだろうか。不思議に思って聞き返すと、リューナーは説明を足してくれた。

「〈夜の底そこ闇やみ〉に続く〈扉〉さ。そしてランゼは、あの〈扉〉の向こうから来た化け物だ」

「〈夜の底闇〉!?　化け物!?」

　せっかく飲んだホットチョコが逆流してきそうだ。エリッセは半なかばソファから腰を浮かせてしまった。

「人間じゃないって……そういうことですか!?」

　だからさっき、ランゼの話題が出た際に、二人ともおかしな態度を取ったのか。

「さあな。俺も詳しくは分からない。分かっているのはあいつが、〈夜の底闇〉に眠る強大な力をアスラム陛下に、そして俺に与えてくれたことだけだ」

　エリッセを見るダークグレイの瞳の中で、金色の光がゆらりと泳ぎ、消えた。予期していたこととはいえ、間近で見せつけられた「証」に胸が痛む。

「……どうして？」

『贖罪の王』の苦く悩のうは、万分の一ぐらいなら想像できるつもりだ。祖先の罪を永遠に償つぐない続けるなんてひどい話だとは思うが、だからといってこんな手を使ってまで戦争をやり直そうとするなんて。

「大きな犠ぎ牲せいを払って、やっと戦争は終わったのに!!　どうしてそんな、戦火の種……ひゃあっ!?」

「やっと、戦争は、終わった？」

　ひと言ずつ区切るように言ったリューナーが、間近でエリッセを見据えている。中腰の姿勢を保たもてず、すとんとソファに尻を落としたエリッセを、リューナーは怒いかりを秘めた眼で見下ろした。

「そうだな、戦争は終わってしまった。ギガンスティの人間を見る南部連合の連中の眼を変える、唯ゆい一いつの機会は失われた」

　自分も座り直したリューナーの口調は、静かだった。グラシカルが時折見せる、いっそ怒ど鳴なりつけてほしい類たぐいの静かさだったが。

「元々我が国は、流る刑けい地ちとして使われていたような場所だ。なまじ〈星〉の生まれやすい土地柄がらだったために、瘦やせた土地でわずかに育つ作物目当てに〈星〉たちが醜みにくく争い合う吹きだまり。ずっとそうやって蔑まれてきた」

　ギガンスティの建国自体、北部大陸バザルトーンでも最北の荒こう野やに罪人として捨てられた人々が集まったというもの。犯罪者の集団に国名がついただけ、という揶揄は、南北大戦が始まる以前から彼らにつきまとっていた。

「だから我らがアスラム王は、ランゼの誘ゆう惑わくに乗ったのさ。南の豊かな実りを手中に収め、ギガンスティを見下してきた連中に思い知らせてやるためにな。もっともあの方の希望はごくささやかな……幼い日に見た、永遠のように降り注ぐ花はな吹雪ふぶきをもう一度見たかった、それだけだったらしいが」

　アスラムの名を口にする時だけ、リューナーの口調は敬けい虔けんさを帯びる。聖職者めいた『贖罪の王』の長衣を嫌いやがるリューナーだが、初代帝王の話をする時だけは似合うかもしれない。

「俺はアスラム陛下の遺志を継つぎ、俺たちが破れた戦争をやり直そうと、もう一度〈扉〉を開いた。しかし、ランゼは信用できない」

　彼女は自分に力を与えてくれたと言いながら、あれは化け物だと、信用できないとリューナーは断言する。

「そもそもなんで、ランゼ……先生は、あなたたちに力を貸してくれるんです……？」

　今さら呼称を変えることができず、「ランゼ先生」呼びのまま尋ねれば、リューナーは感心したように微笑んだ。

「そう、そこだよ。さすがレディは聡そう明めいだな」

「いえ、大体私に寄ってくる人って、必ず見返りを要求してくるので……」

　ましてあのランゼが、ただで手を貸してくれるものか。まさかギガンスティの無念を晴らしてあげたい、などと殊しゆ勝しようなことは言うまい。

「ランゼはアスラム陛下にも俺にも、同じ理由を言った。ただ純粋な好奇心を満たす、そのためだと。気が遠くなるほどの年月を生きてきたあいつらには、それぐらいしか楽しみがないとな」

　共感しづらいが、だからこそ一応納なつ得とくはできる。ランゼ先生らしいと言えばらしいけど、と考えたエリッセは、ふと恐ろしい単語を聞き流しかけていたことに気づいた。

「あいつ『ら』？　えっ、ランゼ先生みたいなのが、他にいるんですか!?」

　気け色しきばむエリッセに、リューナーはうなずく。

「らしいのさ。〈夜の王〉がな」

「〈夜の王〉……？」

「〈夜の底闇〉を統すべる存在、だそうだ。俺があいつの望むほどの成果を出せば、会わせてくれるんだとさ。もっとも、あいつにそんな気はなさそうだが」

　欠片かけらも信じていない口ぶりで結ぶと、リューナーは思案を巡らせるように天てん井じよう付近を見た。

「これは俺の勘かんなんだが……ランゼには、たぶんもっと他に目的があるんだ」

「他の目的……？」

　途方に暮くれて、エリッセは同じ言葉を繰り返した。さっぱり予想できない。

「アスラム陛下も、あいつの危険性に勘づいたんだろうな。だからこそ、あと一押しで勝てる戦争の最中に、突然〈扉〉を閉めてランゼを追い払った」

「あ！　だから……!!」

　南北大戦終しゆう盤ばん、開戦当初は相手を舐めきっていた南部同盟は完全に追い詰められていた。記録によって細部はまちまちだが、ギガンスティの勢いはすさまじく、負ける要素を探すほうが難しいぐらいだった。

　しかし、結果はギガンスティの敗北。

　何かに憑かれたように進撃を続けていた帝王アスラムが、突然崩ほう御ぎよ。同時に、緊きん急きゆう停戦命令が出たからだ。

　不自然だとは思っていた。事実、今でも暗殺、もしくはクーデターのせいだったのではという憶おく測そくは後を絶たたない。

　だがそもそも、病弱でおとなしい性格だったというアスラムが、突然バザルトーンを統一してアレンディに襲おそいかかってくること自体が突飛なのだ。不自然な力が働いていたと考えるのが、自然ではないか。

「だが、あの時のことでランゼも懲こりたようだ。下手に〈扉〉に手を出したりすれば、すぐに感知するし……あいつが与えてくれる力は非常に魅み力りよく的てきなんだが」

　危険性は分かっているが、彼女がもたらす力は欲しい。図ずう々ずうしい希望を、リューナーは優ゆう雅がな口調で口にした。

「だから回りくどい真ま似ねをして、ジャノンとの決別を演出し、秘密裏にレディを手に入れたという訳さ」

「……そういうことだよ、嬢ちゃん」

「え、ええ、まあ、大体は分かりましたけど……」

　つまりはエリッセを、ランゼの眼を盗んでギガンスティ王宮に運び込む。ただそれだけのために、あちこちの人間関係を引っかき回してくれたらしい。

　腹も立つのだが、それ以前にだから？　という気分だ。

「あの、申し訳ないですけど、陛下は私の〈太陽〉に期待しすぎだと思いますよ……？たとえあなたが〈太陽〉の輝きを返せたとしても、〈夜の底闇〉から来たような相手に勝てるかどうか……」

　目くらましだと、セスは言った。

　そうだ、せいぜいが目くらましなのだ。アリエーズのクーデターも、ハーシエルの暴発も、セスの裏切りも、ジャノンの狂言も。一つ一つは派手だし、攪かく乱らん効果はあるだろうけど、最終的にエリッセが〈太陽〉を使えば一発でばれる。

　ランゼの真の目的が何かは知らないが、二百年前と同じ展開を彼女は望んでいないだろう。下手をすれば自分もリューナーも殺されて終わり、ではないか。

　ぶるりと震えたエリッセの想像に見当がついたらしく、リューナーが思わせぶりに笑った。

「さては、ランゼにひどい目に遭わされると怯えているな？　だが大丈夫さ。俺やジャノンはどうか分からんが、レディだけは無事だろう」

「いや、それこそランゼ先生に期待しすぎでは……あの人は、生徒だからって優しくしてくれるような人じゃないですよ……？」

　なにせ彼女ときたら、当初は『暗黒星』の失敗に見せかけてエリッセを殺そうとしていたのだ。ランゼの人間性……人間かどうかすら怪あやしいようだが……を頼みに考えないでほしいと訴えても、リューナーは薄うすく笑うだけ。

「気づいてないのか？　ランゼはレディに、レディの〈太陽〉に非常に執しゆう着ちやくしている」

　え、と短くつぶやいたエリッセの横で、ホットチョコを飲み終えたジャノンもうんうんとうなずいた。

「ま、〈太陽〉に興味を持たない〈星〉なんかいないだろうけどなあ」

「いや、あなたも最初は私を殺そうとしましたよね？　ね？」

　最近は「結婚してくれ」などと迫せまられているが、忘れたとは言わせない。思わずジャノンを追つい及きゆうしようとしていたエリッセの手を、リューナーが不意に摑んだ。

「なあレディ。レディのどんな望みでも叶かなえることを約束する。俺だけの〈太陽〉に、なってくれないか？」

　ジャノン同様ストレートな言い方ではあるが、たぶん女性経験の差だろう。普段よりわずかに甘い声や、強引な態度に一瞬くらっとした。

　しかし、エリッセはすぐに首を振った。

「……じょ、冗じよう談だんじゃないですよ。私はレドレリカの〈星〉であり、〈太陽〉です。あなたの〈太陽〉にはなりません」

　そう言って、強固な意志を示すべく彼の手を振り払う。内心冷や汗ものだったが、リューナーは気を悪くした風ではなさそうだった。

「案外気が強い……というより、芯が強いな、レディ。いいね、ますます気に入った」

　諦めたようでもなさそうだったが。でもこれも、彼の手て管くだのひとつだろう。

「か、からかわないで下さい。どうせあなたたちが私の〈太陽〉にしか興味がないことは、分かってるんですから……!!」

　長い劣等生生活で培った自分への不信感が、こんな時に役立つとは思わなかった。甘かん言げんに惑まどわされてはいけない、どうせ突き落とされるだけだ。

「うーん、まあ、そのはずなんだけどなぁ」

　ほら見ろ、正直者のジャノンは横でうなずいているではないか。

「げ、現実を教えてくれてありがとうございます……」

　やけくそで独りごちていると、リューナーがゆっくりと座り直した。

「俺だって、レディがレドレリカのものだということは分かっているさ。戦争が終わって二百年経たつのに、二大強国にぺこぺこさせられている哀れな国のな」

　口調が変わった。甘さはなりを潜ひそめ、帝王としての威い厳げんが漂い始める。

「『星合』の時、言っただろう？　あの傲ごう慢まんな二国に踏みつけられてきた者として、俺たちは分かり合えると」

　こうして向かい合っていると、彼が二大強国に頭を下げなければいけない身の上とは信じられない。

　だが実際は、『星合』で見た通りだ。ギガンスティはああやって、ステッセルやヴェストラントの風下の立場を三年ごとに証明している。

「レディだって薄々勘づいているだろう？　ルトエ陛下は美しく聡明な君主でいらっしゃるが、双ふた子ご王おうは恥はじ知しらずで狡こう猾かつで執拗だ。いずれ必ず、レディはどちらかの国に連れて行かれる」

　──このままでは遅かれ早かれ、君はレドレリカにいられなくなるだろう。

　ステッセル王ラドラスのひと言が、また耳の奥で響ひびいた。同時に「君は、中年男が」云うん々ぬんが蘇よみがえってきて、ひそかにエリッセを苦しめた。

「レディだけじゃない。ゆくゆくはシリウスだって『暗黒星』だって欲しがるだろう。そして最終的には、やつらはどちらが優位に立つかの決着をつけるために、二国間で戦争を始める」

「!?　そんな!!」

　衝しよう撃げきに、中年男の呪じゆ縛ばくも吹き飛んだ。愕然とするエリッセを、リューナーは余裕たっぷりに見つめ返す。

「絶対にそんなことはしない、なぜなら彼らは偉い大だいな賢けん王おうだから──と、言えるか？」

　──君は、中年男が好きだそうだが。

「……ステッセルの王様は確かに、ディガンさんに『私はどうかね？』とまで……!!」

「失礼レディ、何か言ったか？」

「い、いえ、なんでもッ!!」

　脂あぶら汗あせを拭ぬぐうエリッセに、リューナーはここぞとばかりに畳たたみかけてきた。

「下らない戦争が始まれば、犠牲を強しいられるのは結局、我が国やレディたちの国だろう。だからその前に、レドレリカ全体に協力してもらいたいと思い、陰かげながら交こう渉しようを重ねてきたんだがな」

「まさか、国王陛下にもこの話を……？」

　確か『星合』の際、リューナーは一度ルトエを訪ねたはずだ。また、エリッセたちにも協力を匂わせるようなことを言ってきた。

「いや、ルトエ陛下には、話自体なかったことにされた」

　ほっと息を吐いたエリッセの表情を探さぐるように見ながら、リューナーは肩を竦すくめてみせる。

「残念ながら、あの方には負け犬根性が染しみついているのさ。飼われることに、頭を下げることに慣れきってしまっている。死んだ俺の親父おやじよりは、まだましだがな」

『星合』の時の、あちらこちらから突き上げられて、すっかり憔しよう悴すいしたルトエの姿が脳裏をかすめた。

「だがレディ、レディは違う。腹が据わってきたというか、上に立つ者の自覚が育ったというべきか」

　黙だまり込んでいるエリッセの手に、再びリューナーの手が重なる。

「二大強国を倒して、今度は俺たちがやつらを支配する側に立とう。協力してくれるな、エリッセ・リトラーユ」

　しばし、沈ちん黙もくがあった。隣のジャノンは窓の外を見ながら、黙ってホットチョコをすすっている。

「……私は」

　首元のチョーカーを指先でいじりながら、エリッセは静かに唇を開いた。

「私は、ごく個人的な感情から、時々ルトエ陛下にもやもやしたものを覚えることがあります」

　自分でも気づかないほど長い間、エリッセはルトエの身代わりを務つとめてきた。そのためにずっと六等星として、冴さえない青春を送ってきた。

　しかも、父とも兄とも慕ってきたグラシカルがそれを仕組んでいたのだ。わだかまりはある。ものすごく、ある。

「だけど、決して丈夫ではない体に鞭むち打って、王の身でありながら頭を下げ続け、私たち国民を守って下さる方を……悪く言われると、それ以上にもやもやします」

　決意を込めて、強くもう一度、リューナーの手を払う。リューナーは特に何も言わなかったが、ダークグレイの瞳が一瞬細くなった。

「一等星じゃなくても、〈太陽〉じゃなくても、今の世界の平和はそういう人たちに支えられているんだと思うんです。……私も……それを守る力に、なれればと考えています」

　二大強国のやり方に対して腹は立つ。だけど、彼らに仕返しをしたいかと言われれば、そうではないのだ。

「ですから、帝王陛下。私はやっぱり、あなたの〈太陽〉にはなれません」

　膝の上で手を揃え、エリッセはきちんと頭を下げて断った。虚きよ弱じやくな体に鞭打って王の務めを全まつとうするルトエの姿を、そしてあの自尊心の高いディガンが見せてくれた大人の振る舞いを、脳裏に浮かべながら。

「歯を食い縛しばって、平和のために戦っている人もいるんです。あなたが『贖罪の王』として協力を要よう請せいしていらっしゃるなら、考えますけど……」

「悪いが俺には、本当に白い服は似合わないんだ、レディ」

　エリッセが姿勢を戻すやいなや、リューナーもきっぱりと言いきった。

「説得は無む駄だということか。本当に芯の強いレディだな。面と向かって俺に意見してくるところも含めて、側に置いておきたい逸いつ材ざいのようだ」

　ため息をつくその瞳の中で、金色が踊おどり始める。

「!!」

　慌てて立ち上がったエリッセだったが、ぐっと右手を引かれ、ソファに引き戻された。窓の向こうに視線を投げっぱなしのジャノンの仕し業わざだ。

「しかし、俺もこの大陸の誇りを背負う者として生を受けた。南北大戦以前から積もり積もった、南部大陸への恨うらみと憎にくしみを果たすのが俺の役目だ」

　入れ替わりにリューナーが、冷えた〈煌〉をあたりに振りまきながら立ち上がった。

「残念だよ、レディ。もうその眼を、二度と見られなくなるとはな」

「やっ、やだ、グラシカル先生、ディガンさん……!!」

　何をする気かは分からないが、危険であることだけは間違いない。しかし付け焼き刃ばの護身術を駆使しても、せいぜいジャノンの手の甲にひっかき傷をつけられたぐらいだった。

　真っ青になり、必死になって退路を探すエリッセを見下ろし、リューナーはくいとあごをしゃくる。

「ジャノン、押さえろ」

「……ごめんな、嬢ちゃん」

　まだ窓の外を向いたまま、ジャノンがぽつりと言うのが遠く聞こえた。
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　第三の月・終しゆう焉えんの夕ゆうがちょうど中天の位置にある真夜中。雪がしんしんと降り積もる中、ディガンとグラシカルはギガンスティ王宮の離り宮きゆうを睨にらみつけていた。

「やはり、警備の者まで人払いされているな。ここだろう。ここしかない」

「……だろうね、やっぱり」

　憔しよう悴すいした顔の中で、二人とも瞳ひとみだけがぎらぎらと光っている。

　クーデター発覚、最中にハーシエルの暴走、そしてセスとエリッセの失しつ踪そう。あれからすでに三日が過ぎていた。

　エリッセがステッセルに連れて行かれた、そこまではあっさり分かった。ジャノンにエリッセを奪うばわれたセスが、自みずから戻もどってきてすべてを話したからだ。

　当然ディガンは怒いかり狂くるったが、与えられた〈煌キラ〉も失ったセスがあまりにもしょげていることに加え、エリッセを捜さがすのが最優先と目標を変更。彼から持てるだけの情報を引き出し、以降は捜そう索さくに専念していた。

　だが最初は、全く手がかりがなかった。ディガンたちも当然、ジャノンがリューナーから離り反はんしたと考えていたからである。

「てっきりあの飴あめ野や郎ろうが、負け犬帝王の上うわ前まえを跳はねたんだとばかり思っていたが……意外に忠犬だった訳だ」

「ジャノンは自分の〈煌〉を消しながら動き回っていたけれど、元が巨大だし、改造を受けた連中の〈煌〉はみんな独特の歪ゆがみを持っているからね。あちこちに偽にせの痕こん跡せきも残していたけど、なんとか分かってよかった。ありがとう、ディガン」

　礼を言われたディガンは、じろりとグラシカルを睨む。

「全くだ。こそこそと〈煌〉の痕跡を辿たどるなどという面めん倒どうな真ま似ねを、このオレ様にやらせるとは……貴様にこそ相応ふさわしい仕事だったろうが」

「はは、ごめんね。でもハーシエルも、ティリス先生まで手伝ってくれたんだしいいじゃないか」

　養よう生じよう中のティリスや、彼女にそっと寄り添そっているハーシエルなど、〈導みちびきの灯ひ〉の主おも立だった〈星〉たちは総出でエリッセ捜索を行ってくれた。王宮も〈綺き羅ら星ぼし〉を派は遣けんしてくれた。アリエーズも、自分の部下を使って協力してくれた。

　そうして摑つかんだ情報を元に、ディガンとグラシカルの二人だけでやって来たのだ。ハーシエルは禁きん呪じゆの使用による消しよう耗もうが激しいのと、後方の守りのために〈導きの灯〉に残った。最悪の場合には、転移により力を貸してくれるよう頼んではあるが。

「まあいい。じゃあ、行くぞ。これ以上時間をかけると、双ふた子ご王おうどもが介かい入にゆうしてくる」

　打ち合わせは終わった、と言わんばかりに一歩足を踏ふみ出したディガンを、グラシカルが慌あわてて止める。

「ちょっと待ってくれディガン、どうするつもりなんだ？」

「決まってる。突っ込む」

「……君はそういえば、真しん珠じゆ城じようにもそうやって突っ込んできたよね」

　レドレリカ王宮に突とつ撃げきをかました際のことを思い出したらしく、グラシカルは苦笑いした。

「正面突とつ破ぱなんて危ないし、第一エリッセが人ひと質じちに取られていることを忘れちゃいけないよ」

「……ふん、じゃあどうする気だ？　裏からこそこそ、手を回すのか」

「いや、正面から堂々と行く」

　さらに大だい胆たんな提案にディガンが眼を剝むけば、グラシカルはおもむろに一通の書状を取り出してみせた。

「ルトエ陛へい下かにお願いして、秘密裏にこちらの監かん視し卿きように連絡をつけてもらったんだ。彼らは『贖しよく罪ざいの王』の行動を制限する特権を持っている。だからこれを持って行けば、帝王陛下は必ず会ってくれるはずさ」

　にっこり微笑ほほえんで、付け足す。

「会ってくれないなら、それを理由に踏み込めばいい訳だし。だから本当に急ごう。鼻はな薬ぐすりを嗅かがせてはあるけど、監視卿と双子王たちは繫つながっている」

「……ふん、平和とは本当に回りくどいな。だが、流血は最小限にできるか」

　この手の根回しは、ディガンの不ふ得え手てとするところである。つまらなそうにうなずく彼に、グラシカルは続けた。

「ああそれと、万一のことがあった場合に備えて、君と僕の退団願いを提出してきた。何かあった場合には、出した日付で受理してくれるよう頼んである」

　ちょっと驚いたように見つめてくるディガンに、彼はもう一度微笑んだ。

「余計なことだったかな？」

「──構わんさ。むしろこれで、思いきりやれる」

　最悪の場合には、二人だけの責任で事が進められるという訳だ。最後のためらいを吹っきった、凶きよう悪あくな笑顔でディガンも応じた。

「ついでにこれも外はずすか？」

　にやりと笑って等星石が並んだチョーカーをつまみ上げたところ、別の男の声が突然聞こえてきた。







「やめておくんだな。今の時代では、等星を隠かくす臆おく病びよう者ものとの誹そしりを免まぬがれない」

　途と端たんに眼つきを鋭するどくしたディガンとグラシカルの前に、ダークグレイの髪かみをなびかせた軍服の男が出現する。

「もっともお前の能力が、二等星レベルのはずもないが。ま、これも一等星が名めい誉よ職しよくに成り下がった世の中では仕方がない。なあ？　『暗黒星』」

　黒と赤の軍服がこの上なく似合う帝王リューナー・ギガンスティも、その横で珍めずらしく浮かない表情の「マッド・キャンディ」ジャノン・グラスも、彼らの眼にはほとんど映うつらなかった。

　リューナーの隣となり、ふわふわとした可愛かわいらしい毛皮のコートに身を包み、無表情で棒立ちしている金きん髪ぱつの少女しか眼に入らない。

「小こ娘むすめ!!」

「エリッセ!!」

　担当教師二人に悲痛な声で呼ばれても、〈太陽〉エリッセ・リトラーユはほとんど反応しなかった。

　ただしそれは、表面上のことだけだ。動かない──動かせない表情の下で、エリッセも必死に声ならぬ声を発していた。

　──グラシカル先生、ディガンさん、来ちゃだめ!!

　けれど実際に場に流れるのは、妙みように機き嫌げんのよさそうなリューナーの声だけだ。

「監視卿を使って堂々お出ましとはね。そんなことをすれば、後からどんな見返りを要求されるか分からんだろうに……ルトエ陛下はまたお倒れになるのではないか？　グラシカル」

　音がしそうなほど奥歯を嚙かみ締しめてから、グラシカルは冷ややかに答えた。

「かもしれませんね。ですが、ここであなたを止められれば、それを理由に彼らを責められます。間近で見張っていたはずのあなた方は、一体何をやっていたのか、とね」

「この手の交こう渉しようごとは得意のようだ。しかしそれも、俺を止められたら、だろう？」

　黒革の手袋に包まれた手を軽く握にぎるその姿は、獲え物ものを見つけた美しい獣けもののようだ。

「いいだろう。リゲル・ケンタウリの真価、見せてやろうじゃないか」

　自らの称しよう号ごうを口にする表情に、『贖罪の王』に期待される殊しゆ勝しようさは全くない。不ふ遜そんな眼をした帝王は、かたわらのエリッセに呼びかけた。

「レディ、準備はいいか？」

「……はい」

　──はいじゃないよ、私!!

　自分に突っ込むエリッセだったが、その意志とは無関係に、彼女の〈太陽〉はみるみる輝かがやきを増していく。

「操そう心しんの術か……下げ種すな真似を」

　他者の心を縛しばる禁呪の名を、ディガンは腐くさったものでも食べたような口調で吐はき捨てた。

「無茶な真似をしてくれますね。転移以上に扱あつかいの難しい術だというのに」

　グラシカルの声も吹雪ふぶきよりなお冷たいが、リューナーは平気なものだ。

「これでも一応、礼を尽つくした結果だ。レディさえいれば、我わがギガンスティは全世界の頂点に立てる。世界中の人間を足元に跪ひざまずかせて、この世の栄えい華がを極きわめられると誘さそったのに、残念だよ」

　──ああ、帝王陛下までディガンさんやアリエーズ閣かつ下かと同レベルのことを!!

　そう突っ込みたい。でも、今のエリッセは何も言えない。

「甘いな負け犬めが。その小娘には、もっとでかい野望があるんだ!!」

　──私、こぢんまりした夢を語ったつもりだったのに!!

　これも言えない。今のエリッセは、ただ〈太陽〉を行使するために存在する人形に過ぎない。

「へえ、それは？」

「貴様に教える義理はない!!」

　鼻を鳴らしたディガンの〈煌〉がふくれ上がる。金の瞳が爛らん々らんと輝いていた。

「いい気になるなよ。〈太陽〉の扱いなら、こっちに一いち日じつの長ちようがあるんだからな……!!」

　長い足を肩かた幅はばより少し広めに開き、普通の〈星〉なら制せい御ぎよ不能に陥おちいりそうな量の〈煌〉を、一点に集中させていく。

「地上に光お臨りた、我が唯ゆい一いつなる太陽よ」

　喚よばれる感覚がした。

「我われが育て、我より羽ばたく太陽よ」

　今度はグラシカル。先日ジャノンを撃げき退たいした術を、いきなり使う気だ。

「きらめく王の剣を我らに。我らの敵を、征せい服ふくせよ!!」

　二人の手の中に〈太陽〉の輝きが凝こごり、王者の剣となるはずだった。

　──どうして!?

　喚ばれている感覚は確かにあるのに、〈太陽〉はまるで無反応。他の恒こう星せいを織り込んでいない詠えい唱しようは、実を結ばずに虚むなしく消えていく。

「一日の長？　なんだ、よく聞こえなかったぞ、ディガン」

　愕がく然ぜんとするディガンとグラシカルを、リューナーは心ここ地ち良さそうに見返した。そしてついと、手袋に包まれた指を挑ちよう発はつ的てきに掲かかげ、

「〈太陽〉の使い方が分からないのなら、教えてやろう。──我が命めいにより輝く太陽よ」

　エリッセの中に在ある〈太陽〉への呼びかけは、術者と彼女の関係性に由ゆ来らいする。自らを〈太陽〉よりも上に置く、傲ごう慢まんな呼びかけに、エリッセ自身はむっとしているのだ。

　けれど、リューナーの支配下にある〈太陽〉は違う。

「我が力示す剣となれ!!」

　発動時間こそ短いが、威い力りよくは最低の攻撃術の、さらに短縮バージョン。星団に入り立ての〈星〉が〈煌〉を使う感覚に馴な染じむために使用する、練習用の術だ。

　しかし〈太陽〉の輝きを返したものであれば、話は変わってくる。

　まして今、リューナーの瞳の色は、恐おそろしいまでの金色に変わっているのだ。

　ディガンとグラシカルのちょうど真ん中に向けて、人の背せ丈たけほどもある巨大な光の矢が疾しつ走そうする。

「くっ!?」

「くそ……!!」

　茫ぼう然ぜん自失状態から一転、防ぼう御ぎよも転移も間に合わないと悟さとった二人は左右に避よけ飛んだ。轟ごう音おんが鳴り響ひびき、地表を覆おおっていた雪が溶とけて派手な水蒸気を巻き上げる。

「……〈太陽〉の力は、全く恐ろしいものだな。やはり天の高みにあるものよりは、距離が近い分多くの輝きを享きよう受じゆできるのか」

　思った以上の威力だったのか、かすかに煙けむりを噴ふいている手袋を振ってリューナーは微笑んだ。山場を心得た舞台俳はい優ゆうのような、華はなのある笑顔だった。

「あまり騒さわいでいると、監視卿が手勢を繰くり出してくるだろうが、ありがたいことに俺を慕したってくれている連中も大勢いるのでな。せっかくの舞台を、その他大勢に邪じや魔まされる心配はない」

　従順一いつ辺ぺん倒とうだった先の帝王と違ちがい、野心家で知られたリューナーには不満をくすぶらせる若者層を中心に信しん奉ぽう者しやが大勢いる。ランゼやジャノンを使って暗あん躍やくする彼が、監視卿や二大強国に退位させられないのはこの人気のおかげだ。

「さあ、我が〈太陽〉のお披ひ露ろ目め式だ。派手に行こうじゃないか？」

　あくまで魅み力りよく的てきに、彼はウインクしてみせた。

　踏みつけられ続けてきたギガンスティ国民から見れば、余よ裕ゆう綽しやく々しやくのその態度は限りなく頼もしく見えるのだろう。しかし操り人形とされたエリッセにとっては、ただただ腹が立つだけだ。

　でも、その怒りを表明することさえできない。

　悔くやしい。

　声が出ないのに、涙だけは流せるなんて。

　すみれ色の瞳からあふれた涙を拭ぬぐう自由もなく、エリッセはその場に立ち尽くしている。
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「エリッセ……」

　グラシカルが息を吞のみ、ディガンがうなるように低い声を出す。

「……貴様、もう絶対に許さんぞ」

　ジャノンも嬢じようちゃん、と小さくつぶやいたが、リューナーはどこ吹く風だ。

「女性を傷つけるのは俺の本意ではない。もう少し制御を強化して、涙すら流せないようにしてやってもいいが？」

「貴様……!!」

　怒りに任まかせて摑みかかろうとしたディガンに、リューナーはいきなり態度を変えた。

「まあ、待て。ここで改めて、話し合おうじゃないか。ディガン、グラシカル、俺の部下にならないか？」

「ああ!?」

　予想外の展開に、ディガンが大声を張り上げた。グラシカルはわずかに戸と惑まどった顔をしたものの、冷静かつきっぱりと断る。

「申し訳ありませんが、お断りします」

「ははは、理由も言ってくれないあたりがいかにも本気で傷つくな!!　だがまあ待て、無論お前たちが、そう簡単に俺に下るつもりがないことは理解している。特にグラシカルが、ルトエ陛下に深い忠誠を誓ちかっていることもな」

　同意を求めるように視線を向けられても、エリッセは答えられない。明らかな嫌いや味みだったので、はなから答えるつもりもなかったが。

「だからこそ、これは悪い取引ではないだろう。俺たちが手を組み、あの傲慢な二大強国を打ち倒すんだ」

「馬ば鹿か馬ば鹿かしい」

『星せい合ごう』の際にも聞いたような誘いを、ディガンは一いつ蹴しゆうした。

「そして今度は、ステッセルとヴェストラントの連中に苦汁を舐なめさせるのか？　下らん。貴様が『贖罪の王』として協力を要よう請せいしてきたならば、まだ考えたがな」

　──ディガンさん、私と同じことを言ってる。

　それがなんだか不思議に嬉うれしくて、エリッセの涙はようやく止まった。一方リューナーは、肩を竦すくめてみせる。

「お前がレディと同じことを言うとはね。教育の成果という訳か」

「……ふん、オレ様は小娘をしごいただけだ。この手の物の考え方は、オレ様ではなくそっちからだろう」

　なんとなく悔しそうなディガンに眼で指され、グラシカルは苦笑している。

「僕はむしろ、君が僕の生徒と同じ考え方をすることに驚おどろきだよ。見た目と違って、君は本当にまともだよね」

　むっとしたディガンが何か言い返そうとする前に、リューナーは軌き道どう修正した。

「まあそう急せくな。実はなディガン、お前にはプレゼントを用意してある。それを見てから決めても、遅おそくないだろう？」

　ディガンはもっとむっとした顔になった。

「生あい憎にく、男に贈おくり物をもらって喜ぶ趣しゆ味みはない。……そしておかしな噂うわさが流れているようだが、オレは中年男にはなんの興味も持っていないからな。若い男も好きじゃないからな」

　──気にしてたんですね!!　ついでに私の尻しり軽がる発言も撤てつ回かいして!!

　涙は引っ込んだものの、思うように突っ込めない状況に変化はない。やきもきするエリッセだったが、続くリューナーの発言に意識までも凍こおりついた。

「ショナエル・アルケイシアに、会いたくないか？」

「!?」

　ディガンもグラシカルも、はっと眼を見開く。

「どうせすぐ分かることだから教えてやろう。お前たちが知っているランゼは、〈夜の底そこ闇やみ〉から来た化け物だ。理由は不明だが、二百年前、そして今、〈夜の底闇〉に通じる〈扉とびら〉を開いたギガンスティ帝王に力を与えてくれている」

　三日前にエリッセにした説明を、リューナーはざっくばらんに話した。

　突とつ拍ぴよう子しもない話にディガンたちはいぶかしげな顔をしたが、否定できる材料もない。ランゼの得体の知れなさや、ギガンスティの先兵と化した者たちが〈夜の底闇〉から得た〈煌〉を操ることは周知の事実である。

「……ただ者ではないと、思っていたが……」

　戸惑いを隠せないディガンに、リューナーはにやりと笑んだ。

「俺も最初は、とんだ眉まゆ唾つば物ものだと思っていたさ。しかし、例えばこのジャノンなどを見れば、ランゼの持つ力は明らかだろう？」

　傍ぼう観かん者しやに徹てつしていたジャノンが、名指しを受けてぴくりと反応した。

「……確かにな」

　渋しぶ々しぶディガンが認めれば、リューナーは満足した様子で話を進める。

「そのランゼが、ショナエルを死の淵ふちから呼び覚ましたんだ。肉体のない、精神だけの存在としてな。そのほうが、彼女が抱かかえた恨うらみと憎にくしみを増ぞう幅ふくさせるためには都つ合ごうがいいらしい」

　ディガンの表情が歪み、エリッセの胸は軋きしんだ。

　──そんな手まで、打っていたなんて……

　大胆不敵さと用意周しゆう到とうさを併あわせ持つリューナーは、たぶんディガンを無力化するためにいくつもの方法を考えていたのだろう。眼のつけ所はさすがとしか言いようがないが、ディガンの胸中を思うとつらすぎる。

「だが俺は、さっきも言った通り、女性を傷つけるのは本意ではないんだ」

　今となってはまるで説得力のない言葉を、リューナーはいけしゃあしゃあと口にした。

「俺が操心の術を得意としていることは、レディで証明済みだろう？　ショナエルを苦しめる、お前に勝ちたいという妄もう執しゆうを取り除いた上で、肉体を与えてやろう。そうすればお前は、これだけのいい男だ。今度こそ」

「ふざけるな!!」

　白々しい台詞せりふの終わりを待たず、ディガンが吠ほえた。

「ショナエルと小娘を解放しろ。今すぐにだ!!」

　赤い色を帯びた〈煌〉が、その全身を陽炎かげろうのように揺ゆらめかせている。隣のグラシカルは無言だったが、眼まな差ざしの鋭さで答えは出ていた。

「平和的交渉は決けつ裂れつか」

　分かっていた顔で、リューナーはため息をつく。

「やむを得ないな。もう少し原始的な交渉で、理解を得るとするか」







　──すごい、すごすぎる。

　吹雪をかき乱し、降雪を吹き飛ばして繰り広げられる熾し烈れつな戦いを、エリッセは棒立ちのまま息を吞んで見守っていた。

「嬢ちゃんは離れてな」とジャノンが気を利きかせたので、現在彼女は少し離れた木こ立だちの中にいる。おかげで戦いには巻き込まれずに済んでいるが、離れていてもびりびり伝わる振しん動どうで木が揺れるたび、頭の上に雪の小山ができつつあった。

　しかし、間抜けな姿を憂うれう余裕もない。

　それほどまでに、本気を出したリューナーの強さは圧倒的だった。

　──〈煌〉の大きさも、肉にく弾だん戦せんも、レベルが違う。ディガンさんとグラシカル先生でも、全然歯が立たない!!

　無論、帝王と組んでいるジャノンも化け物じみた〈星〉ではあるのだ。しかし今のリューナーと比べると、彼はあくまで脇わき役やくなのだと言わざるを得ない。

　そしてそれは、エリッセの〈太陽〉も同じだ。

　──私の〈太陽〉を、ここまで使いこなすなんて……!!

　間抜けな姿で突っ立っている間にも、エリッセの〈太陽〉は輝き続け、リューナーだけに奇き跡せきの力を提供し続けている。

「我が命により輝く太陽よ」

　ああ、また──呼びつけられた。

　リューナー専属の〈太陽〉である限り、エリッセは従者に過ぎない。主役はあくまで、傲慢にぎらぎらと輝き続けるリューナーだ。

「光よ影を生め、影は影を喰くらえ!!」

　強い光が炸さく裂れつし、戦い続ける四人を照らし出す。地面にくっきりと生じた影のうち、リューナーのものだけが本体の何倍もある奇き怪かいな怪物に変じたかと思うと、ディガンとグラシカルの影をなぎ払った。

「ぐっ……!!」

　殴なぐられたのは、影。だが本体であるディガンとグラシカルは、まるで影の動きに沿そうように吹っ飛び、近くの雪だまりに叩たたき込まれてしまう。

　──この術は卑ひ怯きようです、普通にガードできないんだもの……!!

　操心に代表されるように、リューナーは複雑に構成された、制御の難しい術を好んで使用するようだ。ひとつ間違えば制御に失敗して自じ滅めつしそうな術ばかりを、〈太陽〉の輝きで華か麗れいな奇跡として具現化する。

　さながらこれは、リューナーの舞台。彼以外の登場人物は、主役を引き立てるための雑ざ魚こに過ぎない……あのディガンですら。

「くそ、でかい口を叩たたくだけのことはある……」

　雪を振り落としながら起き上がったディガンは、数度軽く咳せき込んだ。咳き込んだ拍ひよう子しに飛び散った血は、果たして唇くちびるを切ったレベルのものなのだろうか。

　──それを、確かめることもできない……!!

　治ち癒ゆ術じゆつを使うこともできず、胸を絞しぼられるような思いで見ていることしかできない。しかもディガンたちが傷つくのは、自分の〈太陽〉のせいなのだ。

　と、エリッセの視線に気づいたのだろう。ディガンは乱暴に口元を拭いながら叫さけんだ。

「小娘、心配するな。あと、帰ったら説教だから覚かく悟ごしておけ。あの小こ僧ぞうに連れ去られたことはもちろん、この〈太陽〉の輝きようはなんだ!!　オレ様が散々しごいてやった時とはまるで違うじゃないか、手を抜いていやがったな!!」

　明らかな虚きよ勢せいが、その裏にある心遣づかいが、たまらなく胸に痛い。

　──嫌。やめて。もっといつものように馬鹿にして!!　そんな気の遣い方、ディガンさんらしくない!!

　動かせない表情の下で懸けん命めいに訴うつたえているのに、グラシカルまで口を挟はさんでくる始末だ。

「そこの帝王陛下と『マッド・キャンディ』に三日もサンドされていたこともね。顔が良くて性格の悪い〈星〉は、僕とディガンで我が慢まんしてくれなくては困るよ」

　そう言って、ちょっと不器用にウインクなどしてみせる。つぶったほうの眼の上に、痛々しい紫むらさきのあざがあるというのに。

　──グラシカル先生まで!!　いいから、そんなのいいから、もう降参して……!!

「そろそろ投降しろ、二人とも」

　エリッセの心の声を読み取ったかのように、リューナーがつぶやいた。

「お前たちに操心の術を使わないのは、俺なりに礼儀を尽くしているからだ。これから優秀な〈星〉はいくらでも必要になる。俺はお前たちを買っているんだ、分かってくれないか？」

　血混じりの唾つばを吐き、ディガンはためらいなく首を振る。

「男に買われても、嬉しくもなんともないんでな……!!」

「だから、お前の大切な女を宛あてがってやろうというのに」

　懲こりずにショナエルの話を持ち出したリューナーは、グラシカルにも眼を向けた。

「お前もだぞ、グラシカル。ルトエ陛下をその腕うでに抱だくことを、完全に諦あきらめた訳ではあるまい？」

　刹せつ那な、グラシカルは瞳を伏ふせた。

　だがすぐにリューナーを睨み返し、毅き然ぜんと言い放つ。

「僕の願いは、陛下とエリッセの幸せだけだ」

　──先生。

　彼が自分にしたことを思えば、勝手な言いぐさだと思わなくもない。

　しかし、次し第だいにルトエへの感情も変化してきた今のエリッセには、彼女と同等の存在として扱われただけで嬉しかった。

　もっとも、リューナーはそう思わなかったようだ。つまらなそうに肩を竦めている。

「優等生の回答だな」

「ええ、僕は優等生でつまらない、心の狭せまい男なのでね。意外に自分よりもてそうな男は、嫌いですよ……!!」

　腕を上げることさえつらいのか、掲げた右手を左手で支えながら、グラシカルは早口に攻こう撃げき術じゆつを唱えた。

「おっと、陛下、危ない!!」

　だがこれはリューナーに届くことすらなく、帝王のサポートに徹しているジャノンの防ぼう御ぎよ壁へきに弾はじかれてしまう。

　前に前にと出てくる印象の強いジャノンだが、本日はいつもの積極性はなりを潜ひそめており、飴を食べる回数さえ少ない。その分補佐としては非常に優秀で、リューナーのわずかな隙すきもきれいにカバーしてしまう。

　ディガンとグラシカルのコンビも、十分息が合ってはいるのだ。だが、とにかくリューナーの強さが化け物じみている。

　──でもこれは、私の〈太陽〉のせいだよ。〈太陽〉を使わせないようにすれば、どうにか……!!

　煩はん悶もんするエリッセに、不意にジャノンが声をかけてきた。

「嬢ちゃん、馬鹿なことは考えるなよ」

　──そう思うなら、操心の術を解いてもらえませんかね!?

　むっとして、意識だけで彼を睨むと、気配が伝わったのだろうか。ジャノンはなんだかしょげた顔になって、腰こしの缶から摑み出した飴をがりがり嚙み始めた。

「あー、でもくそ、あー……」

　らしくもない態度を取るジャノンの側で、リューナーは腕組みをし、より一層帝王然としている。

「またしても交渉決裂か。三度誘って三度断られては、さすがの俺も諦めざるを得ないな。〈星〉としては劣れつ等とう生せいのレディならいざ知らず、お前たちレベルの〈星〉を始終操心で操るのも大変そうだ」

　革手袋に包まれた拳こぶしに力がこもる。革が擦すれる音がひどく耳みみ障ざわりだった。

「制御できない力など、障しよう害がいでしかない。やむを得んか──」

『星合』の際、ジャノンに言ったのと同じことを独りごちてから、命令し慣れた口調で〈太陽〉を呼ぶ。

「我が命により輝く太陽よ」

　──ううう、嫌なのに、嫌だと思ってるのに……!!

　エリッセの意志とは無関係に呼びつけられ、従わされる。

　どうしようもなく眼の奥が熱くなって、頰をするすると涙が伝った。

　と同時に、不意にこの窮きゆう地ちを解決する方法が浮かんだ。

　想像だけで腰の傷がじわりとうずいたが、他に手も思いつけない。やるしか、ない。

　──こ、こうなったら……

　決意しかけた瞬間だった。

「あーっ、ったく!!　夜空の支配者、三つ子の月たちよ!!」

　派手な音を立てて飴を嚙みつぶしたジャノンの〈煌〉がふくれ上がる。

　──きゃ、きゃああああっ、だめ、ディガンさん、グラシカル先生、逃にげてぇ!!

　ついに地味なサポート役に飽あきたのかと思ったエリッセは、聞こえない声で叫んだ。

　しかし　ジャノンが放った一いち撃げきは、リューナーの背中で炸裂した。







　突然のことに、エリッセの涙は吹っ飛んでしまった。

　リューナーとしても、予想外の展開だったのだろう。〈超新星〉の攻撃をまともに食らった彼は、一瞬眼を見開いた。

　しかし、そこは〈超新星〉の生みの親と言うべきか。さほどのダメージを受けた様子もなく、じろりとジャノンを睨む。

「……ジャノン、どういうつもりだ。もう狂きよう言げんは終わったはずだぞ」

　睨まれたジャノンは、エリッセを拉ら致ちして以来のさっぱりした笑みを浮かべていた。

「ええ、もちろん。狂言でしかない狂言は終わりですよ、陛下」

　大きな手が腰の缶から大量の飴を摑み出し、次々と口の中に放り込む。頰ほおをふくらませ、がりがり飴をかじる姿はちょっと可愛いが、その眼は危うい光を帯び始めていた。

「だがオレは、やっぱり救いようのないバトルマニアのようだ。──最強の〈星〉になったあなたと、戦いたくてたまらない」

　元々、ステッセルの一等星に喧けん嘩かを売って投とう獄ごくされたような男である。好戦的な表情が、彼には一番よく似合う。

　──この人、本当に本当に、どうしようもない戦闘馬鹿なんだなあ……

　意識だけで引きつり笑いをしていると、なぜかジャノンがこちらを見た。

「それに……いや、なんでもないですよ。そういう訳なんでよろしくな、ディガン、グラシカル」

　言いかけた言葉を飲み込むと、すたすたと歩いて、ディガンたちの横に並ぶ。

　一連の展開を声もなく見守っていたディガンは、仏ぶつ頂ちよう面づらでグラシカルに聞いた。

「……どうする？」

「……残念ながら、選ぶ権利はなさそうだね」

　すでに満身創そう痍いに近い二人にとって、大幅に相手の戦力を削けずれる可能性は無視できない。そもそも、撥はねつけるだけの余力もない。

　苦笑したグラシカルの肩を抱いたジャノンは、缶から取り出した飴をディガンの口元に押しつけようとする。

「つれないこと言うなよ、あんだけやりあってきた仲じゃないか。ほらほら、飴やるから」

「知るか馬鹿、ひとりで食え!!　ただし力は貸せ!!」

　偉そうに命令されても、ジャノンは嬉しそうににかっと笑った。

「了りよう解かい!!　そういう訳なんでよろしく、嬢ちゃん!!」

　──え、えええー……、は、はい……

　ここ最近見ていなかった、あけっぴろげな笑顔につられていると、ディガンの眼が吊つり上がった。

「オレ様の〈太陽〉に気安く話しかけるな!!　小娘も、流されて受け入れるな!!」

　──この状況で心を読まれた!?

　これが『暗黒星』……!!　とおののいている耳に、リューナーのため息が届く。

「いいだろう。お前ももう一度躾しつけ直しだ、『マッド・キャンディ』」

　虚勢なのかもしれないが、三対一という状況を前に、その声には微み塵じんも恐れがなかった。







　虚勢ではなかったようである。

　──さ、三人なのに、全然敵かなわない……!!

　黒と赤の軍服の裾すそを華麗に踊おどらせながら、戦うリューナーの姿をエリッセは呆ぼう然ぜんとして見ている。

　ジャノンが味方についた分、多少は挽ばん回かいできた。それでも、差を埋うめられない。

　──ランゼ先生がどうとか言ってたけど、実は帝王陛下が〈夜の底闇〉から来たんだったりして……!!

　突拍子もない想像をしてしまうほど、リューナーの強さには底も天てん井じようもない。一等星レベルの〈星〉三人を相手に、常時優勢である。

　なんの力にもなれないかもしれないけれど、助けに入りたい。

　馬鹿みたいに突っ立っているしかできない状況が呪のろわしい。

　──突っ立ってるだけならいいけど、私の〈太陽〉のせいで、みんなが……!!

　やっぱりさっきの手を、と思い始めた矢先だった。

　なんの前まえ触ぶれもなく、エリッセを縛る力に緩ゆるみが生じた。

　──えっ……？

「──っきゃ、きゃああ、げほげほっ!!」

　はやる心を抱え、うずうずしていたエリッセの体には知らず力が入っていたのだろう。操心が解けた瞬しゆん間かん、勢い余ってつんのめってしまう。

　ばふっと雪の上に倒れたところ、その横に吹き飛ばされた誰だれかが倒れ込んできた。

「げ、帝王陛下……!!」

　とりあえず逃げようとしていたのに、彼のほうが側に来てしまった。

　青くなるエリッセだったが、雪の上に赤いものを見つけて硬こう直ちよくする。軍服に配された赤ではない。

「陛下、その、血……」

「……ふん、ルトエ陛下の悪口など言ったせいで、罰ばちが当たったのかな。急に病弱になったようだ」

　乱れたダークグレイの髪をかき上げ、ゆっくりと起き上がるリューナーの唇は、鮮せん血けつで汚れている。

「そんなはずないでしょう、こんな時に冗談言わないで下さい!!」

　条件反射で治癒術を用意しかけたエリッセは、二つのことに気づいてやめた。

　リューナーは敵である。

　そして、ここまで吹き飛ばされはしているが、彼に外傷はほとんどない。

「なんで、そんなに血……、あ」

〈煌〉を使いすぎると吐と血けつする〈超新星〉の姿が、脳裏をかすめた。

「あ、あなた、ご自分の体にまで無茶苦茶な改造を……!?」

「……ジャノンなど、社会的に抹まつ殺さつされた上に寿じゆ命みようまで捧ささげているんだぞ、レディ？臣しん下かにそのような無体を強しいている以上、帝王たるもの、この程度の痛みは引き受けなければな。そうでなければ、双子王たちと同じじゃないか」

　エリッセの言葉を否定せず、ぱちんと見事なウインクを決める。口元の血を拭って、

「気にするな、レディ。レディも俺に無体を強いられている身だ。そんなに心配そうな顔を見せるな、図ずう々ずうしい連中につけ込まれるぞ。世の中には、信じられないほど図々しい連中が大勢いるんだからな」

　エリッセの頭にまだ乗っていた雪の一部を払い除のけるなり、支配者の顔になって命じる。

「さあ、エリッセ・リトラーユ、俺にもっと〈太陽〉の輝きを寄よ越こすんだ!!　そろそろランゼも来るだろう、一気に片をつけてやる!!」

　途端に、いったん弛し緩かんしていた拘こう束そくが力を増す。

「だ、だめ、……っ!?」

　──いけない、また縛られた……っ。

　再び人形と化したエリッセを尻目に、リューナーが転移していく。その体から放たれる〈煌〉があまりにも大きいので、エリッセの貧ひん弱じやくな感かん知ち網もうは焼き尽くされてしまいそうだ。

　爆ばく発はつする寸前、ひときわ強い力を放つ〈星〉。

　本当にジャノンさんと同じだと、ひどくやるせない気持ちで考えていたら、ジャノン自身も同じ感想を抱いだいたようだった。

「今のあなたは正しく〈超新星〉。燃え尽きる寸前の〈星〉だ」

　どこか恍こう惚こつとした表情で、ジャノンが微笑んでいる。その唇はリューナーと同じく、赤く濡ぬれていた。

　ディガンとグラシカルが何か言いかけたのを制し、ひとり彼は帝王の前に立つ。大きく両手を広げたその顔は、飴も口にしていないのに本当に幸せそうだった。

「いいね。実にいい。ああ、やっぱり、実戦は最高だ!!　オレも次にすべてを賭かける、ともに燃え尽きましょうぜ、陛下!!」

「生憎と、男と燃え尽きる趣味はないんだ、ジャノン」

　冷静に断ったリューナーだが、今のジャノン相手に加減することもできないようだ。金の眼が底光りを始めた。

　威い風ふう堂々としたリューナーの立ち姿には力がみなぎっている。さっき血を吐いたことなど、まるでなかったことのように。

　──でも、違う。この人にだって、本当は余裕がある訳じゃない……!!

　それは、エリッセの指先がわずかに動くことから見ても明らかだった。操心に〈煌〉を回す余裕がなくなりつつあるのだ。

　──あと、ひと押し。それで帝王陛下の制御は振りきれる。とりあえず〈太陽〉を使うことを、やめさせれば……!!

　本人に忠告された通り、リューナーの心配をする義理なんかないのだ。

　しかし、最悪彼が自滅したとしても、その前にディガンたちがやられてしまう可能性はある。

「やる、しか……な、い」

　ひどいかすれ声だったが、どうにか声が出せることを確認する。

　──お母さん、お父さん。そっちに移動することになっちゃったら、ごめんなさい。

　物心つく前に亡なくなった母を、七歳まで男手ひとつで育ててくれた父を、父と入れ替わりに家族になってくれたグラシカルを、父と同じ趣味のワンピースを着せてくれたディガンを、心に浮かべて。

「夜空の支配者、三つ子の月たち、よ。我が身を、距きよ離り、よ、り」

　すっかり聞き慣れた詠唱だったけれど、自分の唇に乗せると違い和わ感かんが強かった。

　分かっている。トラウマ以前の問題として、この術は六等星には荷が勝ちすぎているのだ。無理をして三つの恒星を術に織り込んでも、ぎりぎり発動できるかどうか、というところだろう。

　でも、今はそれでいい。

「解き、放、て……!!」

〈煌〉によりこじ開けられた入り口を通り、一路出口へ向かっていく奇跡をイメージする。

　けれど途中、作られた通路は呆あつ気けなく崩ほう落らくする。イメージは砕くだけ散り、落ちていくと同時に──自分を戒いましめていた力が消えたのが分かった。

「やっ、た……」

　失敗、だけど成功。胸から肩にかけて焼けつくような痛みを覚えながら、エリッセは白はく煙えんを上げる手の平をぎゅっと握り締め、自由を確信する。

「エリッセ!!」

「エリッセ!!」

　ほとんど同時に聞こえてきた呼び声に眼を上げれば、血相を変えたディガンとグラシカルが側に屈かがみ込んでいる。

　思ったよりも術はまともに発動していたようだ。エリッセは、担当教師たちのすぐ側まで転移していた。

　痛いし苦しいし、やっと会えて嬉しいしで、本当は二人に取りすがって泣きたかった。でも、この好機を逃のがせはしない。

「お二人とも、今です……!!」

　最後の気力をかき集め、輝く〈太陽〉を心に描えがく。ようやく彼女自身で輝き始めた〈太陽〉は見る間に力を増し、夜空にある月を凌りよう駕がする勢いで光を放ち始めた。

「ち、地上に光お臨りた、我が唯一なる太陽よ！」

　エリッセの意い図とを察したディガンが詠唱を始める。

「我が育て、我より羽ばたく太陽よ!!」

　グラシカルも、リューナーを睨みつけながら構えを取った。

「きらめく王者の剣を我らに、我らが敵を成敗せよ!!」

　とっさに二人が選んだのは、アレンジを加え、さらに力を増した攻撃術。〈煌〉でできた強大な剣が、リューナー目掛けて振り下ろされる。

　ただでさえ強力な術に、自由を取り戻した彼らの〈太陽〉が輝きを与えているのだ。〈太陽〉の献身を失ったリューナーには、かろうじて受け止めることしかできない。

　しかし、このままでは押し負けると悟ったか、彼は防御ではなく移動を試みた。

「夜空の支配者、三つ子の月たちよ。我が身を距離より解き放て!!」

　そこに、まばたきほどの間を置いてジャノンの声が響いた。

「夜空の支配者、三つ子の月たちよ。我が身を距離より解き放て!!」

　全く同じ術がほぼ同時に発動した次の瞬間、二人の姿がかき消える。

　次の瞬間、二人揃ってほとんど同じ場所に出現した。違っているのは双そう方ほうの脇腹から白煙が上がっていることだ。

「ジャノン！　貴様……」

「あだだ、相変わらずいてえな、これ……」

　焦こげた部位を押さえながら、ジャノンはきゅっと両眼を閉じた。ウインクできなかったらしい。

「転移の術は、うまくタイミングを合わせると邪魔できるんですよ。いろいろアレンジしがいのある術のようでね」

　以前グラシカルにやられたことを説明してみせ、あとは任せたとばかりにディガンたちに振る。

「てな訳で、あとひと息、頼むなディガン、グラシカル!!」

「よくやった前座!!」

「あとで飴を買ってあげるよ!!」

　景気づけのように叫んだ二人は、ひと息に王者の剣を振り抜いた。







〈太陽〉よりもなお輝いていた、リゲル・ケンタウリの〈煌〉が消えていく。ギガンスティの冬の夜に、再び静せい寂じやくが訪れた。

「やっ、たぁ……」

　それを感じながら、エリッセは倒れ伏した状態で弱々しく拳を突き上げた。

「エリッセ!!」

　その側に、ディガンとグラシカルが慌てて膝ひざを折る。

「この馬鹿小娘、転移の術だと!?　馬鹿かお前は、馬鹿か！　……馬鹿か!!」

　激戦を終えたばかりで余裕がないのか、口の立つディガンにしては責める言葉に芸がない。

「は、は、すいません、お叱しかりは後で受けますので、治癒を」

　失敗前提の術に、貧弱な〈煌〉はすべて奪われてしまった。焦げた肌はだの嫌な臭においも感じられないぐらい、さっきから寒くてたまらない。

「当然だ馬鹿！　黙っていろ!!」

　悲鳴のような声でエリッセを叱りつけたディガンは、震ふるえる彼女の体を抱き起こし、早口に治癒術を唱える。

「僕も手を貸す。エリッセ、眼を閉じて……」

　グラシカルもディガンと同じく、彼自身の怪け我がなどお構いなしに、エリッセの体に治癒術を送り込んでいく。

「……悪い嬢ちゃん、オレは治癒系は得意じゃないんで……」

　自分の怪我を大おお雑ざつ把ぱに治しながら、ジャノンがつぶやくのが遠く聞こえた。

　やがて、芯しんから冷えていた体が暖かくなっていく。

　失った体力や血液は治癒では戻らないが、応急処置としては文句なしだ。ほっとしたエリッセは、軽くディガンの二の腕に触れた。

「私は、もう、大丈夫……ディガンさん、ご自分を」

　だが、ディガンは彼女の訴えを無視し、胸元の皮ひ膚ふに食い込んだ制服の切れ端はしを取り除くことに夢中だ。

「お前これ、痕あとが残るんじゃないだろうな。ふざけるな馬鹿、元が十人並みのくせに馬鹿、そんなことは許さんぞ……」

「全くだ。どうせレドレリカから正式な抗こう議ぎはするだろうけど、今のうちにあと何発かは殴っておかないと……」

　グラシカルの声にも怨おん念ねんがこもっている。腰にも傷があるので、とは言えない雰ふん囲い気きだったので、エリッセは黙った。

　しかし、もっと聞きにくくて、でも気になることが残っている。

「あの、帝王陛下、は……？」

　おずおずと質問すると、ディガンに死ぬほど睨まれた。また「顔のいい〈星〉のことばかり」などと蔑さげすまれるかと思い、反論の準備をしたエリッセだが、ディガンはぷいと眼を背そむけてしまった。

「……人のことを心配している場合か、馬鹿小娘……」

「い、いや、ここで殺しちゃうと、あとが面倒くさそうだなってのもあるんですけど……」

「……重じゆう症しようだけど、大丈夫。だよね？　ジャノン」

　ディガンに代わり、グラシカルが苦笑いしながら教えてくれる。

「……みたいだな。……よかった」

　心から安あん堵どした様子で、ジャノンがほっと肩を落とす。最後にはバトルマニアの部分が勝ってしまったようだが、彼なりに帝王への忠誠心を持っているのだろう。

　だいぶ楽になったエリッセもほっと息を吐くものの、安心しきっていいのか疑問は残った。──ジャノンが三年もたないなら、リューナーは。

「そんな顔しなさんな、嬢ちゃん。陛下は死なねえよ。オレより後に改造を受けた連中は、オレほど寿命が削られていることもないはずだし」

「え、そ、そうですか……ならもっと研究を進めて、あなたも長生きできるようにしてもらえるといいですね……」

　何の気なしに言ったところ、ジャノンが軽く眼を見開き、自分の治癒を終えたディガンにむにっと頰をつままれた。

「本当にお人好しだな小娘、こいつがお前に何をしてきたのか忘れたのか？　オレ様なら、リューナーとまとめて王者の剣でなます斬ぎりだぞ」

「僕は千切りかな」

「リアル！　ちょっと、グラシカル先生まで、せっかく助かった人たちにそんなことしないで下さいね!?」

　最近グラシカルの黒さが増している気がする。まあそれもかっこいいけど、と臆おく面めんもなく思いながら、エリッセはジャノンが意識のないリューナーを担かつぎ上げるのを見た。

「腹は立ってますけど、なんか……この人、帝王なんだなって思って」

　当たり前のようにその肩に国を背負う彼の態度は、一個人であるエリッセの人権を簡単に踏みつぶしてしまうようなものだ。

　理解できないところも多いが、とても真似できない、とある意味感心する部分もある。

「やっぱり世界の頂点とか、私には荷が重いですよ……ちゃんと王として教育を受けた方に任せます……」

　しみじみつぶやいたところで、自国の王のことを思い出した。

「あっ、そういえば、ルトエ陛下は大丈夫ですか!?　私、途中でこっちに連れて来られちゃったので……ハーシエルくんとかも」

「安心して、そっちはどうにかなった。君を連れて戻ったら、改めてあちこちお説教して回ることになってる」

　教師の笑顔でグラシカルは笑い、一番の生徒の肩を優しく叩いた。

「とりあえず、監視卿に報告だ。帝王陛下の部下たちを抑おさえてもらってるはずだけど、あの方が倒れたことを知ったら暴発の可能性が……、ディガン？」

　いぶかしげな声につられ、エリッセもディガンを見た。

「馬鹿な」

　ディガンは、こっちを見ていない。この時代を、見ていない。

「はったりだ。ふざけるな。こんなことは、あり得ない」

　震えを帯びた乾いた声を聞くと同時に、エリッセの眼の前が一瞬ぶれたかと思うと、ふっと暗くなった。

「あれ？　なんか急に、暗く……」

　時刻は気づけば第三の月・終末の影えいが傾かたむきかけ、明け方へと差しかかった頃。

　最も闇やみが深いとされる時間ではあるが、この世界は巡めぐる三つの太陽と月に常に照らされているのだ。本当の暗闇など、意図的に閉じこもりでもしない限り体感することはない。

　しかし、今のエリッセの眼には何も見えない。

　そして、側に誰もいない。

「ディ、ディガンさん？　グラシカル先生？」

　転移の術に遅おくれて失敗したのか、あるいはリューナーが性しよう懲こりもなく復活したのかと思ったが、そうでもなさそうだ。

「ひ、きゃ、きゃきゃきゃああああああッ……!?」

　突然真っ暗闇の中にひとり立たされたエリッセは、真っ青になって絶ぜつ叫きようするしかなかった。







　一体何が起こったのか。

　呆然としているエリッセの耳に、見知らぬ男の怒ど鳴なり声が聞こえた。

　──え、え……？

　エリッセの眼に映るのは、依い然ぜんとして一条の光も差さない暗闇である。しかし、まるで眼を開けたまま夢を見ているような感覚で、頭の中で身なりのいい男がこちらを責め立てている。

『なんと情けない、今度は五位だと!?　半年前より二番も下がったじゃないか!?』

　一瞬、ハーシエルの父であるトールズ侯こう爵しやくかと思ったが違った。厳格そのものの顔つきと、時代がかった装そう飾しよく的てきな衣装の印象が近いだけの別人だ。

　でも、言っていることは近い。

『ああ、情けない、お前はアルケイシアの家名に泥どろを塗ぬるつもりか!?　選びに選んだ女を妻に迎むかえたというのに、なぜ私がこのような目に遭わなければならないのか……!!』

　家名第一に叫ぶ姿は、ひたすらに身勝手だ。その身勝手さを自覚してなさそうなあたりも、トールズ侯爵と共通している。

　──あれ、でもアルケイシアって、確か……

　まだどこかぼんやりしながらそう思った途端、見知らぬ男の幻まぼろしは消えた。




　変わって脳内の舞台に登場したのは、〈導きの灯〉の制服に身を包んだ男子生徒だった。

　黒髪に黒い瞳。冷たく整った顔立ち。等とう星せい石せきはつけておらず、瞳の色も違うが、はっきりと見覚えがある。

　──ディガン、さん？

　たぶんエリッセと同い年ぐらいだろう。今より少し幼い、その分いかにも生意気そうなディガンは嘲あざけるようにこちらを睨んでいた。

『──面と向かって話すのは初めてだな、ショナエル・アルケイシア。名門アルケイシア家のお嬢様』

　──え？

『以前から、お前の視線を感じてはいたんだ。言いたいことがあるのなら、はっきり言えばどうだ？　できれば人間の言葉でな』

　──え、なにこれ、ショナエル……アルケイシア？　じゃあ、これ、もしかして……!!

　パニックに陥っているエリッセに合わせた訳でもないだろうが、少年ディガンも慌てた顔になった。

『オレ様のように優秀に？　ふん、下らん、分かっているだろう。〈煌〉は生まれで決まる。お前には無理……』

　話の繫がりがおかしいし、よく見るとバックの風景が違う。

　──きっと、これは、別の日の、記き憶おく……？

　間違いない。今エリッセは、ショナエルの記憶の断片を辿っているのだ。

　そう断じ、わずかに冷静になったエリッセをよそに、ディガンはますます慌てだす。

『わ、分かった、泣くな!!　違う、そういうことを言いたいのではなく、〈煌〉は生まれる土地でほぼ能力が決定するんだ。だからむしろ、王宮付近に居を構えた、高位の貴族連中の家からは強力な〈星〉は出にくいんだ!!　統計もそうなっている!!』

　何やら資料のようなものまで取り出し、必死にしゃべるディガン。ショナエルを慰なぐさめるために、懸命なディガン。

　ずきりと胸が痛む。もうこれ以上見たくない、そう思った。

　しかし眼の前のディガンの表情は深刻さを増していく。気づけば彼は、ひどくつらそうな眼をしていた。

『……オレ様がいなければ、お前はこれ以上みっともない泣き顔をさらさないのか』

　あの日、夜の草原で見たのと同じだ。

　哀かなしいほどに月が似合う表情で、ディガンが静かに瞳を伏せる。

『分かった』

　分かっちゃだめだと、言ってあげたかった。

　けれどエリッセの意志に反して、自分の唇が勝手に動いている。それを闇の中、遠く、見ている。




「──ああ、分かってくれて本当にありがとう、ディガン!!」




　操心の術を受けていた時のように、肉体の主導権を奪われた状態とはまた違う。

　完全に体外に弾き出されたエリッセの意識は、きらきらと輝くような笑みを浮かべた自分の顔を〈夜の底闇〉から呆然と眺ながめていた。







　蕩とろけるような満面の笑みを浮かべ、礼を述べる少女の姿を、ディガンは呆ほうけたように見つめていた。

「本当に、ショナエル……」

　横で、ジャノンも眼を丸くしている。

「噓うそだろ……嬢ちゃんの〈煌〉と、全然パターンが違う」

　リューナーの操心を受けていた間も、エリッセの〈煌〉自体には変化はなかったのだ。しかし今、彼女の〈煌〉は全く感じられない。

　ディガンに対たい抗こうする切り札とすべく、ショナエルの精神体を復活させていたリューナー。

　彼が意識を失ったことにより、待機させられていたショナエルは自由を得、〈太陽〉エリッセの体を支配したのだろう。

「──君がショナエル・アルケイシアか。くそ、帝王陛下はさらにもう何発か殴らなくては……僕の生徒をどこにやった？」

　いち早く冷静になったグラシカルが問えば、エリッセの顔をした「ショナエル」は事もなげに答える。

「知らない」

　あっさり首を振るしぐさ、すみれ色の瞳に踊る金色。それらが生む巨大な違和感に、グラシカルは顔を歪ませた。

「知らないけど、エリッセって、この〈太陽〉の持ち主ぬしだよね？　そう、いなくなったの……」

　つぶやいた「ショナエル」は、満ち足りた表情で自分のものになった体をかき抱いた。

「嬉しい」

　とびきりの贈り物をもらったように、彼女は無む邪じや気きに笑う。

「嬉しい。すごく嬉しい。ああ、すてき、〈太陽〉だなんて……!!」

　跳ねるように喜びを表現した「ショナエル」は、意識がないままジャノンに担がれているリューナーに礼を述べた。

「ありがとう、ギガンスティの王様。私を〈太陽〉にしてくれるなんて。本当に本当に、ありがとう!!」

　繰り返される「ありがとう」を聞くたびに、ディガンの肩がぴくぴくと跳ねる。でも彼は、何も言えずに立ち尽くしている。

「ふざけるな、ショナエル」

　ディガンに代わるように、グラシカルが声を張り上げた。

「それはエリッセの体だ。彼女に返せ!!」

「嫌」

　間かん髪はつ容いれず、「ショナエル」は強く首を振る。その眼の金が強さと暗さを増していた。

「嫌よ。嫌。やっと夢が叶ったの。だって私が最強の〈星〉。シリウスはただの飾りじゃない、私が一番!!　アルケイシア家に相応しい!!」

　ディガンを〈夜の底闇〉に追いやってまで求めた地位。

　ようやくそれを手にできたのだと、「ショナエル」はそれは嬉しそうにしている。

「……その小娘は、せいぜい五等星レベルの〈星〉だ、ショナエル」

　やっと絞り出したような声で、ディガンが言った。

「お前の望みは叶っていない。何をどうやって、小娘の体に入り込んだのか知らないが……さっさと出て行け」

　苦い想いを押し殺しての忠告にも、「ショナエル」は平然と首を振る。

「違う。私が最強の〈星〉」

　優ゆう越えつ感かんも露あらわに笑った「ショナエル」は、すっと右手を挙げた。

「我が身に眠る太陽よ」

　自じ慢まんげな詠唱とともに、エリッセのものだったはずの〈太陽〉が輝く。

　と同時に、「ショナエル」の〈煌〉がふくれ上がった。シリウスの称号を持つ彼女の白い〈煌〉が、黄金の輝きを望む奇跡として跳ね返す。

「我が敵のために葬そう列れつを成せ!!」

　放たれた術は、あらかじめ照準を少しずらしてあったようだ。だから呆然としていたディガンたちも、直撃を受けることはなかった。

　しかしその余波は、彼らの皮膚と髪先を焼いた。さっきまでエリッセがいた森は直ちよく撃げきを受け、雪に覆われた針葉樹林に大穴が空あいている。

「──ほら、こんなこと、あなたにできる？　ディガン」

　余裕たっぷりに微笑む「ショナエル」を見つめ、グラシカルがうめいた。

「〈太陽〉の輝きを、自分で返した……!?」

　エリッセ本人にもできなかった芸当を、「ショナエル」はいともたやすくやり遂とげた。

　いや、これはエリッセの肉体を間借りした彼女だからこそできることなのだろう。

　ただでさえ、エリッセを人質に取られている状態なのだ。下へ手たに手出しもできない上に、〈太陽〉は「ショナエル」に独どく占せんされている。そこに来て、「ショナエル」だけは自ら〈太陽〉を利用できるという有利。

　絶句している三人を眺ながめ、「ショナエル」は哄こう笑しようする。

「ふふ、ふ。ふふふふ。あははははは。すごい。すごい。すごいすごい……!!」

　酔よっ払ぱらったように甲かん高だかい声で笑った彼女は、得意満面にディガンをいたぶり始めた。

「ねえディガン、今どんな気分？　いつも見下していた私に、手も足も出ないなんて」

「オ、オレは、お前を見下したことなどない！」

　誤解だとディガンは目いっぱい否定するが、「ショナエル」は聞く耳を持たない。

「噓つき!!　いつもいつも、私を見下して、馬鹿にして！　自分みたいにはなれないって、偉そうに笑ってた!!」

　さっきまでの余裕がいきなり吹き飛んだ。決してディガンを超えられなかったあの日のまま、「ショナエル」は彼をなじる。

「しかも、私のことが好きだなんて！　馬鹿にして!!　馬鹿にして馬鹿にして!!」

〈星〉として、すべてにおいて自分に勝まさっているくせに。

　実力では間違いなく次のシリウスとささやかれていたのに。

　なぜその口で、恋だ愛だと口にできるのか。自分たちはただの男と女ではない、純然たるライバルだったのに。

「……馬鹿にした、つもりじゃない……」

　うなだれるディガンに、「ショナエル」は少しだけ声こわ音ねを和やわらげた。

「ああ、でも、分かってるの……昔の私は、あなたに好かれているっていう、その一点でしかあなたに勝てなかった……」

　過去の自分の実力を冷静に認めたと思ったら、すぐにまた自信に満ちた表情に戻る。

「でも今は違う!!　私がシリウス、世界最強の〈星〉!!　お父様もきっと褒ほめて下さる!!」

「ショナエル」の〈煌〉自体は昔と変わっていないが、今の彼女は四つめの〈太陽〉を行使できるただひとりの〈星〉だ。総合的な実力で見れば、彼女が最強の〈星〉であることに異論はないだろう。

「……そして、最強の〈星〉になった君は、どうするつもりなんだ」

　ひどく冷さめた声で、グラシカルが尋たずねた。

「私が最強であることを、もっとたくさんの人に対して証明する。我がアルケイシア家の名にかけて!!」

　決まっていると、「ショナエル」は迷いなく答える。

「へえ、どうやって？」

「世界中の〈星〉と戦って倒せばいい」

「……なるほど、いかにも二百年前の、実戦を前提とした〈星〉の考え方だね」

　ため息をついたグラシカルの表情が、冷たく引き締まった。

「どうする？　ディガン」

「ショナエル」を油断なく見み据すえたまま、今度はディガンに尋ねる。

「ある意味彼女、ハーシエルと同じ思考の持ち主だね。自分の力を証明する戦場を欲しがっている。……彼女をこのまま野放しにしておけば、戦争じゃなくて虐ぎやく殺さつが起こるだろう」

「……ッ、分かって、いる」

　苦しげなディガンに対し、グラシカルはあくまで冷静だ。彼はこの手の決断に慣れている。

「ならば……どんな手を使っても、今ここで止めるんだ。力を貸してくれるね」

　それが、エリッセを永遠に喪うしなうことに繫がっても。

「……オレ様は、おい、こら、なんだ、重い!!」

　何事か答えようとしていたディガンに、いきなりジャノンが近づいてきた。意識のないリューナーの体を無理やりその腕に押しつけつつ、ぽりぽり頭をかく。

「……あー。オレって、本当に救いようのないバトルマニアだな」

　金色の眼が、再び闘とう志しを火種に燃え上がり始めていた。

「自分でも趣味悪いと思うけど、正直今、かつてないほど興奮してる。血管ちぎれそう」

　自らの言葉に煽あおられたかのように、腰の缶を持ち上げ、だいぶ残り少なくなっていた中身を一気に口の中に放り込む。がりがりと景気よく嚙みつぶす子供っぽいしぐさとは裏腹に、獲物を見つけた肉にく食しよく獣じゆうの雰囲気が漂っていた。

「二百年前とはいえ、シリウスの称号を持ち、自らが生む〈太陽〉の輝きを返せるとはね……盛りすぎだろう。たまんねえ」

　悪戯いたずら小僧のように笑って、ディガンから離れる。

「悪わりぃな、先せん陣じん切らせてもらうわ」

「ジャノン、よせ!!　お前だって〈煌〉はもう、くそ、なぜオレ様が男を抱いて支えねばならん!?」

　押しつけられたリューナーを抱え、舌打ちするディガンを無視してジャノンは「ショナエル」をねめつけた。

「ふうん、こうやって見ると、人間は表情が大事なんだってよく分かるな。……嬢ちゃん返してくれよ、シリウスちゃん」

「……なんだ、怒ってるんじゃないか。君も素直じゃないね、ジャノン」

　少し気の抜けた表情になって突っ込むグラシカルに「うるせえよ」と返し、ジャノンはいきなり仕掛けた。

「夜空の支配者、三つ子の月たちよ。火の山よ来たれ、火の海を生め!!」

　雪原が赤く燃え上がる。ジャノンお得意の火系攻撃術の中でも、かなり威力の高い術だ。

　だが、「ショナエル」の反応は落ち着いている。

「我が身に眠る太陽よ」

　エリッセごと盗ぬすみ取った〈太陽〉を輝かせておいて、声高らかに命じた。

「天の山に燃える火よ、燎りよう原げんの炎となれ!!」

　さらに威力の高い火系攻撃術が、〈太陽〉の輝きを受けて完成する。なに、と驚きの声を上げたジャノンが炎に包まれた。

「うわっ……!!」

　自分が火で押し負けるとは思っていなかったらしく、ジャノンは慌てて雪原を転がり、火を消した。

　しかし「ショナエル」は容よう赦しやしない。

「〈超新星〉ジャノン・グラス。寿命を削ったぐらいでは私に勝てないことを、分からせてあげる!!」

　狂きよう喜きに満ちた指先から、続け様に炎が繰り出される。リューナー戦の段階で血を吐いていたジャノンは、防御と断続的な転移で避けるのに精一杯だ。

「くそ！」

　リューナーを雪原に横たえたディガンは、加勢のタイミングを計はかりながら自分に残された〈煌〉をかき集める。グラシカルも同じことを始めた。

　二人の意識がリューナーから完全に逸それた瞬間だった。

「あ、どうも、私のことはお気になさらず」

「!?」

　突然転移してきたニコラは、恐ろしく場違いな挨あい拶さつをしながらリューナーを担ぎ上げ、彼と共に再び転移する。

「貴様、ジャノンのお守り役の……!?」

　一いつ拍ぱく遅れてディガンが声を上げた時、ニコラは三み度たび姿を見せた。「ショナエル」の猛もう攻こうを浴あび、血を吐きながらうずくまっているジャノンの側へと。

「このお二人については、私がなんとかします。後は任せました」

　言うなり、ニコラはさっと転移の術を唱える。

　さすがの「ショナエル」も呆然としている間に、彼は両肩に上官を抱え上げた格好で姿を消した。







「……彼、本当に最低限しか仕事しないんだね……」

　グラシカルの乾いた声が夜風にさらわれていく。いつしか明け始めた空では、第一の太陽・始し原げんの黎れいが輝きを増し始めていた。

「──ふん。まあいいわ。〈超新星〉なんか、興味ない」

　少々ばつが悪そうではあったが、そう言い捨てた「ショナエル」はグラシカルを見た。

「でも、あなた、グラシカル・アミテージアよね？　カノープスの称号持ち……」

　ジャノンのこと同様、リューナーから知識を与えられているのか、彼女はグラシカルのフルネームと持っている称号を呼んだ。

「あなたは、とても強くておいしそうな〈星〉」

　金の瞳が舌なめずりするように光る。

「きっと今なら……これも、使える」

　自らの力を確かめるようにつぶやいた「ショナエル」の〈煌〉が、闇の色を帯び始めた。

「星喰い星。暗黒の星。すべての光を食はむ闇星。光を喰らう定めの者」

「……！　逃げろグラシカル!!」

　大きく瞳を見開いたディガンが叫び、グラシカルもとっさに転移の術を使おうとした。

　しかし、もう彼の〈煌〉も限界だ。この状況で転移すればさっきのエリッセのように失敗する、と読んだ彼は、走って逃げ出そうとした。

　だがもう遅い。「ショナエル」の詠唱は呆気なく完成した。

「始原の黎、至し高こうの陽よう、終焉の夕、起源の陰いん、至し純じゆんの闇あん、終末の影。一等星ショナエル・アルケイシアのあぎとへ、輝きを捧げよ!!」

　ディガンが残した『暗黒星』を読み解き、並みの〈星〉には分からぬような構成に変えて後世に残したのはショナエルである。当然、詠唱や内容は知っている。

　他者の〈煌〉を己おのれのものとする禁きん忌きの術は、〈煌〉に伸び悩むショナエルにはひどく魅力的なものだった。だがディガンへの罪悪感、〈星〉としての自尊心、そして『暗黒星』を使うだけの〈煌〉がないことが術の行使を阻はばんだ。

　しかし今の「ショナエル」に迷いはない。〈煌〉が小さくても、〈太陽〉はそれを補おぎなって余りある。

「ショナエル、よせ……!!」

　ディガンの絶叫も虚しく、暗闇に染まった〈煌〉が走り、グラシカルを捕とらえた。

「ぐっ……!?」

　とっさに彼が放とうとした攻撃術ごと、他者の〈煌〉を喰らう闇星は飲み込んでしまう。

　ディガンの空の羅ら盤ばんから、黒い繭まゆのような〈煌〉に包み込まれたグラシカルの〈煌〉が消えた。

「ふふっ……」

　それは嬉しそうに、「ショナエル」が笑う。

「すごい、この時代の一等星も強いのね……!!　ああ、すてき、なんてすごいの、『暗黒星』……!!」

　ディガンが創作した術を用い、グラシカルの〈煌〉を奪い取る喜びに「ショナエル」は打ち震えている。外見がエリッセであるだけに、その光景はひどく皮肉なものだった。

　見ていられないと、ディガンは思った。

　見ていられない。ならば、いっそ。

「ショナエル、頼むからよせ……!!」

『暗黒星』の行使を続ける「ショナエル」に近づき、必死に制止する彼を、「ショナエル」は冷たく突き放した。

「嫌よ。絶対に嫌」

　とりつく島もなく言い放ち、さらに絶望的な宣言をする。

「ちょっと待っていて。次はあなたよ、ディガン。あなたの〈煌〉も喰い尽くしてあげる。すべての〈星〉を喰い尽くしてあげるんだから……!!」

「ショナエル」が『暗黒星』を使った瞬間から、分かっていた答えだった。ここで完全にディガンの腹は決まった。

「──ならまず、オレ様の〈煌〉から先に喰らえ」

　かすかに「ショナエル」の表情が動いた。それを頼りに、静かな声で続ける。

「最初から、こうすればよかったんだ。そうであれば……オレ様が無力な〈星〉となるだけで済む。『学徒虐殺』の最中でも、最悪お前だけは生き延びられただろう」

　彼女がシリウスに相応しい〈煌〉の持ち主となっていれば、あんな悲劇は起こらなかったのだ。

　そこで言葉を切り、しばらく無言で立ち尽くした後、ディガンの空の羅盤に再びグラシカルの〈煌〉が現れた。ほとんど意識がない上に、大きくその〈煌〉は減じているが、まだ完全に搾しぼり取られた訳ではなさそうだ。

「ありがとう、ディガン」

　明け方の光の中、エリッセの顔で「ショナエル」が微笑む。どこか切なげなその表情は、二百年前にもよく見たものだった。

「分かってるの。本当はあなたはいつだって、私に優しかった。……だから、つらかった」

「……分かっている」

「でも、ごめんなさい。私は、ただの女の子には、なれなかった。なりたくなかった」

「……知っている。すまない」

　短い会話で互いの気持ちは伝わったはずだ。迷いを捨てて、ディガンはいつものように横おう柄へいに促うながす。

「さあ、さっさとやれ」

「──うん」

　ほんの少し、寂さびしそうに微笑んだ「ショナエル」は、再び『暗黒星』の詠唱を始めた。

「星喰い星。暗黒の星。すべての光を食む闇星。光を喰らう定めの者」

　ディガンのまぶたの裏に浮かぶのは、この術の創作に四苦八苦していた時のことだ。アレンジではない、一からの術の創作などディガンにとっても初めてで、数えきれないほど失敗した。何度もやめてしまおうと思った。

　けれど、父親に打たれた頰を必死に治癒術で治しているショナエルの姿を思い出して、研究に打ち込んだのだ。彼女がもう、泣かずに済むように。

「始原の黎、至高の陽、終焉の夕、起源の陰、至純の闇、終末の影。一等星ショナエル・アルケイシアのあぎとへ、輝きを捧げよ!!」

　苦い思い出も何もかも、暗い闇に包まれていく。

　初めて自分で『暗黒星』を受け、太陽も月も星もない暗闇の中に閉じ込められたディガンは、ゆっくりと大きな息を吐いた。







　最初はどことなく寂しげだった「ショナエル」の表情は、ディガンの姿が闇に覆われて間もなく歓かん喜きに満ちた。

「ああ……、すごい。これが、ディガン……なんて強いの……!!」

　グラシカルを、そしてディガンを喰らった彼女の〈煌〉は、リューナーもかくやとばかりにふくらみ続けていく。

「すごい……この〈煌〉で、〈太陽〉の輝きを返して、ああ、すてき、すてき……!!」

　ぞくぞくと背筋を走る痺しびれに身を震わせる「ショナエル」。

　その表情に、ある瞬間から戸惑いが交まざり始めた。

「え？　あ、あれ……？」

　おろおろと惑うその姿は、まるで普段のエリッセのようである。

「あれ、待って、ちょ、ちょっと待って……!!」

『どうした』

『暗黒星』に囚とらわれ、なすすべもなく喰われているはずのディガンの落ち着き払った声が、〈煌〉に乗って聞こえてきた。

『遠慮するな。ほら、喰え』

「も、もちろん、もちろんだよ、でも……」

『たらふく喰え』

「ショナエル」の混乱に頓とん着ちやくすることなく、ディガンは淡たん々たんと言う。

『オレ様の〈煌〉のすべてを、お前にくれてやる』

「うう、う……あ、ああ……」

　たまらなくなったように、「ショナエル」が口元に手をやった。まるで、吐き気をこらえるように。

『〈煌〉の強さは生まれで決まると、いつか言っただろう？』

「ショナエル」の苦しみを感じながら、ディガンは思い出話を始める。

『ある程度は鍛きたえることもできる。使い方なら工く夫ふうもできる。だが持てる〈煌〉の総量は、決まっている』

　残念なことにな、と彼はつぶやいた。ひどく悲しそうに。

『いろいろな意味で、『暗黒星』は不完全な術なんだ。そもそもの制作動機が……お前が泣かずに済むように、オレ様の〈煌〉を失わせることだったしな。全く逆の術ができてしまったが』

〈煌〉は血筋で決まるとの偏へん見けんが根強い中、一庶しよ民みん出の望まれぬ王者として孤高を強制されていたディガン。その〈煌〉は、ひそかに恋した少女の夢を無む惨ざんに叩きつぶしてしまうほどのもの。

　そんな中で、誰が他者の〈煌〉を喰らって強くなりたいなどと思うものか。

『お前は弱くはない。〈導きの灯〉が完全実力主義に移行しても、ずっと五位以内の座をキープしていたじゃないか。ただお前とお前の親父の理想が、お前の能力よりも高かっただけだ』

〈星〉は奇跡を己の〈煌〉でもって実現する。だが、どれだけ〈煌〉が高くても、実現できない奇跡もある。

「お前には、オレ様の〈煌〉を喰い尽くすことなど無理なんだ、ショナエル。そんなことをしようとすれば……ただでさえ不安定な存在であるお前の消しよう滅めつを、早めるだけだ」

　いつしか綻ほころびが生じ、虫食い状態になった『暗黒星』の繭の中に立ち、ディガンは自らの声ではっきりとそう宣言した。

　死者の生き返り。それは最も望まれつつも、いまだ誰にも成し得ない禁呪。

　形ばかりの真似事なら、過去にいくつか成功例はある。眼の前の「ショナエル」は、かなり再現度が高くはあったが……こういう終わりになるのは、はじめから分かっていたことだった。

　しかし、先延ばしにすることならできた。リューナーが言っていたように、「ショナエル」の人格に修正を加え、つらい過去のやり直しを計ることさえできたかもしれない。

　だからこそ、できる訳がなかった。

　ディガンが止めたかったのは、自分の涙ではないのだから。

「もう諦めて、眠ってくれ、ショナエル。お前も、お前に無理を強いる父親も、とっくに土に帰ったんだ。オレ様がこうしておめおめと生き延びたせいで、お前の気持ちを乱したことは謝るから……だからもう、眠ってくれ」

　清せい浄じような朝の光に溶けるようにして、暗黒の〈煌〉が風に散らされていく。

　そして「ショナエル」自身の〈煌〉も、同じ風にさらわれて消えていった。
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　真なる暗くら闇やみに慣れ始めていた眼を、朝の光が射い貫ぬく。

　まぶしさにすみれ色の瞳ひとみをしかめながら、エリッセは地面に座り込んでいるディガンに駆かけ寄った。

「──ディガンさん!!」

　ショナエルとディガンたちの戦いは、〈夜の底そこ闇やみ〉でかろうじて追えてはいた。……だからこそ、何を言えばいいのか、分からないのだが。

「ディガンさん、大丈夫ですか!?　私は平気ですけど、その、あなたの〈煌キラ〉は……!?」

「……大事ない」

　緩かん慢まんなしぐさで前まえ髪がみを払ったディガンは、物もの憂うげに答えた。

「ショナエルが、消えたからだろう。奪うばわれたはずの〈煌〉も、大半が戻もどってきた……グラシカルの分もな……」

　実際、ディガンはひどく疲労した様子ではあるが、〈煌〉そのものを喰くい尽つくされてしまった訳ではなさそうだ。治ち癒ゆ術じゆつを施ほどこし、休息を取ればいつもの状態に戻るだろう。

「なら、ひとまずはよかったんですけど……あ、え、ディガンさん？」

　ことんと、肩かたに暖かいものが触ふれた。

「こっちは、怪け我がをしていないほうだろう……？　黙だまって肩を貸せ」

「あ、いえ、反対側も大体治ってま……いや、ちょ、あの、ディガンさん!?」

　無防備に身を預けられ、エリッセは真っ赤になった。

　傷ついたディガンの顔がなんだかとても色っぽくて、しかもこの上なく近い。

「わ、分かってますよ、セスじゃあるまいし、いえセスだって追い詰められてたからああなった訳だし！　でもあの、近い、近……」

　混乱する彼女の肩口に顔を埋うずめ、ディガンはぽつりとつぶやく。

「さすがに、疲つかれた。オレ様も、眠りたい」

　眠る。

　──ショナエルのように？

「や、やだ、行かないでディガンさん!!」

　いきなりエリッセに取りすがられ、バランスを崩くずしたディガンは慌あわてて座り直した。

「ば、おい、なんだ、オレ様は疲れたと言っているだろうが!?　おとなしく肩を貸すぐらいできんのか、この万年六等星!!」

「だって、だって眠るとか怖いこと、いひゃいっ!!」

　頰ほお肉にくをつまみ上げられ、エリッセは悲鳴を上げる。

「馬鹿を抜かせ、このオレ様を勝手に殺すな!!」

　憤ふん然ぜんと言い返したディガンは、エリッセの眼が泳いだ先を見て先手を打つ。

「グラシカルなら、大丈夫だと言っただろう。無論休息は必要だろうが、少しぐらい放っておいても死にはしない」

「ええ、ですけど……」

　だからといって、地面に転がしておくのも申し訳ない。それにさっき、一瞬彼と眼が合ったような気がするのだ。

　なんだか恥はずかしくなってきて、もじもじするエリッセの腰こしにディガンの手が回る。強引なしぐさではあるが、長い指先はそこにある古傷には触れない。

　そうしておいてから、また肩に顔を押しつけてくる。

「行くな。ここにいろ」

「あの……」

「行くな。……今は、オレ様を甘やかすんだ。いいな」

　口調は偉えらそうだが、声の底が少し震ふるえている。

　それを聞き取ったエリッセの体から、強こわ張ばりがゆっくりと消えた。

「……もうちょっと、体重かけても大丈夫ですよ。お互い座ってますから、そこまで重くないし」

「ふん、オレ様はスタイルも抜ばつ群ぐんだから、羽根のように軽いんだ……」

「軽くはな……、ああ、まあいいですよ……」

　かたくなに体重をかけてこないその背を、ぎこちない手つきでそっと、労いたわるように撫なでる。

「……あなたを呼び出したのは、私、ですからね。責任取って、ずっと側にいますから。今後もご迷めい惑わくをおかけするかと思いますが、よろしくお願いします」

　ディガンは何も答えない。しかし、嫌いや味みも口にしない。

「あと、前にも言いましたけど、私はあなたがいてくれてよかったんですからね？　どこかに行けなんて、絶対に絶対に絶対に言いませんから。他の人がどう思おうが、私だけはあなたのこと、その、す、好き……ですから……変な意味じゃなくて、担当教師として!!」

「……知ってる馬ば鹿か、もう言わなくていい」

　甘やかしすぎだ馬鹿、とぼやいたディガンは、不意に高い鼻先を押しつけるようにしてもっと強く体を密着させてきた。

「ひゃわわわわ!?　え、ちょ、ディガンさんっ!?」

　セスとの一幕を思い出し、再び身を固くしたところ、ディガンがもごもごつぶやくのが聞こえた。

「オレも……」

「え？　あの、なんですか、よく聞こえな」

「チッ、耳まで遠いのか、人を散々じじい呼ばわりしておいて」

　これだから十人並みの小こ娘むすめは、と毎度の悪口を吐はき捨ててから、ぼそりと付け加える。

「……オレ様もお前に会えてよかったと、そう言ったんだ」

　赤い鼻先を隠かくすようにしてしゃべるものだから、かなり聞き取りづらかった。

　でも全部分かった。

「わ、わ、わわわわわわわ」

〈煌〉を使われた訳でもないのに、顔から火を噴ふきそうになる体験は初めてだった。落ち着きを失ったエリッセは、高速でディガンの背中を撫でながらうろたえまくる。

「わわわ、私を甘やかしてどうするんです、馬鹿！　ディガンさんのくせに……、ディガンさんのくせに!!」

「本当だよ馬鹿……」

　そろそろ止めに入ろう、とグラシカルが震える膝ひざに力を入れた瞬間だった。

　くすぐったい空気を物ともしない、マイペースに間ま延のびした女性の声がした。

「あらあら、私ってば、もしかして出で遅おくれちゃった～？」







　見事な〈煌〉の制せい御ぎよにより転移してきた彼女の、緩ゆるく波打つ明るい栗くり色いろの髪が夜明けの光に輝かがやいている。かすかな風にたなびく長いスカートが、すんなり伸びた足に貼はりつく様が妙に色っぽい。

「ラ、ランゼ先生!?」

　すっとんきょうな声を上げたエリッセを、ランゼ・リトリスは穏おだやかな笑顔で見つめ返してきた。はっとエリッセから体を離したディガンも、慌てて身を起こしたグラシカルも緊きん張ちように身を硬くしている。

「あらあら、なあに、その顔～？　もしかしてみんな、私のことを忘れちゃってた～？」

　実際忘れていたので、エリッセは何も言えない。リューナー、ショナエルと続け様に戦っているうちに、彼女のことが頭からすっぽ抜けていたのだ。

「ええと、その、申し訳……いやその、遅おそかったですね……？」

「そうなのよね～、ちょっと面おも白しろくて遊んでたら、手間取ってしまって～」

　お茶会に遅れた言い訳でもするような相あい槌づちを打ったランゼの手から、銀ぎん髪ぱつの青年の体が落ちる。

　憔しよう悴すいし、意識を失ってはいるものの、エリッセは地味な暗記が得意である。彼の顔には見覚えがあった。

『星せい合ごう』の際、何度もリューナーを捜さがしに来ていたあの青年将校だ。

「帝王陛へい下かの側に、いないと思ってたら……!!」

　操そう心しんの術を使われている間、リューナーのストッパーらしき彼の助力を何度か期待したのだ。しかし姿を見ることはなく、口うるさそうな人間は遠ざけられているのかもしれないと思っていたが、ランゼは意外な言葉を口にした。

「もう、帝王陛下ったら～。一番の部下が、〈扉とびら〉の秘密を持ち逃にげしたなんて言うんですもの～。操心の術まで使って、本心からの裏切りに見せかけるなんて悪党～。部下をなんだと思ってるのかしら～？」

　どうやらこの青年将校、リューナーに操られ、ランゼを遠ざけておくという大役を担になっていたらしい。……かわいそうに……と一いつ瞬しゆん同情を覚えたところで、エリッセははっと我われに返った。

「あ、あなたこそ、人をなんだと思ってるんですかッ!?」

　リューナーが善人ではないのはもちろんだが、ランゼがそれを責められる立場か。ディガンとグラシカルが慌てた顔をしたが、感情を止められなかった。

「聞きましたよ、あなたがすべての元げん凶きようだって、〈扉〉の向こうから来た化け物だって!!ギガンスティを操って、一体何を企たくらんでいるんです!?」

「元凶、ねえ～？」

　ふふふ、といつものように意味ありげに笑ったランゼの口調が変化する。

「元凶はあなたよ、〈太陽〉」

　いきなりの名指しに、心臓が跳はねた。

「わ、私……？」

　──気づいてないのか？　ランゼはレディに、レディの〈太陽〉に非常に執しゆう着ちやくしている。

　リューナーがそう語った時には、あまり実感が湧わかなかった。だが、ランゼ本人に面と向かってそんな風に言われれば、否定もできない。

〈夜の底闇〉から来た化け物。初代帝王アスラムさえも知り得なかったランゼの真の目的が、ついに明かされるのか。ごくりと生なま唾つばを飲んだが、ランゼの説明は相変わらずだった。

「うーん、なんて言えばいいのかしら～？　エリッセちゃんっていうか、〈太陽〉なのよね～。しかも〈太陽〉自体が悪いんじゃなくて、強しいて言うなら、この世界～？」

　ほわほわした口調が緊張感を削そぐ。おまけに話が抽ちゆう象しよう的てきすぎて、全く意味が分からない。

「や、やっとすべてが分かると思ったのに……!!」

　頭を抱かかえるエリッセを、ランゼはじっと見て言った。

「すべて知りたい？　エリッセちゃん」

「えっ？」

　また明めい瞭りようになった口調に戸と惑まどう暇ひまもなく、おいでおいでされる。

「だったら、私たちの王に会わせてあげるわ～。ついて来て～」

「私たちの王、って……？」

「うふふ、どうせ帝王陛下に聞いてるんでしょ～？　──〈夜の王〉よ」

　リューナーさえも拝はい謁えつが叶かなわなかった〈夜の王〉。

〈夜の底闇〉を統すべ、このランゼさえも従える存在。

「ああ、でも、会わせてあげるのはエリッセちゃんだけね～？　他の人は、だぁめぇ～」

　一層ふざけた物言いが、かえって事の重大さを窺うかがわせた。

「よせ、小娘、行くな!!」

「エリッセ、だめだ!!」

　ディガンもグラシカルも、必死の様子で止めてきた。エリッセだって、ランゼが彼らだけを誘さそったのであれば絶対止めただろう。

　でも、今呼ばれているのは自分だ。地上に光お臨りた〈太陽〉であり、特別な存在となった、エリッセ・リトラーユのみ。

　帝王学など知らない。王者の孤こ独どくを背せ負おいたい訳でもないけれど、果たさなければならない使命というものはあるのだろう。

「こ、ここで逃げたら、また同じことの繰くり返しですよ……!!」

　自みずからを叱しつ咤たするように言うと、巨大な〈煌〉のぶつかり合いによりぼろぼろになった地面を蹴けって立ち上がる。

「それに、帝王陛下もおっしゃいました。ランゼ先生は〈太陽〉に執着してるって。だからきっと、命までは取られませんから!!　たぶん!!」

　それ以外何されるか分かりませんけどね!!　とやけくそで付け加えると、ランゼはうんうんとうなずいた。

「うふふ、そうよ、取らないわ～。だってあなたは、私がやっと見つけた奇き跡せきなんですもの～」

　伸びてきた白い手が、エリッセの手を取る。

「奇跡……？」

「ふふふ、これ以上は、向こうでね～」

　空あいた片手をひらひらと振ったランゼは、転移の術を唱えてエリッセともども姿を消した。







　次の瞬間エリッセの眼に映ったのは、異様な光景だった。

　一瞬、かつてランゼとともに『暗黒星』を使った、〈導みちびきの灯ひ〉の地下かと思った。窓のない息苦しい造りと、石が敷しかれた床ゆかに共通点があったからだ。

　だがよく見れば、まず広さが全く違う。ちょっとした広間ぐらいはあるその空間は、資料館の地下とは比べ物にならないし、鼻先をくすぐるこの芳ほう香こうは。

「……花畑……？」

　ここが〈導きの灯〉の中庭であれば、「きれいですね」で終わりだろう。しかし見たところ土もなく、陽ひも射さないこの地下に、どうして春の花々が咲き乱れているのか。

　──どうして花畑の真ん中に、闇を固めたような漆しつ黒こくの〈扉〉が、開け放たれた状態で置かれているのか。

　──どうして〈扉〉の向こうには、〈扉〉自体の色と同じ闇しか見えないのか。そのくせその向こうから、びりびりと肌はだを刺さすような得体の知れない〈煌〉を感じるのか。

「うふふ、きれいなお花でしょう～？　アスラム陛下のご趣しゆ味みなのよね～」

　明らかに不自然な花畑を見つめて当とう惑わくしていると、ランゼがにこにこしながら説明してくれた。

「花はな吹雪ふぶきを、もう一度見たがっていた……？」

　リューナーの言葉が脳裏をかすめる。ということは、ここはギガンスティ王城の地下なのだ。自分たち以外人間がいないのは、ここが帝王の強さの秘密に繫つながる場所だからだろう。

「ええ、そう～。でも実は、その花吹雪って、あの方が子供の頃に熱に浮かされて見た幻まぼろしなのよね～。あんなに体が弱いのに、花咲く南部大陸になんか行けるはずないのに、愚おろかな方だったわ～」

　気楽な口調でランゼは斬きり捨てた。

「……仮にも一度は、あなたの王が見込んだ人でしょう。悪口は、やめて下さい」

　アスラムに対してだけは敬けい虔けんさを示すリューナーのことを思い出しながら言い返すと、ランゼは楽しそうに瞳を細めた。

「ふふ、エリッセちゃんは、本当にお人好しねえ～。でも私、あなたのそういうところが扱あつかいやすくて好きよ～」

　相変わらず馬鹿にした口調であるが、その言い方には妙みように実感がこもって聞こえた。

「さ、ではちょっと待っててね～。今私たちの王をお呼びするから～」

　エリッセを置き去りにして、ランゼはさっさと花畑に向かって歩む。アスラムの夢の結けつ晶しようである花を遠えん慮りよなく踏ふみ散らし、なんのためらいもなく黒い〈扉〉の前に立った。

「あれが、〈夜の底闇〉……？」

　ショナエルに押し出された結果、つい先ほどまで自分がいた空間を見つめたエリッセは、ひどい不安感に襲おそわれて眼を逸そらした。気づけば、額ひたいに冷たい汗が浮いている。

　くり抜いたようにぽっかりと、花畑の中に覗のぞく闇が本能的な不安を煽あおるのだ。近づいてはいけないと、魂たましいが訴うつたえているのを感じる。

「お、落ち着いて私、一回行ったとこじゃない、ディガンさんなんか二百年もいたじゃない……」

　勝手に痙けい攣れんする手を押さえ、呪じゆ文もんのように唱えている間に、ランゼが闇の向こうに向かって呼びかけた。

「〈夜の王〉様ぁ～、エリッセちゃんです～。出ていらして～」

　いつものごとく、非常に軽い呼びかけに、すぐに返事が来た。

「は～い～」

　ランゼの口から。

「……え」

　いつもの調子でつぶやいたランゼが、平気な顔でエリッセの前に戻ってくる。

「──いや、ちょ、ここでふざけますか普通!?」

　さすがに落ち着いていられない。〈夜の底闇〉への恐きよう怖ふも忘れ、エリッセは肩を怒いからせた。

「私は心を操られるわトラウマ持ってる術で怪我するわ果てに体を乗っ取られるわで、めちゃくちゃ疲れてるんですからね!?　ただでさえランゼ先生の冗じよう談だんは癇かんに障さわるんですから、いいかげんに」

「冗談じゃないよ」

　怒りに任まかせてまくし立てていたら、知らない男の声にそう言われた。

「〈夜の王〉は、すでに君の前にいる」

　声はまた、ランゼの唇くちびるから漏もれていた。

　えっ、と声を詰まらせたエリッセに、ランゼは穏やかに微笑ほほえみかける。

　その微笑みだけを残して、彼女の背が伸び、柔やわらかな体の線が固く引き締しまっていく。ほどなく地面につくほどに長いざんばらの白い髪と、金の瞳を持つ青年がエリッセの眼の前に現れた。

「初めましてと言うべきだろうね、エリッセ。私が〈夜の王〉だよ」
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「せ、せせ、性せい転てん換かんの術……!?」

　ディガンがふざけて使おうとしていた禁きん呪じゆの名を口にすれば、〈夜の王〉は軽く首を振る。

　年ねん齢れいはランゼと同じく、大おお雑ざつ把ぱに二十代といったところか。いつの間にかその服装も、貫かん頭とう衣いを緩く飾り帯で巻いただけの、古風なものに変化している。

「性転換とは、少し違うね。私の肉体はもうないんだ。だから、術で形をいじってみせるのも、それほど難しくないんだよ」

　ランゼを名乗っていた時と違い、彼の口調はとても穏やかだが、抗こうしがたい風格をも併あわせ持つ。さながら、何百年を経へた大樹を前にしているような気分だ。

「え、じゃあ幽ゆう霊れい……!?」

「近いものはあるね。肉体を喪うしない、帰るべき場所もまた喪われてしまっているのだから。──君たちのせいで」

　長老然とした声こわ音ねに、かすかな熱がこもった。

「私たちの、せい……？」

「ああ、だけど、君たちを責めても仕方のないことだ。それでは南北大戦の敗北につけ込み、ギガンスティを責め続ける連中と同じになってしまう」

　また穏やかな言い方に戻った〈夜の王〉は、唐とう突とつに話題を変えた。

「ねえエリッセ。君はどうして、この世界には太陽と月が三つずつあるんだと思う？」

　エリッセは、一応答えようとがんばってみたが、すぐに諦あきらめた。

「……いや、すいません、ちょっと壮そう大だいすぎて、私には答えられないんですけど……」

　それは、どんな参考書にも載のっていない問題だ。当たり前である。この世界が巡めぐる三つの太陽と三つの月に照らされているのは、既き定てい中ちゆうの既定なのだ。

　一体どんな哲てつ学がく的てきな回答が与えられるかと思っていたら、〈夜の王〉はあっけらかんと教えてくれた。

「そうでもないよ、かなり即そく物ぶつ的てきな回答だから。君たちの祖先が、よその世界から盗ぬすんできたんだよ」

「──盗んだ!?」

　本当に即物的な回答に眼を剝むけば、〈夜の王〉はこっくりうなずく。

「そう。自分たちの世界を、常に光あふれる世の中にするためにね」

　何気なくなのか、意い図としたのかは知らないが、彼は『暗黒星』の詠えい唱しようと同じ言い回しを使った。

「そして、太陽と月を盗まれ、暗闇に閉ざされた世界の成れの果てが……ほら、そこに口を開けている、〈夜の底闇〉だよ」

　絶句して、エリッセは再び花畑に口を開けた暗闇を見つめる。

　そこは確かに、一筋の光もない真の闇の世界だった。それは……太陽と月を、盗まれたからだったのか。

「感じるかい？　あの闇に閉じ込められ、〈煌〉を使うこともできず死んでいった大勢の〈星〉たちの無念を」

　恨うらみ節ぶしのはずなのだが、あまり恨んでいる言い方ではなく、口調は穏やかだ。その分、沈ちん殿でんした怒りの大きさを感じた。

「返してくれないかな」

　異様に真っ白い手が、エリッセに向かって差し出される。

　海の底、陽の射さない世界で暮らす深海魚の中には、漂白したように白い体のものがいるという。

「贅ぜい沢たくは言わないよ。ひとつずつでいいから、返してくれないかな？」

　有無を言わさぬ迫はく力りよくに押され、エリッセはまたしても必死で考えたが、無理だった。何をどうすればいいのか、全く見当がつかない。

「か、返せるもの、なら……」

　苦し紛まぎれの返答に、〈夜の王〉は大おお真ま面じ目めにうなずいて手を引っ込めた。

「うん、そうだね、そうなんだ。奪われた太陽と月は、長い長い年月を経るうちにすでにこの世界に癒ゆ着ちやくしてしまったんだ。たとえ盗まれたものだとしても、そう簡単に引き剝はがすことはできない」

　それは一体、どれほどの「長い長い年月」だったのだろう。この人も相当のおじいちゃんなんだ、と緊張の反動でどうでもいいことを考えていると、

「だから戦争を起こして、この世界を無茶苦茶にしてみたんだ。残念ながら、途中でアスラムに気づかれてしまったけど」

　言い方があまりにも普通なので、危うく「そうですか」などと相槌を打つところだった。

「そう、いやいや、ええええっ!?　じゃあ、そのために南北大戦を……!?」

　世界の在あり方に不服を唱えるギガンスティの恨みを、太陽と月を奪い返すために利用しようとしていたのか。

「そうだよ。でも今回も、残念ながらうまくいかなかったようだ。さすがの私でも、ひとりでこの世界を壊こわすほどに戦うことはできないからね」

　さほど残念そうでもなくつぶやいた〈夜の王〉が、また白い手を差し出してきた。

「え、あの、ごめんなさい、私はただの〈太陽〉なんです！　〈星〉に輝きを提供できるだけで、あなたの役には……!!」

　勘かん違ちがいして慌てるエリッセだったが、〈夜の王〉は緩く首を振った。

「そうだよ、エリッセ。君という〈太陽〉が生まれてきてくれた」

　天の高みで、今やこの世界のために輝くものではなく。

「未完成で、幼おさなく……だけどようやく現れた、他者に輝きを提供できるレベルの〈太陽〉。君なら、連れて行けるだろう」

　少女の体に宿った〈太陽〉であれば、その手を引いていくこともできると。

「本当はもう少し成熟を待ちたかったが、仕方がない。私が君を育て、一人前の〈太陽〉として、私の世界を照らす光としよう」

「……ッ」

　息を吞のむエリッセの心を読み取ったように、〈夜の王〉は機先を制した。

「無む駄だな抵てい抗こうはやめなさい。私にこの世界を壊すほどの力はないけれど、王宮一帯を吹き飛ばすぐらいのことはできる。それでも足りないなら、小国レドレリカ程度なら皆殺しにできる」

　彼は別に、分かりやすく巨大な〈煌〉を振りまいて脅おどしている訳ではない。

　しかしその脅しが誇こ張ちようではないことぐらいは、今のエリッセには分かる。

「君がおとなしく来てくれるなら、この世界にはこれ以上危害を加えないよ。王として、約束する」

　これもきっと、噓うそではない。

　もう一度己おのれの世界を照らしてくれる太陽さえ手に入れば、〈夜の王〉はこの世界には興味を失うだろう。

「……私……」

「エリッセ。君に私のように、すべての親しい人間を失ってなお、生きる強さがあるかい？」

　迷うエリッセの背を、金の瞳が押す。

　ギガンスティ王宮付近には、祖国レドレリカには、大切な人たちが大勢いる。

　彼らがいなければ、〈太陽〉ひとりで生き延びてなんの意味があるのか。

　エリッセという存在になんの関心もなく、ただ〈太陽〉の輝きに群むらがる〈星〉たちの中、特別な存在として差別され続けていくのか。

　それは、ひとりで〈夜の底闇〉にいるのと同じではないのか。

「わ、か、り……」

　今にも〈夜の王〉の手を取ろうとしていたエリッセの耳に、大声が突き刺さった。

「馬鹿め、貴様は何も分かっていない!!」







「ディガンさん!?」

　どうやってここへ、と尋たずねる暇もない。ぐいっと後ろに引っ張られ、背中から広い胸に抱だき込まれる。

「きゃきゃきゃあああああっ!?」

　いろいろな意味で仰ぎよう天てんし、悲鳴を上げたエリッセを片手で抱くと、ディガンはその耳元に思いきり叫さけんだ。

「勝手なことをするな、お前はオレ様だけの〈太陽〉だ!!　まだ喰くらってもいないのに、どこにも行かせない!!」

　叫ぶディガンの〈煌〉が、ようやくエリッセにも感知できるようになる。どうやら地味に〈煌〉を消して、ここまで自力で走ってきたらしい。

「さ、さすが戦争世代の人はタフ……」

　悠ゆう長ちように感心している暇はなさそうだった。

「無駄なことを」

　いったん手を引っ込めた〈夜の王〉の〈煌〉が、地下室を振しん動どうさせる。

　ついに彼は、本気を出してきた。膨ぼう張ちようし続けるその〈煌〉に、そしてディガンがいくらタフとはいっても、どう見てもまだ本調子ではないことに戦せん慄りつを覚える。

「ディガンさん、だめ！　あの人は……〈夜の王〉!!　南北大戦を煽って、この世界から太陽と月を取り返そうとしているめちゃくちゃな存在です。けど、私が行けば、他の人に危害はいひゃいっ!!」

　問答無用で金髪を一ひと房ふさ引っ張られ、エリッセは半泣きになった。禿はげちゃう、と悲鳴を上げる彼女をしっかり抱いたまま、ディガンも構えを取った。

「うるさい黙れ、どこの王でも知るか、オレ様がこの世で一番かっこよくて強いんだから関係ない!!　大体さっき責任を取ると言ったのにもう忘れたのか、本当にこれだから十人並み尻しり軽がる万年六等星は!!」

「全部いっぺんに言った!?　わ、忘れてないですけど、しょうがないでしょう!?　あの人の目的は私なんですから!!」

　だから、ずっと一緒の約束は守れない。そう言おうとしたのに、ディガンはあまり聞いてくれなかった。

「忘れていないだと!?　よし、よく言った小娘!!」

　燃え尽きることも恐おそれぬように、金の瞳が激しく光った。

「ならお前が責任を取れるように、オレ様も責任を取ってやる!!　さあ〈太陽〉を使え小娘、この一発で片をつけるぞ!!」

　痛いほどに肩に食い込む指先を、ぎらぎら燃える瞳を見つめるうちに、反対にエリッセの心は凪ないでいった。

「……ディガンさん……」

　万感の想いを込めて、そっと彼の名を呼ぶ。

「ディガンさん、もういいんです。私に分かるんだから、あなたに分からないはずないでしょう？　たとえあなたが万全の状態でも、あの人には」

「うるさい黙れ小娘!!　お前がよくても、オレ様は嫌いやだからな！」

　もういいのだと、もう十分なのだと諭さとしても、ディガンはまたしても聞いてくれない。

「絶対に、絶対に嫌だからな!!」

　頑がん是ぜない子供のように叫ぶなり、話は終わりだとばかりに詠唱に入ってしまう。

「地上に光お臨りた、我わが唯ゆい一いつなる太陽よ。……失うことのできない、ただひとつの光よ」

　奇跡を願う、祈いのりの声。

　こんな風に喚よばれては……どんな〈太陽〉だって、顔を覗かせない訳にはいかないだろう。

「──分かりました」

　ぎゅっと眼を閉じ、ディガンの胸にしがみつく。

　これが最後だろう。だからこそ悔くいのないように、二人で力を合わせて。

「輝く王者の剣を我らに、我らが世界の敵を、征せい服ふくせよ!!」

　エリッセの〈太陽〉の光を受け、ベテルギウスの〈煌〉により完成した真っ赤な剣。

　数々の難敵を打ち破ってきた王者の剣が、地下の天てん井じようを削けずり取りながら振り上がる。

　しかしそれは、過去のものと比べて明らかに威い力りよくが弱かった。

　たぶん、初めてエリッセが〈太陽〉として目覚め、〈超新星〉ジャノンを撃げき退たいした時以下だろう。〈太陽〉としてのエリッセの力は増しているが、二人とも疲ひ弊へいしすぎているのだ。

　だから〈夜の王〉は、避よける素そ振ぶりも見せなかった。肩口に振り下ろされた赤い剣を、彼の衣服にさえ傷つけられないでいる剣を、静せい謐ひつな眼で見ているだけだ。

　そうやって、二人が力尽きるのを待っている。長い長い年月を待ち続けてきた彼にとっては、苦もないことだろう。

　手に取るようにそれは分かるけれど、どうすることもできない。

　やっぱりもういいと、ディガンに訴えかけようとした時、不意に少女の声が聞こえた。




「今まで本当にありがとう、ディガン。……本当に、さよなら」




　はにかむような笑顔を連想させる、明るい声だった。

「ショナエル……!?」

　消えたはずの彼女の名を叫んだディガンの手の中で、王者の剣が力を増す。

　底を突きかけていた彼の〈煌〉が大きくふくれ上がったのが分かった。エリッセの〈太陽〉も、それに呼応して輝きを強める。

「ぐっ……!?」

〈夜の王〉が初めて顔を歪ゆがめ、数歩よろめいた。その肩に食い込む剣先から、赤いものが流れている。

「……感謝する!!」

　短く吐いたディガンが、勢いに乗ってさらに術に力を込めた。燃え盛る炎のように輝く赤い剣が、〈夜の王〉をさらによろめかせ、開いた〈扉〉の前まで後退させる。

　しかし、そこまでだった。

　ショナエルの加勢をもってしても、ここまでが限界だ。〈夜の王〉の表情は静謐さを取り戻しているし、王者の剣はそれ以上彼を傷つけはしない。

「くそっ……!!」

　歯は嚙がみしたディガンの足元のほうが怪しいぐらいだ。これ以上続けたら、こちらが先に倒れる。

　けれどディガンは、かたくなにエリッセを抱いた手を離そうとしない。

　たぶんこの腕を切り落とされても、離しはしないだろう。

　その熱さに突き動かされて、エリッセも剣を握にぎる彼の手を上から握った。

「お願い……!!　お願い、お願い……!!」

　無駄と知っていながら、自分の〈煌〉を王者の剣に注そそぐことを試みる。ただでさえ貧ひん弱じやくな上に、王者の剣を振るえるレベルに達していない六等星がそんなことをしても、全くの無意味だったけれど。

「〈夜の王〉様、力なら貸します、私の〈太陽〉なんかあげたっていい!!　だけど、私はあなたとは行けない……!!」

　どうせ万年六等星と呼ばれていたのだ。いきなり手の中に落ちてきた奇跡など、欲しがる誰かに渡してもいい。

「だって〈太陽〉じゃない、ただの私なんかを必要としてくれる人もいるの……!!」

　喰らうと言ったり惚ほれろと言ったり、毎回自分勝手なことばかりのディガン。

　だが言葉以外の何かで伝わる不器用な優しさを、気き遣づかいを、エリッセはもう知っている。

　もう二度と、この人をひとりぼっちにはさせない。

　彼のいない世界には行けない。

「分かっているんだよ」

　不意の言葉にはっと眼を見開けば、〈夜の王〉の金の瞳が穏やかに微笑んでいた。すべてを知り、すべてを諦めた、そんな笑顔だった。

「本当は私の世界は、もうとっくに死んでしまっているんだ」

　白すぎるほど白い指先が、いつかのアスラムのように開いた〈扉〉に触ふれる。

　長い髪の先を花畑に埋うめた状態で、彼はゆっくりと後ずさった。

「この世界に、君たちにちょっかいをかけている間だけ、すべてを元に戻せるような錯さつ覚かくを味わえたんだ」

　その姿が一瞬変化し、見慣れた教師ののほほんとした顔になる。

「ごめんね、さよなら、エリッセちゃん～。あなたに会えてよかったわ～」

　そう言ってランゼは、ひらひら手を振りながら暗闇の中に消えていった。

〈扉〉が閉まる。

〈扉〉が消える。

〈扉〉から供給されていた力により維い持じされていた花畑も消える。

　真しん紅くの剣を保たもてなくなったディガンも、その腕の中で呆ぼう然ぜんとしていたエリッセも、声もなくへなへなと冷たい床の上に崩れ落ちた。
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〈導みちびきの灯ひ〉の外はずれにて、現在中天の位置にある第二の月・至し純じゆんの闇あんを見上げながらディガンがつぶやいた。

「夜間特訓も、そろそろ終わりにしていいな。お前に教えておくべきことは、一通り伝え終わった」

　エリッセも、同じ月を、そして月に照らされたディガンを見ながら制服の袖そでをまくってみせた。そろそろ春期休きゆう暇かも終わりという時期なので、こういうことをしてもあまり寒くない。

「そうですね……私もちょっぴり、筋肉がついてきましたし」

「……ハッ」

「わ、私としてはですよ！　別にディガンさんと比べたりしてませんからッ!!」

　鼻で笑われ、むくれるエリッセをディガンは「分かった分かった、座れ」といなした。

「……いろいろあったな」

　適当な扱あつかいにさらにむくれるものの、ベンチに二人で並ぶやいなや、ディガンが口にした言葉により一気に感傷的な気分になる。

「本当に、いろいろありましたね……」

　去年の冬に起こった一連の出来事を思い出すと、なんだかそれだけであちこち痛くなってくる。体もだが、心も。

「グラシカル先生は、お元気でしょうか……」

「元気らしいぞ。その分生徒の元気がなさそうだ」

　二人の話題はまず、期間限定でアリエーズの家庭教師を務つとめているグラシカルのことになった。

『俺はがんばって、姉上の補佐を務められるようになる!!』

　一いち念ねん発ほつ起きしたアリエーズのたっての願いにより、グラシカルはこの春の休暇が始まってすぐに真しん珠じゆ城じように赴おもむいていった。開始二日でアリエーズは音ねを上げたそうだが、グラシカルは「ご冗じよう談だんを」のひと言で済ませ、休暇明けまで帰ってくるつもりはないそうだ。

「グラシカル先生、男子生徒には結構厳しいんですよね、実は……」

　やっぱり性せい転てん換かんなんか考えなくてよかった。苦笑した瞬間、親しい男子生徒のことをふと思い出す。

「男子生徒といえば、ハーシエルくんはがんばってるみたいですね」

「禁欲をな」

　ずばっと言いきられ、エリッセは力いっぱい抗こう議ぎした。

「いや、そうですけどあんまり露ろ骨こつな言い方しないで下さい!!　もっとこう、ティリス先生のためとか!!」

「だから、あいつのために十八まで禁欲しているのだろう？　オレ様は十五で限界に達する、と踏ふんでいる」

「あああ、いかにもそうなりそうだけど、やめてねハーシエルくん……!!　実家と縁えんを切った以上、〈星〉として大成するしかないんだから……!!」

　禁きん呪じゆに手を出し、ティリスを自じ傷しよう行こう為いに走らせたことにより、ハーシエルは非常に深く反省した。しかし、だからといって彼女を諦あきらめた訳ではなかった。

〈導きの灯〉を卒業する十八歳までの禁欲を己おのれに課し、実家との断絶を宣言した上で、ティリスに改めて婚こん約やくを申し込んだのだ。トールズ侯こう爵しやくが〈導きの灯〉に怒ど鳴なり込んで来たりもしたが、ハーシエルの決意は揺ゆらがなかった。

　だからティリスも、覚かく悟ごを決めたようだ。「ハーシエルくんが、四十歳の私とまだ結婚する気があったらね」と微び苦く笑しようして、静かに彼の成長を見守っている。

「生きていくだけなら、〈星〉として大成する必要もないだろう。あの四等星小こ僧ぞうなんかは、すっぱり足を洗ったじゃないか」

「……そうですね。潔いさぎよい判断だったと思います」

『今まで迷めい惑わくかけて、ごめん』

　騒そう動どうが収まってからしばらくして、まっすぐにエリッセの眼を見て謝ったセスは、翌日〈導きの灯〉を去った。

　引き留めることも考えた。だが憑つき物が落ちたようにさっぱりした顔を見ていると、『また買い物に行くね』以外言えなかった。

「セスの実家、〈導きの灯〉で使う資材なんかを扱ってる雑貨屋さんなんです。〈星〉の経験を生かして、お店を継つぐかもって言ってました。また、会えるかな……」

「生きていれば、また会えるだろう」

　事もなげにディガンが相あい槌づちを打つと、生きているのか死んでいるのか、よく分からない〈星〉が脳裏をちらついた。

「私なんとなく、ジャノンさんにもまた会いそうな気がしてるんですよね……」

　最後の最後で味方についてくれたジャノン。もう一度会えたなら、今度こそ〈太陽〉の輝かがやきを使わせてあげられるかもしれない。

「生きてはいるだろうがな。転移係が引き取っていったことだし」

「確かにニコラさんって、転移の術を使うところしか見てないですけど、そのあだ名はあんまりなのでは……」

　ニコラ本人は、大して気にも留めないだろうが。やんわり諫いさめたエリッセは、ニコラが引き取っていったもうひとりを思い出す。

「……帝王陛へい下かには、さすがに会えないでしょうね」

「下へ手たに顔を合わせると、向こうの立場がますます危うくなるだろうな。監かん視し卿きようの見張りは強化され、例の銀ぎん髪ぱつ以外とは誰だれとも顔を合わせない毎日らしいぞ」

　レドレリカと二大強国を巻き込んだ狂きよう言げんを仕掛け、大立ち回りを演じたリューナーは、当初処刑の噂うわさも流れた。

　しかし支持層の熱狂的な抗議が起こった結果、かろうじて処刑は免まぬがれた。帝王の座も、手放さずに済んだ。

　とはいえ、自由のほとんどは奪うばわれた。贖しよく罪ざいの塔とうに閉じ込められた『贖罪の王』は、ただただ祈いのりに日々を費ついやしているらしい。死んだ彼の父と、同じように。

「だが、堂々と二大強国への反はん抗こうを口にするリューナーの振る舞いは、北部の不満のガス抜き役でもあったんだ。特に若い連中を中心に、不ふ穏おんな空気が流れているとは聞くな」

　淡たん々たんとした説明を聞いていると、なんだか不安になってきた。エリッセはこそこそとディガンにささやきかける。

「よ、〈夜の王〉は去っていきましたし、大丈夫ですよね……!?」

「〈夜の底そこ闇やみ〉の力を背景に、攻勢に出てくるようなことはないかもな。だが、別のきっかけで暴発する可能性は大いにあり得る」

　そもそもギガンスティが南部同盟に対して抱かかえる憧どう憬けいと怨えん恨こんがなければ、あの〈扉とびら〉が開かれることもなかったのだ。今の情勢が変わらなければ、他のやり方で格差を解決しようとする可能性はある。

　すっかり恐おそろしくなってきたエリッセだが、ディガンは気楽に言いきった。

「心配するな。また何かあったとしても、オレ様とお前がいれば大丈夫だろう」

「そ、そう、です、ね……」

　グラシカルだってハーシエルだって、もしかしたらジャノンも力を貸してくれるかもしれない。でも夜間訓練はまだ続けるべきかも、とぶつぶつ言っているエリッセを、ディガンがちらっと見た。

「はい？」

　視線に気づいて顔を上げれば、ディガンの金の瞳ひとみはまた月を見上げている。

「──オレは、ショナエルのことが好きだった」

　不意打ちを食らったような気持ちでまばたきすれば、ディガンはやはりこちらを見ないまま淡々と続けた。

「ずっと、認められなかった。大した〈星〉でもない、それほど美人でもない、卑ひ屈くつなくせに自尊心が高くて親父おやじの価値観に縛しばられたつまらない女だと思っていた。それでも、オレ様は……唯ゆい一いつオレの懐ふところにまっすぐ飛び込んできた女が、好きだった」

「……分かって、ました」

　重い荷物を下ろし終えたように、ディガンの表情は爽さわやかだ。去っていったセスを彷ほう彿ふつとさせる眼を見ていると、こうして口に出せるようになれてよかった、と素直に思う。

　けれどどうして、自分の胸はこんなに痛むのだろう。

「え、あ、あれ……、え？」

　考えてみればここ最近、ショナエルの話が出るたびに同じようなうずきを感じていたような。

「や、やだ私、もしかして……」

『それはね、エリッセ!!』

　あらゆる話題を恋愛に転換する能力を持つ親友の面おも影かげが脳裏を過よぎる。しかもどうしたことか、彼女のしたり顔に今夜は反論できない。

　もしかして、もしかして。

　あの強大な、〈夜の王〉の誘さそいを振りきれたのも。

　この、確かに容姿は優すぐれているし、〈星〉としても最高レベルだが、口を開けば嫌いや味みと悪口、年頃の少女を尻しり軽がる呼ばわりする鬼教官のようなこのディガンを、自分は、好き……、だからなの、か？

「ひ、ひきゃああああああああッ!?　私も趣味が悪いぃぃぃぃ!!」

　突然の絹を裂さくような絶ぜつ叫きように、ディガンがぎょっと眼を剝むいた。

「なんだ、どうした小こ娘むすめ、敵てき襲しゆうか!?」

　その〈煌キラ〉が早くも高まりを見せていることを感じ取り、エリッセは懸けん命めいに首を振った。

「ちが、な、なんと言いますか、自分の中に敵がいたというか、いえなんでもないです、すいません、大切なことを話してくれているのに!!」

　冗じよう談だんではない。ディガンには絶対、こんなこと言えない。

　──だって絶対、言ったが最後、向こう百年ぐらい馬ば鹿かにされる!!

　いかに自分が〈太陽〉とはいえ、女性としても〈星〉としても中の下レベルであることは自覚しているのだ。叶かなうはずがない奇き跡せきをどれだけ唱えてみたところで、実現できるはずがない。

「おい、まさか、またどこかの傷が痛み出したんじゃないだろうな」

　ディガンの眼がにわかに険けわしくなった。出し抜けに胸むな元もとに伸びてきた手を、エリッセは仰ぎよう天てんして振り払う。

「な、ちょ、どこ触さわろうとしましたッ!?」

「勘かん違ちがいするな、この間の怪け我がを気き遣づかってやっただけだ！　全くお前は、〈星〉としては平均以下だというのに、ちょっと眼を離すとすぐ危ない真ま似ねをしでかすんだからな！」
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　自じ意い識しき過か剰じようだとでも罵ののしられるかと思いきや、エリッセの機き敏びんな動きに彼は安あん堵どした表情を浮かべた。

「……まあ、その調子なら傷が痛む訳ではなさそうだが」

「あ、ええ、もうだいぶ前の話ですし、かけすぎるぐらい治ち癒ゆ術じゆつを使っていただきましたから……あの、でも、ありがとうございます」

　いったん自覚してしまうと、普段の尊大さと裏腹の気遣いが面おも映はゆくて仕方がない。小さな声で礼を述べると、ディガンはふっとため息をついた。

「ふん、なんだ、おかしな小娘だ。まあ、もうお前のおかしいところにも慣れたけどな」

「それはこっちの台詞せりふ……、ひゃっ!?」

　恋を自覚したとはいえ、ディガンがおかしいというより面めん倒どうくさいことに変わりはない。思わず言い返したところ、突然髪かみをくしゃっとかき混ぜられた。

　驚おどろいて顔を上げようとすると、そのまま手の平に力を込められ、無理やりうつむかされる。

「ちょ、ディガンさ」

「お前はずっと、オレ様の側にいろよ。──もちろん、弟で子しとして」

　壊こわれやすい男と女なんかにはならず、ずっと、ずっと。

「……え、ええ、もちろん、いますよ、……ずっと」

「弟子として」という言葉に胸を締しめつけられながらも、エリッセはうつむかされたまま器用にうなずいた。まあ一緒にいられるならいいや、どうせ卒団するまで恋愛禁止だし、この人案外もてないし、と失礼なことを考えながら。

　約束の言葉を嚙かみ締めるように聞いていたディガンは、やがてエリッセを解放し、満足そうな笑顔で春の夜空を見上げる。

「ほら見ろ、エリッセ。今夜はやけに、月がきれいだ」

「え、ああ……そうですね。なんだか、いつもよりきれい……」

　並んで同じ月を見上げ、エリッセも幸せな気持ちで微笑ほほえんだ。





終　
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　表紙のお花ディガンさんが可愛かわいくて可愛くて（以下略りやく）。「イノセント・スター　貴方あなたと見る月は綺き麗れい」をお読みいただきまして、ありがとうございました!!

　そういう訳で、「イノセント・スター」は無事完結となりました。恋愛模も様ようも国家間の勢力争いも、とりあえず収まるところに収まったという感じです。







　他作と比べると最後までラブ成分の薄うすいお話でしたが、エリッセとディガンの距きよ離り感かんは、たぶんこれぐらいがベストなんだと思います。万一両想いとかになったら、かえってぎくしゃくしそうな面めん倒どうくささが書いていて楽しいコンビでした。

　当初は悲鳴キャラだったエリッセが、巻を重ねるごとに立派な突っ込みに成長してくれたのもディガンのおかげです。よかったねエリッセ！　（眼を逸そらしながら）割と大きな代だい償しようを支払うことにもなりましたが、他のトラウマも乗り越えて成長した彼女は、これからもディガンを守って守られてくれることでしょう。

　対照的に、ティリス先生とハーシエルくんはラブラブを通り越してドロドロ展開になったりもしましたが、お姉さんと少年カップルはいろいろ新しん鮮せんでした。十八まで……十八まで我が慢まんしてハーシエルくん……！　大丈夫、ティリス先生は七年経たっても大して変わってないと思うから……!!

　そして結局、貧びん乏ぼうくじなグラシカル先生は、どうにも器用さが仇あだになるタイプっぽいです。とはいえ彼は彼で、自分の今の立ち位置にそれなりに満足しているのではないかと思います。アリエーズがどう思っているかは不明ですが。







　ちなみに最終刊でやっとちゃんとした出番が回ってきたアリエーズは、初しよ稿こうの段階では一巻にも出ていたのですが、人数が多すぎたのでいったん後回しになったキャラでした。この不ふ遇ぐうさもアリエーズっぽい。偉えらそうで病弱なあほの子は、姉と作者には愛されています。

　ギガンスティ勢もあれこれ大変でしたが、リューナーは使う術も含ふくめて書いていて楽しいキャラでした。お付きにはなりたくないですけどね！

　ジャノンも見てる分にはいいけど、やっぱりお付きにはなりたくないですね!!　たまに飴あめあげるぐらいでいい。本物のお付きはうまいこと付き合っている様子ですが。

　お付きも誰だれもいない某ぼう王様は、別に私の言葉など必要とすることもなく、自みずからの幕まく引ひきに納なつ得とくしているような気がしています。







　最後になりましたが、かあいい女子とかっこいい男子をたっぷり提供して下さったさらちよみ様、ろくでもないスケジュールを見事に調整して下さった担たん当とう・山内様、お付き合い下さいました読者様たちに感謝を込めつつ、またどこかでお会いできる日を願っております。





二〇一二年十一月　　小お野の上がみ明めい夜や　　　　　　
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